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まえがき 

 

2012 年度の工学部年報の発行にあたりまして一言ご挨拶させて頂きます。国立大学が独法化し

て今年ではや 10 年目の節目を迎えようとしております。そのようななか、前任の友田先生が計画され

た種々の課題を、私なりに具現化し結実すること、もっと言えば大学改革の「見える化」が私に課せら

れた使命であると考えております。これは想像を絶する大変な大仕事です。本年報では掲載されて

ないその背景と内情を、この巻頭言の紙面をお借りして具体的に列挙して申し上げたいと存じます。

それらは①工学部からの情報発信力の強化、②組織的研究推進力の充実、③女子学生の倍増、④

キャンパスのアメニティ（快適性）の確保、⑤就業力の強化、の五つということになります。これら五つ

の事柄は、一つ一つ独立に分離しているのでなく、それぞれが互いに関係する複雑なネットワーク

になっております。 

まず①情報発信力の強化ですが、これは他の全てに関係する最重要課題です。昨年度は大震

災の影響もあり、工学部の入試倍率が大きく下がってしまい、大変危惧されました。入口である高校

生・受験生の確保、出口である就職先企業の確保ということ以外に我々工学部のブランド力を決め

る「お客さん」は多種多様です。連携先の行政や企業、近隣住民の方々など、学外に存在する無数

の方が我々の顧客です。「マーケティング」を出発点とする考え方を基本に、できるだけ多数の顧客、

特に受験生とそのご父兄に好かれる大学になることから始めようと思います。そのためには情報発信

と顧客との対話が大切です。学外からどう見られているか？そこで地域のケーブルテレビ局：JWAY

とコミュニティＦＭ局：ＦＭひたちという２つのコミュニティ型マスメディアを通して広報宣伝に着手しま

した。前者では 15 分のテレビ番組「Go!Go!工学ガール」を企画・制作し、2011 年 12 月から放映、後

者では「ピタッとラジオン」という 30 分番組を企画・制作し、2012 年 9 月から放送しています。いずれ

も茨城大学工学部の元気な学生たちが活躍する番組です。多くの視聴者の方々からの反響を頂い

ています。そこでは学内における研究内容や魅力ある教職員の紹介をしていますので、是非ご視聴

下さい。 

次に、②組織的研究推進力の充実についてですが、工学部では昨年 4 つの研究センターを設立

しました。それぞれが組織の力を生かした国際的な研究レベルを目指して日夜奮闘しています。4 セ

ンターの詳しい内容については本年報に詳述されております。また、平成25年度は大学院部局化と

いう、教員が学部では無く大学院に籍を置くスタイルにしようと計画しています。こうして、教員の大

半が組織的研究に従事することで「個」の力を「チーム」の力に結集することが重要です。特に地域

の特色を生かした、地域連携型の研究は COC(Center of Community)に直結するため、我々工学部

の「ミッション再定義」にも大きく関係しており、急を要する課題です。 

更に、③女子学生の倍増と④キャンパスアメニティですが、これも友田先生時代からの宿題で、学

生が元気で活発なキャンパスを創るためには、まず女子学生を増やすことから始めるべき、という考

え方です。もちろん男子学生諸君も元気にいて欲しいですが、このところ女子学生が活躍するフィー

ルドでは男子学生も元気になる、という傾向があります。それに加えて、男女雇用機会均等の課題

や、企業におけるダイバーシティ問題など、男女平等の本質的な課題に取り組む意味でも重要です。

前述のテレビ番組「Go!Go!工学ガール」はまさにそうした工学女子の生き生きした姿をテレビ媒体で

お見せしよう、それによって工学女子を増やしていこうという戦略です。もちろん女子学生に好かれる

にはキャンパス内のアメニティが重要です。そのため、多賀工業会を中心とした我々のサポーターの

皆様から頂いた貴重なご寄付のお陰で、小平記念ホールがこの春にお披露目します。とても魅力的



な建築になる予定です。また平成 25 年度は、N2 棟、N6 棟の改修、武道場の改修も予定されており、

更に美しく機能性の高いキャンパスに生まれ変わります。 

そして最後に⑤就業力の強化、これは上述の４つにも増して非常に重要な課題です。学生の多

様化が叫ばれている今日この頃ですが、本学部の学生にも、人生とは何か、働くとは何か、という問

題に正面から向かい合うのを避ける者が多く目に付くようになりました。そこで、人間力強化、つまり

キャリア支援を行う仕組みを日立キャンパスに作る予定です。3 年後期になって初めて就職を考える

ので無く、早い学年から社会参画のトレーニングをして行くことは重要です。このような教育プログラ

ムを早急に立ち上げるべきと考えております。現代社会は目まぐるしい変化の時代です。社会や国

家が日夜進化し続けるなか、我々も時代の変化を先取りして行かなければなりません。皆さま方のご

協力を切にお願いいたします。末筆になりますが、本年報作成にあたられた方々に心より感謝申し

上げて、ご挨拶に代えさせて頂きます。 

工学部長 米倉達広 
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I 沿革・理念・目的 

 

1. 工学部 

 
沿革 

1939 年  多賀高等工業学校創立（機械科、精密機械科、原動機械科、電気科、金

属工業科）。 
1942 年 通信工学科を増設。 
1944 年  多賀工業専門学校に改称および改組（機械科、原動機械科、電気科、金

属工業科、電気通信科、舶用機関科（新設））。 
工業教員養成所を附設。 

1949 年 旧制の水戸高等学校、茨城師範学校、茨城青年師範学校、多賀工業専門

学校を包括し、文理学部・教育学部・工学部（機械工学科、原動工学科、

電気工学科、金属工学科）の 3 学部からなる新制国立茨城大学として発

足。 
1950 年  工業短期大学部（機械工学科、電気工学科、工業化学科、電子工学科）

を併設。 
1956 年  工業化学科を増設。 

原動工学科を機械工学科に統合。 
1959 年  精密工学科を増設。 
1964 年  電子工学科を増設。 
1966 年  機械工学第二学科を増設。 
1972 年  情報工学科を増設。 
1981 年  建設工学科を増設。 
1990 年  ６学科（機械工学科、物質工学科、電気電子工学科、情報工学科、都市

システム工学科、システム工学科）に改組。 
1991 年 工業短期大学部を廃止し、システム工学科 B コースを設置。 
1996 年 メディア通信工学科を増設。 
2005 年 ８学科（機械工学科、マテリアル工学科、生体分子機能工学科、電気電

子工学科、メディア通信工学科、情報工学科、都市システム工学科、知

能システム工学科）に改組。 
 
 
理念および目的 

科学技術はますます高度化し、しかも先端技術が世界に急速に普及しつつある現在、

大学は、次世代の科学技術を支え、その進展について深く洞察できる人材を育成すると

ともに、人と自然環境に調和した独自の科学技術を創造し発信していかなければならな

い。茨城大学工学部は、世界的視野で未来に向かってはばたく科学技術を創造する拠点
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として、絶えまない前進を続けている。工学部が掲げる理念は人と自然環境に調和した

高度科学技術の実践であり、以下に示すような目的を掲げている。 
 
(1) 専門的な科学技術の習得を目指す高い目的意識を持ち、習得に必要な基礎学力とコミ

ュニケーション能力を有する人材を養成する。 
 
(2) 国際的活動を含めた社会とのかかわりへの関心を持ち続け、科学技術に関する高度な

知識の習得と論理的思考力の向上を目指す人材を養成する。 
 
(3) 高い工学的専門性を備えた職業人を育て、持続可能な社会の形成や発展に貢献する。 
 
 
 

2. 理工学研究科博士前期および後期課程（工学系） 

 

沿革（工学系に関連する項目を抜粋） 

1968 年  大学院工学研究科(修士課程)を設置（機械工学専攻、電気工学専攻、金

属工学専攻、工業化学専攻、精密工学専攻、電子工学専攻）。 
昭和 45 年 4 月 大学院工学研究科(修士課程)機械工学第二専攻を増設。 
昭和 51 年 4 月 大学院工学研究科(修士課程)情報工学専攻を増設。 
昭和 60 年 4 月 大学院工学研究科(修士課程)建設工学専攻を増設。 
平成 5 年 4 月 大学院工学研究科(修士課程)を改組し、博士前期課程（機械工学専攻、

物質工学専攻、電気電子工学専攻、情報工学専攻、都市システム工学専

攻、システム工学専攻）、博士後期課程（物質科学専攻、生産科学専攻、

情報・システム科学専攻）を設置。 
平成 7 年 4 月 大学院工学研究科を理工学研究科に名称変更、大学院理学研究科(修士

課程)を廃止し、大学院理工学研究科(博士前期課程（工学系 6 専攻と理

学系 3 専攻）、博士後期課程（工学系 3 専攻と理学系 1 専攻）)に再編成。 
平成 12 年 4 月 大学院理工学研究科(博士前期課程)メディア通信工学専攻を増設。 
平成 16 年 4 月 大学院理工学研究科(博士前期課程・博士後期課程)応用粒子線科学専攻

を増設。 
 
理念および目的 

理工学研究科が掲げる理念は、自然や人間社会に対する深い洞察と高度な専門実践能

力をもち、自然を探求して知識を体系的に組み立てながら問題を解決・評価することが

できる人材を育成すること、および世界レベルの学術研究を推進して社会に発信し、自

然環境と調和した地域と人間社会の持続的発展に貢献することであり、以下に示すよう

な目的を掲げている。 
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(1) 多様な科学的創造能力と問題解決能力を養成する教育研究プログラムにより、幅広い

学際的視野と深い専門知識を修得させ、事象への探求心並びに創造性と実行力を併せも

つ高度専門技術者・研究者を育成する。 
 
(2) 科学技術分野において、地域の特色を活用して、国際的・学際的な視野に立った先進

的・開拓的な研究を推進し、世界レベルの研究拠点を形成する。 
 
(3) 教育・研究成果を積極的に地域や社会に還元して産業・文化・学術の発展に寄与する。 
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Ⅱ 教育活動 

 

 

1. 学部教育 

 1.1 在籍者数 

 

 

(1) 研究生受入れ（日本人学生） 

 

平成 23 年度研究生調べ（学部生） 

学  科 受入数 

機  械   工  学    科 0 

生 体 分 子 機 能 工 学 科 2 

マ テ リ ア ル 工  学  科 1 

電 気 電 子 工 学 科 0 

メ デ ィ ア 通 信 工 学 科 0 

情   報   工   学   科 1 

都 市 シ ス テ ム 工 学 科 0 

知 能 シ ス テ ム 工 学 科 0 

計 4 
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(2) 学部在籍者数 

（５－１）学       部

入学年度別

学科等別 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学

95 0 85 0 97 0 90 0 18 0 8 0 2 0 1 0 1 0 0 0 397 0

2 0 2 0 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生 体 分 子 機 能 44 0 46 1 50 0 46 1 13 2 4 0 1 0 0 0 0 0 0 0 204 4

工 学 科 18 0 10 0 18 0 15 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 63 0

38 0 33 0 32 0 43 1 5 2 3 0 4 0 0 0 0 0 0 0 158 3

1 0 2 0 4 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0

78 0 77 0 80 0 78 0 12 0 4 0 7 0 0 0 1 1 0 0 337 1

2 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ 通 信 35 1 47 0 51 1 51 1 10 0 6 0 4 0 0 0 0 0 0 0 204 3

工 学 科 7 0 3 0 7 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 0

72 0 62 0 65 0 74 2 21 1 7 0 6 0 0 0 0 0 0 0 307 3

1 0 4 0 7 0 5 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 18 0

都 市 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 45 0 42 0 42 1 46 0 3 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 181 1

工 学 科 6 0 6 0 11 0 10 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 36 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知 能 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 54 0 50 0 52 0 51 0 12 0 6 2 2 1 0 0 0 0 0 0 227 3

工 学 科 3 0 1 0 3 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0

461 1 442 1 469 2 479 5 94 5 39 2 27 1 4 0 2 1 2,017 18

40 0 29 0 54 0 41 0 4 0 1 0 2 0 0 0 0 0 171 0

ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

（Ｂ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知 能 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 39 0 34 0 38 0 34 1 13 0 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 165 1

工 学 科 ( Ｂ ） 4 0 7 0 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0

39 0 34 0 38 0 34 1 13 0 4 0 3 0 1 0 0 0 166 1

4 0 7 0 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 17 0

500 1 476 1 507 2 513 6 107 5 43 2 30 1 5 0 2 1 0 0 2,183 19

44 0 36 0 58 0 43 0 4 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 188 0

＜注＞     （１）学生数の上段は男子数を、下段は女子数を表す。

               （２）休学者数は、在籍者数の内数で示す。

               （３）外国人留学生及び大学院・専攻科生並びに聴講生は、別葉とする。

               （４）編入学者数を含める。

5 0 2 1

過年次生

0 0

2 1小　計 501 0 0

32 1544 1

0 0

0

471

42 1

1

0

73 0

51 0

0 0

0 0

80 0

62 0

１　年　次

（１１年度）

97 0

18

合　　　計

男女別　計 合　　計

機 械 工 学 科

物 質 工 学 科

2,371 19

1

325 3

0

226 3

217 1

1 0

2,188

0

0

1 0

0 0

0 0

342 1

0

406

0 0

0 0

0 0 267

0

0 0

0 0

0 0

0

111 5

5 0

0 0

0

98 5

13

0

12 0

21 1

0

10 0 0

0

（０７年度）

18 0

0 0

0

4 0

0

0 0

0 0

0

1

0 0

0

0

1

1 1

0 0

0

0 1 0

（０３年度）

1 0

0 0

7 0

7

0

0

0 0

0 0

0

0

（０４年度）

1 0

1

0

0

4 0

29 1

1

2

0

0

（０５年度）

2 0

0 0

2

6

0 0

0

44 2

0

0

556 6

53 0 6 212

36

0

40

8 0

2 0

0

7 0

0

0 0

56 1

520 5

56

0

79 0

79 2

0

4

44

565 2

92 0

0 0

1

0

0

53 1

0 0

523

0 0

0

81 0

58 1

2

55 0

72 0

電 気電 子工 学科

情 報 工 学 科

システム工学科

0 0

50

100 0

0 0

512 1

1

78 0

66 0

0

48 0

平成２３年５月１日現在

２　年　次

（１０年度）

３　年　次

（０９年度）

４　年　次

（０８年度） （０６年度）

56 1 68 0

87 0

0 0 0

2 0 0 061 1 4 014 2

0 0

4

57 0 51 0

0

0 1

ﾏﾃﾘｱﾙ 工 学 科 39 35 0 36 0 4 03 0

236 30 0 00

167 3

43 0 41 0 42 0

6 2

10 0 0 1823 0

小　計 43

1 4

41 0 42 1830 1 0 0 0 0 10 36 1 413 0 3 0 0
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（５－２）学       部　【留学生】 平成23年5月1日現在

入学年度別

学科等別 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学

4 0 5 0 4 1 4 0 0 0 0 0 1 1 18 2

0 0 0 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

生 体 分 子 機 能 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0

工 学 科 2 0 2 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 5 1

1 0 2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 5 0

2 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

4 0 1 0 2 0 2 0 1 0 0 0 0 0 10 0

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ 通 信 2 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0

工 学 科 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

1 0 2 0 1 0 2 0 0 0 0 0 2 0 8 0

0 0 1 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0

都 市 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 4 0 2 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0

工 学 科 2 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 4 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知 能 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 0 0 4 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0

工 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 0 19 0 15 1 9 0 2 0 0 0 3 1 64 2

7 0 5 0 8 1 3 0 0 0 0 0 0 0 23 1

ｼ ｽ ﾃ ﾑ 工 学 科 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（Ｂ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

知 能 ｼ ｽ ﾃ ﾑ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

工 学 科 （ B ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16 0 19 0 15 1 9 0 2 0 0 0 3 1 64 2

7 0 5 0 8 1 3 0 0 0 0 0 0 0 23 1

＜注＞　　（１）学生数の上段は男子数を、下段は女子数を表す。

　　　　　　（２）休学者数は、在籍者数の内数で示す。

　　　　　　（３）大学院・専攻科生並びに聴講生は、別葉とする。

　　　　　　（４）編入学者数を含める。

0

00

0

0 0 00

0 0

000

小　計 0 0 0 00 0 0 0 0

11 0 0 1 0 03 0 1

0

0 7

0 0 0 00 0 00 0 0 0 0 0

4 0

0 0

4 0

2 0

23 0

0

6 0

0 0

0

0

1

電 気 電 子 工 学 科

情 報 工 学 科

１　年　次

（１１年度）

２　年　次

（１０年度）

シ ス テ ム 工 学 科

0 0

3

小　計 23

0 0

0

0 0

2 0

3 0

0

24 0

4 0

0

3 0

5 0

1 0

3

24 0

３　年　次

（０９年度）

6 1

0 0

3 0

3 0

2 0

0

0 0

3 0

23

４　年　次

（０８年度）

23 2

0 0

2

2

6 0

0

2 0

2 0

0 0

0 0

12 0

0 0

1 0

12 0

（０７年度）

0 0

0 0

0

2 0

0

1 0

0 0

0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0

0 0

2 0

（０６年度）

0 0

0 0

0

0 0

0 0

0

0 0

1 1

（０５年度）

0 0

0 0

0

0 0

0

0 0

1

0 0

2 0

3

3 1

0

0

0 0

0 0

0

0

22

0

10

87

2

0 0

11 0

7

3

0

3

0

0

7 0

12 0

0 0

0

合　　計

男女別　計 合　　計

過年次生

機 械 工 学 科

物 質 工 学 科

87

0 0ﾏ ﾃ ﾘ ｱ ﾙ 工 学 科 0 03 0

11

00 13 0 00
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（５－３）学部非正規生学生数 平成23年5月1日現在

区分別

学科等別 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 0 3 0 0 0 0 0 0 0 8 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

＜注＞     （１）学生数の上段は男子数を、下段は女子数を表す。

               （２）学部非正規生外国人学生については別葉とする

男女別　計 合　　計

0 00 0 0 0機 械 工 学 科 0 0 0 0

2 0

ﾏ ﾃ ﾘ ｱ ﾙ 工 学 科 0 0 1 0

00 0 2 0 0 0 0

電 気 電 子 工 学 科 0 0 0

1 00 0 0 0

1 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0

000 0 0 0 0

1 00 00 0 0 0

0 0

0 0

科目等履修生 研　究　生 特別聴講学生 委託生 その他

0 0

00 0 0 0 0 0 0 00

0 00 00

生 体 分 子 機 能

工 学 科

ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ 通 信

工 学 科

都 市 ｼ ｽ ﾃ ﾑ

工 学 科

そ の 他

学 科 に 所 属 し な い 者
5 0

0 0

0 0

0

0 0

知 能 ｼ ｽ ﾃ ﾑ

工 学 科

0 0 00 0 0 0

情 報 工 学 科 0 0

0 0

0 0 5 00 0 0 0 0 0

00 0 0 0 0 9計 5 0 4
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（５－４）学部非正規生外国人学生数 平成23年5月1日現在

区分別

学科等別 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学 在籍 休学

0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 3 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 9 0 1 0 0 0 0 0 10 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

＜注＞     （１）学生数の上段は男子数を、下段は女子数を表す。

機 械 工 学 科 0 0 3 0

科目等履修生 研　究　生 特別聴講学生 委託生 その他 男女別　計 合　　計

3 0

生 体 分 子 機 能

工 学 科
0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

ﾏ ﾃ ﾘ ｱ ﾙ 工 学 科 0 0 0 0 1 0

電 気 電 子 工 学 科 0 0 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

ﾒ ﾃ ﾞ ｨ ｱ 通 信

工 学 科
0 0 1 0 1 0

情 報 工 学 科 0 0 3 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 3 0

都 市 ｼ ｽ ﾃ ﾑ

工 学 科
0 0 2 0 2 0

知 能 ｼ ｽ ﾃ ﾑ

工 学 科
0 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0

そ の 他

学 科 に 所 属 し な い 者
0 0 0 0

0 0 0 11 0

0 0

計 0 0 10 0 1 0 0

0 0 0 0 0 0
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(5-5)学部退学者数 平成２３年度

入学年度別

学科等別 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別　計 男女計
1 0 0 0 1 4 0 0 1 7
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 1 1 1 0 0 0 4
0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
0 0 0 1 3 1 0 0 0 5
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 0 0 1 1 0 1 0 1 5
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
1 1 0 1 0 1 0 0 0 4
0 0 0 1 0 1 0 0 0 2
1 1 0 2 2 1 1 0 0 8
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 1 0 1 0 3 1 0 0 6
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0 2 1 1 0 0 2 0 0 6
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
4 5 2 8 9 11 5 2 2 48
0 1 0 2 0 1 0 0 0 4

＜注＞ （1）学生数の上段は男子数を、下段は女子数を表す。
（2）外国人留学生は別葉とする
（3）編入学者を含む
（4）除籍者を含む

（０４年度） （０３年度）
男女別　計 合　計

2

1

0

0

0

1

0

4

0

0

0

2

0

知能システム工
学科（Ｂ）

0

1

都市システム工
学科

システム工学科
(B)

12計

システム工学科 0

0

11

1
知能システム工

学科
0 1 0

0

0

0 0

60

6

過年次生

700 4 0

0

3

0

0

80

0

1

0

0

0

2

0

0

0

情報工学科 1

0 1 1

機械工学科 0 0

1 0

0

1電気電子工学科

メディア通信工学
科

生体分子機能工
学科

マテリアル工学科 0 0

1

1

0 0

1

物質工学科 0 00 0

１　年　次
（11年度）

２　年　次
（10年度）

３　年　次
（09年度）

４　年　次
（08年度）

1

2

1

1 1 1

0

1 0

0

0

（０７年度） （０６年度） （０５年度）

0

0

00

6

1

0

2

0

0

1

0

910

0

02

0

1 0

0

2 0 0

0

0

0

0

5225

1

1

10

1

11

0

5

0

50

0

5

6

1
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(5-6)学部留学生退学者数 平成２３年度

入学年度別

学科等別 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別 男女計 男女別　計 男女計
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 0 1
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 1 1
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 1 0 0 1
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 1 2
0 0 0 1 0 0 1

＜注＞ （1）学生数の上段は男子数を、下段は女子数を表す。
（2）編入学者を含む

１　年　次
（11年度）

２　年　次
（10年度）

３　年　次
（09年度）

４　年　次
（08年度） （０７年度） （０５年度）

男女別　計 合　計

過年次生

物質工学科 0 0 0 0

機械工学科 0 0 0 0 0

0 0

0 0

マテリアル工学
科

0 0 0 0

生体分子機能工
学科

0 0 0 0

0 0 0

0 11

0 0 0

電気電子工学科 0 0 0 0

0

0 0 0

0 00

都市システム工
学科

0 0 0 1

情報工学科 0 0 0 0

0 0 1

1 10

メディア通信工
学科

0

知能システム工
学科

0 0 0 0

システム工学科 0 0 0 0

0 0 0

0 00

0 0 0 0

システム工学科
(B)

0 0 0 0

知能システム工
学科（Ｂ）

1 3計 0 0 0 1 1

0 0 0

0 00
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1.2 卒業生の産業別就職数（平成 23 年度） 

 

機 械 工 学 科 1 4 2 1 1 3 1 1 2 2 44

生 体 分 子 機 能 工 学

科
1 1 2 4 2 2 1 1 1 2 22

マ テ リ ア ル 工 学 科 2 2 1 1 1 1 1 1 15

電 気 電 子 工 学 科 3 1 1 2 1 6 1 1 6 1 1 1 36

メ デ ィ ア 通 信 工 学 科 1 1 1 9 1 1 1 1 1 1 21

情 報 工 学 科 25 1 1 1 1 1 1 1 35

都 市 シ ス テ ム 工 学
科

6 4 1 3 1 2 1 1 3 32

知 能 シ ス テ ム 工 学

科
1 13 2 1 2 1 23

知 能 シ ス テ ム 工 学

科 （ Ｂ ）
1 8 1 1 12

　

　

　

計 12 8 8 3 63 14 7 4 1 2 15 1 6 1 2 1 3 7 2 2 2 2 4014 16

2

6

4

1

1

1

1

1

3

2

2

1

2

   学   科   名

2

建
 

設
 

業

た
ば
こ
・
飼
料
製
造
業

8

・
電
子
回
路
製
造
業

務
用
機
械
器
具
製
造
業

繊
維
工
業

は
ん
用
・

生
産
用
・

業

化
学
工
業

、
石
油
・

金
属
製
品
製
造
業

6

石
炭
製
品
製
造
業

3

印
刷
・
同
関
連
業

製    造    業

電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス

機
械
器
具
製
造
業

食
料
品
・

飲
料

鉄
鋼
業

、
非
鉄
金
属
・

電
気
　
・

情
報
通
信

就
職
者
計

そ
の
他
の
製
造
業

運
輸
業

、
郵
便
業

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
業

金
融
業

保
険
業

複
合
サ
ー
ビ
ス
事
業

宗
教

医
療
業
・
保
健
衛
生

学
校
教
育

社
会

保
険

・
社

会
福

祉

・
介

護
事

業

宿
泊
業

、
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業

サ ー ビ ス教 育 ・ 学
習 支 援

そ
の
他
の
教
育
・
学
習
支
援
業

生
活
関
連
サ
ー

ビ
ス
業

、
娯
楽
業

医 療 ・
福 祉

左
記
以
外

公 務 員

国
家
公
務

地
方
公
務

1

1

5

2

1

1010

学 術 研 究 、
専 門 ･技 術

サ ー ビ ス 業

1

4

3

1

情
報
通
信
業

不動 産、
物 品 賃貸

不
動
産
取
引
・
賃
貸
・
管
理
業

物
品
賃
貸
業

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

金 融 ・
保 険
業

電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水
道
業

卸
売
業

小
売
業

卸 売 ・
小 売

1

学
術
・
開
発
研
究
機
関

そ
の

他
の

専
門

・
技

術

サ
ー

ビ
ス

業
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1.3 就職支援 

 

平成 23 年度 就職ガイダンス実施状況 

期  日 
曜

日
時  間 内         容 対    象 所  属 

講 師 

名 
教 室 

参加人

数 

5 月 11 日 水
14:20 ～

15:50 

震災後の大手、中小企業の動きと今後の就職活

動の仕方 

４年・院２

年 
（株）学情 東 修三 １０番教室 22 名 

5 月 18 日 水
14:20 ～

15:50 
なりたい自分になる為の進路の選び方 

３年・院１

年 
（株）リクルート 

野 入 卓

也 
１０番教室 229 名 

5 月 25 日 水
14:20 ～

15:50 

理系学生のための就職活動準備講座 

－ いつ何をすべきか － 

３年・院１

年 
（株）毎日ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 

松 村 宏

和 
１０番教室 240 名 

6 月 8 日 水
14:20 ～

15:50 

《進学と就職に迷う３年生も必見！》 

理系学生の進路＆自己分析講座 

３年・院１

年 
（株）毎日ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 

松 村 宏

和 
１０番教室 207 名 

6 月 15 日 水
14:20 ～

15:50 
就職活動アドバイス職務適性テスト：無料 

３年・院１

年 
（株）ディスコ 

遠 藤 淳

二 
１０番教室 206 名 

6 月 22 日 水
14:20 ～

15:50 
企業が学生をみる視点 

３年・院１

年 
（株）学情 東 修三 １０番教室 118 名 

6 月 29 日 水
14:20 ～

15:50 

「茨ダ CareerNavi」活用法・夏休みの有効な過ごし

方 

３年・院１

年 
（株）ディスコ 

遠 藤 淳

二 
１０番教室 117 名 

7 月 6 日 水
14:20 ～

15:50 
「職務適性テスト」結果の配布と対策 

３年・院１

年 
（株）ディスコ 

遠 藤 淳

二 
１０番教室 151 名 

10 月 7 日 金
12:40 ～

14:10 

適切な準備が良い結果を生む 

－ 事例によるアドバイス － 

３年・院１

年 
工学部就職相談員 山本 徹 １０番教室 116 名 



 13

10 月 7 日 金
14:20 ～

15:50 
就職活動の進め方 

３年・院１

年 
（株）ディスコ 

遠 藤 淳

二 
１０番教室  128 名 

10 月 12

日 
水

14:20 ～

15:50 
就職活動の進め方（10 月 7 日の内容と同じ） 

３年・院１

年 
（株）ディスコ 

遠 藤 淳

二 
１０番教室 134 名 

10 月 19

日 
水

14:20 ～

15:50 
業界・職種研究の進め方 

３年・院１

年 
（株）学情 東 修三 １０番教室 161 名 

10 月 21

日 
金

14:20 ～

15:50 
エントリーシート対策 

３年・院１

年 

（株）マイナビ 

（旧：（株）毎日ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ） 

松 村 宏

和 
１０番教室 108 名 

10 月 26

日 
水

14:20 ～

15:50 
エントリーシート対策（10 月 21 日の内容と同じ） 

３年・院１

年 

（株）マイナビ 

（旧：（株）毎日ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ） 

松 村 宏

和 
１０番教室 165 名 

11 月 2 日 水
14:20 ～

15:50 
インターネット活用術（就職活動での情報収集遍） 

３年・院１

年 
（株）リクルート 

野 入 卓

也 
１０番教室  102 名 

11 月 9 日 水
14:20 ～

15:50 
ＳＰＩ試験の説明会 

３年・院１

年 
（株）ジェイ・ブロードﾞ 川人 誠 １０番教室 180 名 

11 月 16

日 
水

14:20 ～

15:50 
ＳＰＩ試験（第１回）：有料 

３年・院１

年 
（株）ジェイ・ブロードﾞ 川人 誠 １０番教室 40 名 

11 月 25

日 
金

14:20 ～

15:50 
ＳＰＩ試験（第２回）：有料 

３年・院１

年 
（株）ジェイ・ブロードﾞ 川人 誠 １０番教室 81 名 

11 月 30

日 
水

14:20 ～

15:50 
留学生のための就職ガイダンス 留学生 （株）ディスコ 迫 洋子 １０番教室 17 名 

12 月 7 日 水
14:20 ～

15:50 
「マイナビ就職ＥＸＰＯ」事前説明会（マナー講座） 

３年・院１

年 

（株）マイナビ 

（旧：（株）毎日ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ） 

赤 石 奈

穂 
１０番教室 88 名 

12 月 11

日 
日  「リクナビＬＩＶＥ合同企業説明会」バスツアー：無料

３年・院１

年 
（株）リクルート  幕張メッセ 44 名 
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12 月 16

日 
金

14:20 ～

15:50 
面接対策 

３年・院１

年 
（株）リクルート 

野 入 卓

也 
１０番教室 64 名 

12 月 17

日 
土  「業界研究セミナー」バスツアー：無料    

３年・院１

年 
（株）学研メディコン  五反田ＴＯＣ１３階 75 名 

12 月 18

日 
日  「マイナビ就職ＥＸＰＯ」バスツアー：無料 

３年・院１

年 

（株）マイナビ 

（旧：（株）毎日ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ） 
 パシフィコ横浜 74 名 

1 月 15 日 日  「日経ナビ合同企業説明会」バスツアー：無料 
３年・院１

年 
（株）ディスコ  東京ビックサイト 32 名 

1 月 20 日 金
13:00 ～

16:00 
ひたちなか圏企業による会社特別説明会 

３年・院１

年 
（株）ひたちなかテクノセンター  

イノベーションル

ーム  
59 名 

1 月 27 日 金
12:00 ～

16:00  
茨城県情報サービス産業協会合同企業説明会 

３年・院１

年 

（社）茨城県情報サービス産業

協会 
 

イノベーションル

ーム  
51 名 

2 月 1 日 水
14:20 ～

15:50 
ハローワークの紹介・活用、及び労働法 

３年・院１

年 

ハローワーク日立、労働基準監

督署 
 １０番教室 18 名 

 



 15

2. 大学院博士前期課程教育 

 2.1 在籍者数 

 

(1) 学生定員充足状況 

 

平成 23 年 5 月 1 日時点での各学年の在籍者数は、以下のとおりである。 

なお、応用粒子線科学専攻は理学系を含んだ数である。 

 

          在籍者数(留学生を除く) 

 1 年次 2 年次 過年次生 合計 

機械工学 53 43 2 98 

物質工学 42 42 1 85 

電気電子工学 32 35 3 70 

ﾒﾃﾞｨｱ通信工学 28 33 5 66 

情報工学 26 28 3 57 

都市ｼｽﾃﾑ工学 24 17 0 41 

知能ｼｽﾃﾑ工学 36 49 0 85 

応用粒子線科学 24 26 2 52 

合計 265 273 16 554 

 

          留学生在籍者数 

 1 年次 2 年次 過年次生 合計 

合計 17 13 1 31 

 

(2) 研究生受入れ 

平成 23 年度研究生調べ（大学院生） 

専            攻 受入数 

 機 械 工 学 専 攻 0 

 物  質  工  学  専  攻 １ 

 電  気  電  子 工  学 専 攻 0 

 メ デ ィ ア 通 信 工 学 専 攻 0 

 情 報 工 学 専 攻 0 

 都 市 シ ス テ ム 工 学 専 攻 0 

 知 能 シ ス テ ム 工 学 専 攻 0 

 応  用 粒 子 線 科 学 専 攻 0 

計 １ 
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 2.2 修士論文題目一覧 

 

平成２３年度博士前期課程修了者 修士論文題目 

専 攻 名 氏  名 論    文    題    目    名 指導教員 

機械工学 宮澤 真吾 
各種炭化水素ガスにより作製された DLC 膜の機械的特性及び抗

血栓性に関する研究 
尾関 和秀 

機械工学 青木 悠介 立位安定化試験システムの開発 近藤  良 

機械工学 伊佐川 晃平 
直流給電を対象とした電力モニタリング用ＭＥＭＳ電流センサ

の開発 
王  東方 

機械工学 石井  翔 ヒュージング電極の劣化機構の解明 伊藤 吾朗 

機械工学 一ノ瀬 高紀 動圧軸受血液ポンプのための小型傾き制御機構の開発 増澤  徹 

機械工学 岩橋 秀樹 動的環境下でのアルミニウム材料中の水素分布の解析 伊藤 吾朗 

機械工学 上江洲 智政 相変化物質の融解・凝固特性と融解時の自然対流熱伝達 稲垣 照美 

機械工学 浮田 啓悟 小型磁気浮上摩擦血液ポンプの研究開発 増澤  徹 

機械工学 江口 悠太 多孔質体を用いた過熱蒸気の生成法に関する研究 神永 文人 

機械工学 江尻 賢治 逆踏面式の独立回転車輪操舵台車に関する走行安定性 道辻 洋平 

機械工学 遠藤  亮 応答曲面法を用いたき裂同定法 堀辺 忠志 

機械工学 大田  純 配管の閉塞箇所検出法に関する研究 塩幡 宏規 

機械工学 大竹 正俊 
信号交差点における危険リスクを考慮したドライバモデルの構

築 
道辻 洋平 

機械工学 大山  晃 ＤＭＥ改質に関する基礎的研究 梶谷 修一 

機械工学 金澤 雄史 成分調整型電解還元水を用いた表面改質加工技術に関する研究 伊藤 伸英 

機械工学 木村 優介 複合燃料 HCCI 運転限界に及ぼす燃料の酸化特性の影響 梶谷 修一 

機械工学 幸西 義樹 重力環境下における二関節筋ロボットアームの挙動解析 清水 年美 

機械工学 後藤  遼 
超臨界 DME を用いたセルロース系バイオマスの前処理に関する

研究 
金野  満 
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機械工学 近藤 貴将 ＤＭＥハイブリッド機関に関する基礎的研究 梶谷 修一 

機械工学 佐川 昌也 腰部駆動ホッピングロボットに関する研究 近藤  良 

機械工学 志賀 昇平 毛管現象を用いた自己組織化による部品統合に関する研究 王  東方 

機械工学 庄司 俊哉 
長周期地震動に対する超高層高層物のアクティブ動吸振器を用

いた制振制御 
清水 年美 

機械工学 菅原 裕太 
オプションデザインパターンを用いた FEM への弾塑性解析機能

追加に関する研究 
関東 康祐 

機械工学 杉山 宏行 斜め継目レール転動時の車輪・レール接触力の分析 道辻 洋平 

機械工学 鈴木 慎太郎 マイクロバブルによる水圏環境の改善と保全に関する研究 稲垣 照美 

機械工学 鈴木 利充 マニュアル制御に基づく装着型脚支援システムに関する研究 近藤  良 

機械工学 相馬 誠言 
高強度アルミニウム合金の疲労特性と破壊靭性に及ぼす水素の

影響に関する研究 
伊藤 吾朗 

機械工学 髙木 信也 水素含有綱の破壊じん性に関する研究 鴻巣 眞二 

機械工学 鷹野  悟 炭素系材料の破壊靭性に及ぼす酸化消耗の影響 伊藤 吾朗 

機械工学 高橋 澄弘 
高速レーザ焼結膜への銅ワイヤボンディング性能評価に関する

研究 
前川 克廣 

機械工学 棚井 和志 球状介在物の界面応力集中に関する研究 堀辺 忠志 

機械工学 堤  友浩 陰極チャージしたアルミニウム材料中の水素の挙動解析 伊藤 吾朗 

機械工学 徳田 龍人 DME 噴霧微細構造の超高速度観察と KIVA-3V による数値解析 金野  満 

機械工学 長澤 研介 
PQ モニタリング台車による急曲線走行時の脱線係数データ分析

手法 
道辻 洋平 

機械工学 中島 大喜 蒸気タービン翼軸連成振動に関する研究 塩幡 宏規 

機械工学 中嶋  守 同期共振を利用したＵ型微小共振子の試作評価に関する研究 王  東方 

機械工学 中庭 大輔 
実機相当の雰囲気条件におけるエタノールの自着火特性に関す

る研究 
金野  満 

機械工学 堀江  亮 ループ型並列熱サイフォンの熱輸送性能に関する研究 神永 文人 

機械工学 堀川 篤史 気液対向流制限に及ぼす流路の濡れ性の影響に関する研究 神永 文人 
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機械工学 皆川 孝行 二脚走行ロボットに関する研究 近藤  良 

機械工学 村松 雄也 DME ディーゼルエンジンの未燃焼成分に関する研究 金野  満 

機械工学 横江 晴佳 赤外線サーモグラフィーによる自然対流の伝熱計測と可視化 稲垣 照美 

機械工学 NGUYEN LOC THE Zn-Al 超塑性制振合金の微細組織制御 伊藤 吾朗 

物質工学 青木 幸子 
メカノケミカルプロセスを用いた Sr-Celsian 蛍光体粉末の合成

と特性 
阿部 修実 

物質工学 綾目 徹也 AgI/SiO2コア-シェル型複合粒子の作製およびそのX線造影特性 小林 芳男 

物質工学 新井 将也 酸化セリウム‐希土類酸化物系固溶体のメカノケミカル合成 阿部 修実 

物質工学 石井  僚 
X 線結晶構造解析による正方晶系タンパク質の水和構造の pH お

よび温度依存性 
田中 伊知朗 

物質工学 江尻 祐樹 
クロロフィル蛍光誘導による光化学系Ⅱ酸化側への電子供与反

応の解析 
小野 高明 

物質工学 追中 脩平 
ナノインプリントレジストへの含フッ素化合物の添加効果に関

する研究 
久保田 俊夫 

物質工学 大久保 温彦 ラジカル重合性新規含フッ素モノマーの合成と高分子への展開 久保田 俊夫 

物質工学 大貫 翔太 ヒドロキシアパタイト（HAP）/生体高分子系複合粉末の作製 阿部 修実 

物質工学 大沼 孟光 マリモカーボンを用いた固体高分子形燃料電池触媒層の作製 江口 美佳 

物質工学 鎌田 麻絵 
有機色素を発光基質とする微量成分の時間計測-化学発光分析法

の開発 
五十嵐 淑郎 

物質工学 川名 孝弥 
水‐エタノール混合溶媒を用いた強磁場中電気泳動堆積法で作

製した配向積層アルミナの破壊挙動と亀裂進展特性 
阿部 修実 

物質工学 齋木 翔太 酸化チタンの導電性制御に関する研究 山内  智 

物質工学 佐藤 充治 系統ネットワーク法を用いた ABO 式血液型遺伝子の解析 北野  誉 

物質工学 菅谷 紀宏 2,2-二置換ヘキサフルオロシクロペンタノンの合成と応用 久保田 俊夫 

物質工学 鈴木 香織 
オクタフルオロシクロペンテンの付加-脱フロリド反応に関する

基礎研究 
久保田 俊夫 

物質工学 鈴木 翔斗 セラミックス複合材料の摺動摩耗欠陥とその修復 阿部 修実 

物質工学 瀬古 博之 酸素の電極還元におけるマンガン(Ⅲ)テトラベンゾポルフィリ 大野 修 
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ン錯体の触媒活性 

物質工学 高野 和也 青色光受容体 BLUF-発色団再構成と重水効果- 小野 高明 

物質工学 手倉森 洋人 リポソームの形状に対する薬物の作用 熊沢 紀之 

物質工学 野崎 大和 
X 線結晶構造解析による単斜晶系タンパク質の水和構造の pH 依

存性 
田中 伊知朗 

物質工学 藤咲 寿美 医療画像診断用磁性複合粒子の合成に関する研究 小林 芳男 

物質工学 藤田 真里 
光ナノインプリントにおける光硬化性樹脂とスタンパとの相互

作用に関する研究 
久保田 俊夫 

物質工学 前田 貴史 接合用金属酸化物ナノ粒子の作製法の開発 小林 芳男 

物質工学 松崎  覚 
二段階濃縮分離法によるカビ臭成分および農薬類の GC/MS と

HPLC 分析 
五十嵐 淑郎 

物質工学 水口 崇敏 ペンタセン薄膜形成技術に関する研究 山内  智 

物質工学 森本  洸 医療画像診断用 Gd 化合物/SiO2 複合ナノ粒子の作製法の開発 小林 芳男 

物質工学 石野 まゆ子 
フェライト単相鋼におけるひずみ時効硬化の結晶方位異方性の

影響 
鈴木 徹也 

物質工学 及川 貴文 フェライト粒成長に及ぼす第２相粒子によるピン止め効果 榎本 正人 

物質工学 小貫 英昭 SiO2 単結晶への高エネルギービーム照射の計算機実験 篠嶋  妥 

物質工学 兒玉 和博 Ｘ線回折法による銅微細配線の結晶粒径分布測定 稲見  隆 

物質工学 斉藤  茜 高温半導体実装技術の開発Ⅰ 大貫  仁 

物質工学 齋藤 孝寿 高速熱処理で作製した Cu 配線材料の結晶構造評価 大貫  仁 

物質工学 佐藤 孝俊 
微細 Cu 配線におけるボイド発生メカニズムの解明と最適構造の 

シミュレーションによる解析 
大貫  仁 

物質工学 長谷川 裕樹 
Al2O3,CaO,Na2O を含む溶融ケイ酸塩のレーザーフラッシュ法に

よる熱伝導率測定 
太田 弘道 

物質工学 福田 隼人 高温ボンデイングによるチップダメージ低減メカニズムの解明 大貫  仁 

物質工学 前田 将貴 水素と空孔を含むα鉄の分子動力学計算 榎本 正人 

物質工学 松永 祐貴 鉄鋼材料の Al 粉末合金被覆 鈴木 徹也 
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物質工学 水野 克洋 
8 インチウエハ用 Cu めっきプロセスの開発 

-高純度めっき材料による 
大貫  仁 

物質工学 村井 辰弥 
αFe とバナジウム炭化物の整合界面における水素トラップの第

一原理計算 
榎本 正人 

物質工学 森下 渓介 熱物性顕微鏡による Si/Ge/Au 薄膜熱電材料の熱物性値測定 太田 弘道 

物質工学 山中 啓輔 中性子回折によるフェライト単相鋼の時効硬化特性評価 鈴木 徹也 

電気電子工

学 
石崎 翔悟 リチウムイオン電池パックの容量劣化特性に関する研究 垣本 直人 

電気電子工

学 
堀川 隼世 量子反射の量子軌跡とデバイスへの応用 和田 達明 

電気電子工

学 
赤崎 慎二 磁化飽和を利用したワイヤロープ腐食診断装置の解析 祖田 直也 

電気電子工

学 
新井  諒 

非線形光学効果の放射線照射特性とその光ファイバ放射線セン

シングへの応用 
今井  洋 

電気電子工

学 
伊藤  峻 ＩＭＣ系のＰＤ形パラメタによる感度低減効果に関する研究 山中 一雄 

電気電子工

学 
伊藤 真吾 電気定位による水中センシングシステムの工学的応用研究 三枝 幹雄 

電気電子工

学 
井上 直哉 

空孔径制御を用いた偏波保持フォトニック結晶ファイバデバイ

ス作製の研究 
横田 浩久 

電気電子工

学 
上野 貴弘 

OFDM におけるスパース通信路推定のためのブラインド非ゼロタ

ップ検出法 
宮嶋 照行 

電気電子工

学 
氏家 裕介 鉄およびマンガン系半導体シリサイド結晶の合成と評価 鵜殿 治彦 

電気電子工

学 
大森 崇司 電解質水溶液の急速ジュール加熱時の絶縁破壊に関する研究 柳平 丈志 

電気電子工

学 
岡田 大輔 

分散制御システム構築のための分散オブジェクトストリーム解

析ツールの開発 
金谷 範一 

電気電子工

学 
桐井 裕史 

空孔制御を用いたホールアシストファイバグレーティングの特

性向上 
横田 浩久 

電気電子工

学 
倉持 優貴 

マルチスレッドによるリアルタイム津波情報伝達システムの改

良と開発 
金谷 範一 

電気電子工

学 
櫻井 友了 

太陽光発電とリチウムイオン二次電池を併用したＨＥＭＳの検

討 
垣本 直人 

電気電子工

学 
佐藤 啓介 数個の電気多重極のつくる静電場の特異点による解析 小林 正典 
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電気電子工

学 
澤畠 弘克 ビスマス微細構造におけるスピン分極状態 青野 友祐 

電気電子工

学 
諸德寺 祐太 

軟質磁性材料に対するムービングモデルの移動係数に関する研

究 
堀井 龍夫 

電気電子工

学 
菅原 修平 大電力ミリ波帯高周波高速スイッチに関する開発研究 三枝 幹雄 

電気電子工

学 
髙木  元 

MOS トランジスタの並列パルス駆動における電流分担の改善に

関する研究 
柳平 丈志 

電気電子工

学 
高橋  司 OFDM におけるブラインド通信路短縮法の性能改善に関する研究 宮嶋 照行 

電気電子工

学 
高橋 良幸 マグネシウムシリサイド熱電結晶の合成と熱電評価 鵜殿 治彦 

電気電子工

学 
滝井  祐 

分割形永久磁石発電機の制動バーが定常及び過渡特性に与える

影響 
栗原 和美 

電気電子工

学 
西岡 伸悟 

光ファイバリング共振器で生じる非線形ダイナミクスとその光

ファイバセンシングへの応用 
今井  洋 

電気電子工

学 
仁田脇 大亮 

単相自己始動形永久磁石同期電動機の始動能力向上に関する研

究 
栗原 和美 

電気電子工

学 
長谷野 大祐 

OFDMシステムにおける干渉抑圧のためのPost-FFT型ブラインド

アレーアンテナ 
宮嶋 照行 

電気電子工

学 
福村 有吾 電気分解による水素製造法への ELF 磁界の応用に関する研究 小林 正典 

電気電子工

学 
星野 健太郎 テラヘルツ波分析システムの開発とその薬品分析への応用 今井  洋 

電気電子工

学 
松村 精大 β-FeSi2 超高真空中熱処理条件の検討と薄膜作製 鵜殿 治彦 

電気電子工

学 
真野 恭輔 テルライトファイバへのブラッググレーティング形成の研究 横田 浩久 

電気電子工

学 
水野 秀浩 不規則なむだ時間を伴う伝達経路のＬ２ゲインに関する研究 山中 一雄 

電気電子工

学 
宮内 裕貴 CO2 レーザ照射によるテルライトファイバカプラ作製の研究 横田 浩久 

電気電子工

学 
安  充博 

モータ制御を目的とした位置検出システムにおける演算処理の

高速化に関する研究 
木村 孝之 

電気電子工

学 
柳澤 圭吾 非線形磁気特性を考慮した円柱形状磁性体の反磁界係数 祖田 直也 
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電気電子工

学 
吉田 健浩 

シングルキャリアブロック伝送における再送ダイバーシチのた

めのサブキャリア再割り当て法 
宮嶋 照行 

メディア通

信工学 
高橋 弘輔 単一キー連打課題を用いた人間特性の分析 矢内 浩文 

メディア通

信工学 
佐藤 圭吾 固有モードのアンテナ設計への応用に関する研究 鹿子嶋 憲一 

メディア通

信工学 
藤田 隆秀 FSGABM におけるゆらぎの解析に関する研究 赤羽 秀郎 

メディア通

信工学 
渡邉 真規 FSGABM の TSP への適用に関する研究 赤羽 秀郎 

メディア通

信工学 
安形 太志 Yb 添加バナデートレーザの発振に関する研究 中村 真毅 

メディア通

信工学 
荒瀬 大介 圧縮した Arago spot の実時間計測のための基礎研究 辻  龍介 

メディア通

信工学 
安藤  剛 

時刻合わせ及び距離計測用ナノ秒電磁波パルス発振器開発のた

めの基礎研究 
辻  龍介 

メディア通

信工学 
飯塚 裕太 コヒーレント OTDR による振動分布検知の基礎実験 小山田 弥平 

メディア通

信工学 
市毛 雄基 Bi ナノワイヤーを用いた高性能熱電変換素子の研究 小峰 啓史 

メディア通

信工学 
伊藤 隆広 

ケーブルに貼り付けられた 2.45GHz 帯パッシブ RFID タグの反射

板利用による読み取り性能向上に関する研究 
武田 茂樹 

メディア通

信工学 
伊藤 雄太 

大出力固体レーザの高効率化のための吸収飽和を考慮したシミ

ュレーション 
中村 真毅 

メディア通

信工学 
井上 裕貴 

カオス性の異なる 1/f ゆらぎを用いた拍手のアニメーションに

関する研究 
赤羽 秀郎 

メディア通

信工学 
及川  怜 仕切り板を利用した 4ポート MIMO 基地局アンテナに関する研究 武田 茂樹 

メディア通

信工学 
太田 智規 

フィルタリングによる OFDMA 通信方式の隣接チャネル干渉低減

法 
梅比良 正弘 

メディア通

信工学 
大田  航 キャリアエンベロープ位相制御の高精度化に関する研究 中村 真毅 

メディア通

信工学 
大鷲 祐貴 

金属物体裏面に貼り付けられた UHF 帯 RFID タグの共振器を利用

した読み取り手法に関する研究 
武田 茂樹 

メディア通

信工学 
岡村 圭祐 空間フィールド制御による素子間相互結合抑制法 鹿子嶋 憲一 
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メディア通

信工学 
小野瀬 勝 

磁気転写技術におけるマスター構造とビットパターン及びスペ

ーシングに関する研究 
杉田 龍二 

メディア通

信工学 
笠原  亮 次世代放射光源 ERL の電子銃励起用レーザシステムの開発 中村 真毅 

メディア通

信工学 
川崎 龍太 垂直磁気異方性マスター媒体による磁気転写 杉田 龍二 

メディア通

信工学 
川前 武士 マスターパターン形状が磁気転写特性に及ぼす影響 杉田 龍二 

メディア通

信工学 
小泉 裕樹 

降水強度画像に現れるフックエコー検出アルゴリズムの実装と

評価 
梅比良 正弘 

メディア通

信工学 
後藤 圭佑 1/f ゆらぎがキュービットに与える影響に関する研究 赤羽 秀郎 

メディア通

信工学 
齋藤 泰希 ナノ系カーボン素材における導電率ゆらぎに関する研究 赤羽 秀郎 

メディア通

信工学 
笹目 利章 

レイトレース法を用いた屋内環境における 60GHz 帯直交偏波

MIMO 伝送方式の特性評価 
梅比良 正弘 

メディア通

信工学 
佐藤  峻 免疫学的視点に基づいたファジィ推論形式とルール最適化 赤羽 秀郎 

メディア通

信工学 
佐藤 貴則 

ダイナミックスペクトルアクセスにおけるオーバーラップ FFT

フィルタバンクを用いたスペクトルセンシング方式の特性 
梅比良 正弘 

メディア通

信工学 
真田 一孝 フラーレンにおける誘電率のゆらぎに関する研究 赤羽 秀郎 

メディア通

信工学 
内藤 文博 

衛星/地上統合移動通信システムにおけるダイナミックチャネル

割当方式の検討 
梅比良 正弘 

メディア通

信工学 
西村 一輝 近接配置基地局アレーアンテナの相互結合抑圧法に関する研究 鹿子嶋 憲一 

メディア通

信工学 
仁野 佑日 ファジィ推論のマップマッチングへの応用に関する研究 杉田 龍二 

メディア通

信工学 
引田 雄翔 

モード同期 Yb 添加 YAG セラミックレーザの高出力化に関する研

究 
中村 真毅 

メディア通

信工学 
松本  剛 高効率熱電変換のための Bi ナノワイヤー素子に関する研究 小峰 啓史 

メディア通

信工学 
森川 康紀 

トレンチ型光ファイバ及び HAF の曲げ部における光波伝搬の結

合モード解析 
小山田 弥平 

メディア通

信工学 
山口 智光 

照度変化に対して頑健な手話話者の肌色領域検出アルゴリズム

の実装と評価 
梅比良 正弘 
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メディア通

信工学 
和田 正稔 

バイナリ法で実装した非同期式 RSA 暗号化回路の耐タンパー性

の評価 
梅比良 正弘 

情報工学専

攻 
遠藤 幸治 ハノイの塔問題のアルゴリズム研究 仙波 一郎 

情報工学専

攻 
須藤 翔太 

赤外線画像認識によりユーザ位置を識別するテーブルトップシ

ステム 
澁澤  進 

情報工学専

攻 

早熱古力 派

他尓 

ASTER 画像による中国新疆ウィグル自治区の熱異常検出に関す

る研究 
外岡 秀行 

情報工学専

攻 
荒木 寛隆 

線と文字に接触のある化学構造式画像に対する認識アルゴリズ

ムの開発 
加納 幹雄 

情報工学専

攻 
有澤 裕太郎 

状態遷移図に基づくアニメーション作成ツールのための Flash

トランスレータの開発 
鎌田  賢 

情報工学専

攻 
石井 洋亮 小中学生向け興味を持たせる英語学習支援ソフトの開発 仙波 一郎 

情報工学専

攻 
伊藤 慎吾 防災機能拡充に向けた情報化の試み ～常陸太田市の事例～ 米倉 達広 

情報工学専

攻 
今井 成美 RSA 秘密鍵の復元に関する研究 黒澤  馨 

情報工学専

攻 
江口  晃 教師付き外れ値検出手法を利用した新語義の発見 新納 浩幸 

情報工学専

攻 
上村 京右 

状態遷移図に基づく対話型アニメーション作成時に内部状態を

表示できる動的検証環境の開発 
鎌田  賢 

情報工学専

攻 
小林 勇作 電子認証技術を用いた著作権保護 Web システムの開発 米倉 達広 

情報工学専

攻 
近藤 琢理 正準相関分析に基づく衛星画像の変化検出に関する研究 外岡 秀行 

情報工学専

攻 
齊藤 弘樹 Web を利用した未知語に関する階層構造の獲得 岸  義樹 

情報工学専

攻 
佐野  充 

拡張現実とペン入力を用いたアナログイラスト創作支援システ

ム 
澁澤  進 

情報工学専

攻 
鈴木 里実 フォークソノミーによる階層管理を用いた Web 図鑑の開発 加納 幹雄 

情報工学専

攻 
鈴木 辰昇 

ハードウェア性能に対する組込みシステムモデルの影響分析手

法の提案 
上田 賀一 

情報工学専

攻 
立川 麻記 

ユーザ視点で組織内データベースを統合するためのWeb APIの開

発 
鎌田  賢 
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情報工学専

攻 
辻  和孝 ソーシャルメディアにおける仲介者の紹介促進システム 米倉 達広 

情報工学専

攻 
内藤 俊彦 クラウドソーシングによる街頭警備の研究 鎌田  賢 

情報工学専

攻 
仁木 雄介 相互運用可能な地理空間情報を配信する Web API 米倉 達広 

情報工学専

攻 
沼田 隆義 

光ワイヤレス通信におけるパルス位置変調方式の情報伝送効率

向上法 
羽渕 裕真 

情報工学専

攻 
野田 竜伸 三次元空間における三色点の平衡凸分割 加納 幹雄 

情報工学専

攻 
広瀬 貴文 三角格子上への凸領域的グラフ描画 加納 幹雄 

情報工学専

攻 
藤沼 卓也 組み合わせ確率モデルを用いた文書の自動要約の評価 岸  義樹 

情報工学専

攻 
舟久保 駿 キーワード検索暗号系に関する研究 黒澤  馨 

情報工学専

攻 
古屋  亮 Web API 情報提供システムの試作 米倉 達広 

情報工学専

攻 
村田 知昭 光無線通信における非均一電力型ターボ符号に関する研究 羽渕 裕真 

情報工学専

攻 
森  淳郎 実行履歴情報を用いたオブジェクト指向テスト手法の提案 上田 賀一 

情報工学専

攻 
吉田 光一 概念辞書を用いた比喩性判定 岸  義樹 

情報工学専

攻 
渡邉 俊哉 人の位置と顔方向を用いて視界を再現する映像システム 澁澤  進 

情報工学専

攻 
周  超 Android 端末上での Web-Com システムの試作 米倉 達広 

情報工学専

攻 
張  立業 WBT コンテンツの SCORM 教材への変換機能の設計 米倉 達広 

情報工学専

攻 
鄭  琳 ビジネスプロセス実行記述のための BPMN マッピングの検討 上田 賀一 

情報工学専

攻 
林  華 

線形カーネルによる最大マージンクラスタリングの安定化と効

率化 
新納 浩幸 

都市システ

ム工学 
藍原 龍太 

スマート連続繊維棒材による鉄筋コンクリート構造物の知能化

に関する研究 
呉  智深 
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都市システ

ム工学 
青山 飛翔 水戸市における CO2 排出構造の分析と削減策の提案 三村 信男 

都市システ

ム工学 
安島 史征 

まさ土斜面安定性評価のための降雨時を想定した土の保水性試

験条件の設定法 
村上  哲 

都市システ

ム工学 
足立 祥吾 

すべり支承を用いた戸建て住宅用簡易免震構法による応答加速

度低減効果 
沼尾 達弥 

都市システ

ム工学 
磯  秀幸 

砂質土との混合利用および排出時期を考慮した加圧脱水浄水汚

泥の道路構成材料としての力学的性質の評価と施工管理方法の

提案 

小峯 秀雄 

都市システ

ム工学 
海老根 裕希 

液状化危険度評価における広域地下水流動解析のための地盤モ

デルの適用法 
村上  哲 

都市システ

ム工学 
遠藤 さち恵 

高レベル放射性廃棄物処分場の地下水環境下におけるベントナ

イト系緩衝材の水分拡散特性とその変動による再冠水期間予測

への影響評価 

小峯 秀雄 

都市システ

ム工学 
大友  彰 

東京都 23 区内における用途と意匠の関係からみた鉄道高架下領

域の構成 
小栁 武和 

都市システ

ム工学 
岡田 遥平 

観測方法の異なる DSM を用いた海面上昇による水没域の推定と

沿岸国への影響 
桑原 祐史 

都市システ

ム工学 
川井 昌樹 

世田谷区における自家用橋の開放性と利用形態からみた河川空

間の構成 
小栁 武和 

都市システ

ム工学 
西丸 公太 

ロングゲージ FBG センサによる橋梁構造物のモニタリングシス

テムの構築に関する研究 
呉  智深 

都市システ

ム工学 
髙橋 健太 

住民主体の活動の普及と継続性を高めるための公共交通活性化

策のあり方に関する研究－茨城県内を事例として－ 
山田  稔 

都市システ

ム工学 
千葉 宣朗 

平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震およびその後の余震に

よる地震動 H/V スペクトル比を利用した茨城県内の地盤ゆれや

すさ評価 

村上  哲 

都市システ

ム工学 
千葉 友紀 

秋葉原地区における小規模角地建築の外形からみた街並の空間

構成 
小栁 武和 

都市システ

ム工学 
御代田 早紀 

タイヤチップを用いた地盤改良による埋立地盤の液状化低減技

術 
村上  哲 

都市システ

ム工学 
本橋  悠 

加圧脱水浄水汚泥の地震時動的強度変形特性に着目した地盤工

学分野における多角的利用手法の構築 
小峯 秀雄 

都市システ

ム工学 
渡辺 和憲 

心拍間隔指標を用いたストレス計測に基づく自転車走行空間評

価に関する研究 
金  利昭 

都市システ

ム工学 
寧   静 

東日本大震災における日立市の避難生活の実態と大規模災害に

関わる新たな避難対策の提案 
金  利昭 
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都市システ

ム工学 
方  民航 

An Experimental Study on the Tensile Behavior of FRP 

Composites at Elevated Temperatures 
呉  智深 

知能システ

ム工学 
會澤 文啓 機能性軟脆材料のレーザ微細加工に関する研究 清水  淳 

知能システ

ム工学 
荒川 陽平 

足底への１/f スペクトル分布ゆらぎ成分調整振動負荷による体

性影響解析 
馬場  充 

知能システ

ム工学 
有木 一司 セルオートマトンモデルによる抜け道効果の検証 坪井 一洋 

知能システ

ム工学 
池田 慎弥 

レンジファインダによる測定データからの光沢曲面の再構成に

関する研究 
馬場  充 

知能システ

ム工学 
石川 和毅 コヒーレントフィードバック信号による特徴統合の改善 星野  修 

知能システ

ム工学 
石川 千隼 光学画像と超音波画像の融合による物体認識の研究 馬場  充 

知能システ

ム工学 
伊藤 成美 測定環境を考慮した超音波形状認識アルゴリズムの研究 馬場  充 

知能システ

ム工学 
稲田 一優 

フイルム型光導波路の物体の接触位置と形状計測への応用に関

する研究 
馬場  充 

知能システ

ム工学 
猪瀬 悟史 時系列予測による平均分散ポートフォリオモデルの改良 星野  修 

知能システ

ム工学 
今井 祐介 人型上半身保有クローラロボット「鉄」の遠隔操作の実現 福岡 泰宏 

知能システ

ム工学 
井本 真冴樹 複雑ネットワーク上での進化ゲームに関する研究 星野  修 

知能システ

ム工学 
植崎 圭人 

分子動力学を用いた静水圧場生成型切削工具の開発に関する研

究 
清水  淳 

知能システ

ム工学 
浦田 勝行 交通方程式への TVD 差分法の応用 坪井 一洋 

知能システ

ム工学 
大槻  正 

単眼カメラのみによる生成三人称視点画像を利用した遠隔操作

システムに関する研究 
城間 直司 

知能システ

ム工学 
大野 聡之 

複数センサによるオクルージョンを考慮した特定人物への追従

制御に関する研究 
城間 直司 

知能システ

ム工学 
岡田  崇 

アクティブ投光法による鏡面物体形状計測の高速化に関する研

究 
馬場  充 

知能システ

ム工学 
長田 哲郎 相互反射を伴う凹型鏡面物体の 3次元形状計測法の研究 馬場  充 
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知能システ

ム工学 
押野 和幸 重心移動機構を持つクローラロボットによる不整地走破 福岡 泰宏 

知能システ

ム工学 
小野 明人 ホイールローダのための経路計画と経路追従制御に関する研究 城間 直司 

知能システ

ム工学 
小野 達矢 

プリント基板の欠陥検査における位置合わせ処理の高速化と評

価 
乾  正知 

知能システ

ム工学 
勝村  薫 自走用車椅子使用者のための段差移動補助装置の開発 森  善一 

知能システ

ム工学 
小林 克朗 最適な工具突き出し長さの決定アルゴリズムの開発 乾  正知 

知能システ

ム工学 
小林  剛 微小テクスチャによる光触媒膜の高機能化に関する研究 清水  淳 

知能システ

ム工学 
五来 信章 

DLC 薄膜の熱電変換特性に及ぼす元素ドープの影響に関する研

究 
中村 雅史 

知能システ

ム工学 
佐川 千典 閾値以下のクロスモーダル刺激の統合に関するメカニズム 星野  修 

知能システ

ム工学 
佐藤 和輝 4 足ロボットを用いた歩容遷移現象の原始的メカニズムの解明 福岡 泰宏 

知能システ

ム工学 
進士 倫之 EEG 信号利用によるヒトの味覚反応度定量解析手法の提案 馬場  充 

知能システ

ム工学 
鈴木 直紀 

シリコンウエハ前加工が仕上げ加工に及ぼす影響の分子動力学

シミュレーション 
清水  淳 

知能システ

ム工学 
鈴木 尚仁 カメラ画像を利用した移動体誘導システムに関する研究 城間 直司 

知能システ

ム工学 
鈴木 理世 ヘビ型ロボットによる適応型アコーディオン運動の実現 森  善一 

知能システ

ム工学 
鈴木 悠太 野球の非回転球における空気力の影響 坪井 一洋 

知能システ

ム工学 
髙橋 雅治 動作提示による直感的な遠隔作業支援システムに関する研究 城間 直司 

知能システ

ム工学 
高森  郁 

ウェーブレット変換によるディジタルフィルタの開発に関する

研究  -シフト不変性の実現と偽ギブス現象の抑制- 
周  立波 

知能システ

ム工学 
田處 達也 ヘビによる押しつけ蛇行運動の構成論的理解 森  善一 

知能システ

ム工学 
鶴岡 寛之 

可変弾性関節を持つ４足ロボットによる速度に応じた脚移動の

実現 
福岡 泰宏 
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知能システ

ム工学 
長﨑  亮 生物模倣に基づくヘビ型ロボットの接地機構開発 森  善一 

知能システ

ム工学 
永谷  聡 光触媒性能を付加した高機能化 DLC 薄膜の開発に関する研究 中村 雅史 

知能システ

ム工学 
野澤 勇貴 足先に車輪を備えた二脚ロボットによる様々な不整地の移動 福岡 泰宏 

知能システ

ム工学 
野中  満 階段自動清掃を目的とした多関節環状型ロボットの開発 森  善一 

知能システ

ム工学 
野々村 和隆 

大口径 Si ウエハの高精度形状計測に関する研究 

-Total variation によるノイズ除去- 
周  立波 

知能システ

ム工学 
長谷川 直美 

表面微細構造を利用した色素増感太陽電池の高効率化に関する

研究 
清水  淳 

知能システ

ム工学 
畠山 智行 柱間跳躍型移動ロボットの開発 青島 伸一 

知能システ

ム工学 
馬場 貴広 自動車内装部品の安全性評価アルゴリズムの開発 乾  正知 

知能システ

ム工学 
藤原 秀行 老化による認知機能低下の神経メカニズム 星野  修 

知能システ

ム工学 
三上 祐樹 CMG 加工における砥石物性値の影響に関する研究 周  立波 

知能システ

ム工学 
湊  英昇 

大規模ソーシャルブックマークデータの構造とその特徴に関す

る研究 
星野  修 

知能システ

ム工学 
吉崎 友斗 ジャイロ効果を用いた揺れ制御システムの開発 青島 伸一 

知能システ

ム工学 
吉澤 裕樹 多安定認知における発達的神経回路 星野  修 

知能システ

ム工学 
吉田 一貴 ロバストモーショントラッキングによる歩行挙動安定度解析 馬場  充 

知能システ

ム工学 
瀋  昌輝 軽度下肢障がい者の一般トイレ利用を可能にする移動補助具 森  善一 

応用粒子線

科学 
増子 冬馬 集束型デュアルプラズマの形成と利用に関する研究 池畑  隆 

応用粒子線

科学 
安達 悠人 

シミュレーションによる種々のモデルポテンシャル系における

戸田ソリトンの生成 
小澤  哲 

応用粒子線

科学 
新垣  優 

中性子散乱回折を用いたマルチスケール解析による TRIP/DP 鋼

のミクロ組織の定量測定 
友田  陽 
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応用粒子線

科学 
五十嵐 雅高 

リン酸アルミニウム系結晶の電気伝導に及ぼす２価イオンの固

溶効果 
高橋 東之 

応用粒子線

科学 
岩田 裕介 原子炉用材料の損傷メカニズムに関する研究 友田  陽 

応用粒子線

科学 
漆舘 理之 NH4AlHP3O10-NH4H2PO4 複合化物のプロトン伝導 高橋 東之 

応用粒子線

科学 
岸田 智和 ICP 合成による ZnO 透明導電膜の光特性のプロセス条件依存性 佐藤 直幸 

応用粒子線

科学 
小松田 恭平 防災のための傾斜角測定システムの開発 湊   淳 

応用粒子線

科学 
佐藤 慶明 異種金属のスポット溶接におけるナゲット形成機構の解明 西野 創一郎 

応用粒子線

科学 
鈴木 優大 プレス金型用コーティング皮膜の摺動損傷評価 西野 創一郎 

応用粒子線

科学 
築山 訓明 鉄鋼の窒素吸収処理による表面改質の研究 友田  陽 

応用粒子線

科学 
富田 和成 低エネルギーイオンビーム照射による半導体表面の超平坦化 池畑  隆 

応用粒子線

科学 
内藤 大幹 

球状黒鉛鋳鉄の機械的特性に及ぼすミクロ組織の影響の階層的

評価 
友田  陽 

応用粒子線

科学 
根城  敬 Li(MxGe2-x)(PO4)3（M=Al,Nb)のリチウムイオン分布 高橋 東之 

応用粒子線

科学 
春田 悠喜 ECR プラズマ作製による Cu2O 系 PV セルの特性観察 佐藤 直幸 

応用粒子線

科学 
前田 教行 

レーザーイオン化法による食品中残留農薬の高感度質量分析に

向けた研究 
池畑  隆 

応用粒子線

科学 
宮田 達也 鉄鋼・非鉄金属の増肉成形と増肉均一化の試み 西野 創一郎 

応用粒子線

科学 
森口 琢也 ECR プラズマ作製による Cu2O 系 PV セルのプロセス条件依存性 佐藤 直幸 

応用粒子線

科学 
柳澤 真也 ICP合成によるZnO透明導電膜の電気特性のプロセス条件依存性 佐藤 直幸 

応用粒子線

科学 
吉田 秀人 3 次元立体形状復元を用いた簡易建物計測システムの開発 小澤  哲 

応用粒子線

科学 

ALNO IUTISONE  

UALESI 

Sustaining Culture and Traditions of Samoa by Means of  

Information and Communication Technology 
小澤  哲 
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応用粒子線

科学 
鄔  亮 人活動度の計測システム HAMS の開発と応用 湊   淳 

応用粒子線

科学 

EDNA TEMESE 

UALESI 

The Development of MULTIMEDIA AIDED MATERIALS for 

Introductory Computing Courses in Nus 
小澤  哲 

応用粒子線

科学 

SAMARATHNGA 

HEERALU  

PATHUIRANNEHE

LAGE  

KUSHANTHA 

LAKESH 

Water Monitoring System using Portable Spectorometer 湊   淳 
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 2.3 修了生の進路状況 

 

進路 人数 

建設業 8 

食料品・飲料・たばこ・飼料製造業     1 

印刷・同関連業 4 

化学工業・石油・石炭製品製造業  10 

鉄鋼業、非鉄金属・金属製品製造業  26 

はん用・生産用・業務用機械器具製造業  19 

電子部品・デバイス・電子回路製造業 14 

電気・情報通信機械器具製造業  32 

輸送用機械器具製造業 29 

 

 

 

 

製造業 

その他の製造業 8 

電気・ガス・熱供給・水道業     3 

情報通信業 48 

運輸業、郵便業 10 

卸売・小売業 3 

学術研究,専門・技術サービス業 20 

生活関連サービス業、娯楽業  1 

医療、福祉  1 

複合サービス事業  1 

サービス業   5 

公務員 13 

その他 0 

就職者計 256 

大学院進学 15 

不明・その他    10 

合計 281 
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3. 大学院博士後期課程教育 

 3.1 在籍者数 

 

平成 23 年 10 月 1 日時点での各学年の在学者数は、以下のとおりである。 

なお、環境機能科学及び応用粒子線科学専攻は理学系を含んだ数である。 

 

在学者数（留学生を除く）             平成 23.10.1 現在 

 1 年次 2 年次 3 年次 過年度生 合計 

物質科学 7 1 2 3 13 

生産科学 7 3 2 0 12 

情報・システム科学 8 2 2 4 16 

環境機能科学 4 0 5 5 14 

応用粒子線科学 6 4 4 3 17 

合計 32 10 15 15 72 

 

留学生在籍者数                  平成 23.10.1 現在 

 1 年次 2 年次 3 年次 過年度生 合計 

合計 8 4 8 1 21 

 

 3.2 学位授与状況 

 

日立地区関連の学位の授与状況を以下の表に示す。 

 
   表  学位授与状況 

   博士(工学) 博士(理学) 博士(学術)    計 

H23 年 9 月 課程 3 0 0     3 
 論文 0 0  0     0 

H24 年 3 月 課程 14 0 0    14 
 論文 1 0  0 1 

 

 3.3 博士論文題目一覧 

 

 平成 23 年度の博士論文の題目等を以下の表に示す。 

 
(平成 23 年 9月) 

学位記番号 学位の種類 氏    名 論  文  題  目 

博理工第 414 号 博士（工学） 門田 裕行 電解めっきプロセスによるＵＬＳＩ用高性能Ｃｕ配線

形成法に関する研究 
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博理工第 415 号 博士（工学） 渡・ 保貴 持続可能な物質循環に着目した浄水汚泥の地盤工学的

利用システムの構築 

博理工第 417 号 博士（工学） 井上 薫 プレス金型用コーティング皮膜の摺動損傷評価 

 

 (平成 24 年 3 月) 

学位記番号 学位の種類 氏    名 論  文  題  目 

博理工第 418 号 博士（工学） 黒須  俊樹 環境対応パワー半導体の高信頼パッケー

ジング技術に関する研究 

博理工第 419 号 博士（工学） 関根 史明 固体高分子形燃料電池セルスタックのセ

ル間流量分布測定方法に関する研究 

博理工第 420 号 博士（工学） 大友  孝郎 フロー化学反応システムの構築による微

量分析法の開発に関する研究 

博理工第 421 号 博士（工学） 小山田賢治 圧力設備機器の塑性崩壊に対する評価基

準と減肉部を有する曲げ管への適用に関

する研究 

博理工第 422 号 博士（工学） 黄 ・ Advancements of carbon fiber sensors 

for structural health monitoring(構造ヘ

ルスモニタリングのための炭素繊維セン

サの高度化) 

博理工第 423 号 博士（工学） 小林 守 P2P ネットワークにおける共有資源の供

給に関する研究 

博理工第 424 号 博士（工学） 小澤佑介 疑似雑音符号を用いる光強度変調方式の

高度化に関する研究 

博理工第 425 号 博士（工学） 高 衛民 Development of Novel Solidification 

Material for Chem-biological Sand 

Fixation 

（化学的-生物学的固砂のための新型固化

材料の開発） 

博理工第 433 号 博士（工学） 舟川 勲 中性子ラジオグラフィを用いたセメント

硬化体内の水分挙動に関する研究 

博理工第 434 号 博士（工学） 山﨑 悟 部品設計における加工性と安全性の高速

な評価 

博理工第 436 号 博士（工学） 谷口  英宣 蓄積型コンテンツ配信サービスのユーザ

インタフェースの感性工学的評価ならび

にデジタルペンを使った個人認証の研究 
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博理工第 437 号 博士（工学） GONG WＵ Transformation Kinetics and 

Crystallography of Nano-bainite Steel

（ナノベイナイト鋼の変態挙動と結晶学

的特徴） 

博理工第 438 号 博士（工学） SU YUHUA Anisotropic Plasticity and Hydrogen 

Behavior in an Ultrafine-Grained 

Electrodeposited Pure Iron Studied by 

in-situ Neutron Diffraction and Small 

Angle Scattering（中性子回折と小角散乱

法による高純度微細粒電解析出鉄の特異

な塑性変形機構と水素挙動に関する研究）

博理工第 439 号 博士（工学） VAISE PATU The pathway to improve the quality of 

e-learning by means of ICT and 

multimedia in the case of the South 

Pacific islands  

（南太平洋の島々におけるＩＣＴとマル

チメディアを用いてｅラーニングの質を

向上させるための経路） 

乙博理工第 50 号 博士（工学） 清水 治 磁気テープストレージシステムの大容量

化に関する研究） 

 

 3.4 修了生の進路状況 

 

進路 人数

電子部品・デバイス・電子回路製造業 1 

電気・情報通信機械器具製造業 1 

その他の製造業 1 

卸売業 2 

学術・開発研究機関 2 

学校教育 7 

公務員 1 

その他 0 

合計 15 
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4．特色ある教育活動  

4.1 学部教育 

 

工学部では、特に下記の科目群が特色を持つものとして開講されている。 

(1) 社会人入門特別講義 （平成２３年度前期・水・５講時） 

 

 

 

授業のねらい 

多方面で活躍している現役社会人を講師に迎え、職場での貴重な体験談を

通じて社会人としての常識や心構えなどを学ぶ。また、近い将来に厳しい就

職戦線に臨むにあたって会社訪問や面接などにおける心得、ノウハウなどを

学び取ることもこの授業の狙いである。 

 

 

 

到達目標 

実社会での多様な価値観を知ることで現実社会を身近に感じ，それらに基

づいてものごとを総合的・実証的に判断する態度や能力を身に付ける．そし

て，この講義で得た価値観や能力を実感することで各自の将来あるべき社会

人像を描く機会とする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業計画 

 

4 月 6日(水)：講義ガイダンス 

4月 13 日(水)：グローバルに活躍するエンジニアを目指して（桜井茂雄） 

4月 20 日(水)：会社を捨てる人，会社に捨てられる人，会社に入れない人（長

田幸晴） 

4月 27 日(水)：入社３年目が振り返る「会社に入るまで」と「会社に入って

から」（芳賀功治） 

5月 11 日(水)：地方行政の中の技術職員（冨長博） 

5月 18 日(水)：感性でとらえる自然災害の科学実験（納口恭明） 

5月 25 日(水)：開発  この楽しきもの（富田洋司） 

6月 1日(水)：地方行政機関における技術者の役割（佐藤拓児） 

6月 8日(水)：すべての人の健康のための QOLの向上・ヘルスプロモーション

的観点に立った歯科保健活動（伊藤博明） 

6月 15 日(水)：プロフェッショナルとは何か（堤吾郎） 

6月 22 日(水)：人材流動化の時代における企業が求める人材（郡司勝彦） 

6月 29 日(水)：技術者として  企業人として（竹内昌巳） 

7月 6日(水)：落語と学問(松本鉄男) 

7 月 13 日(水)：もの作り元気企業，中小企業における研究開発(長谷川良雄)  

7 月 20 日(水)：講義に関する討論会および最終アンケート（寺内美紀子） 
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 (2) 学外実習（インターンシップ） 

 

平成 23 年度 インターンシップ先一覧 
 

機械工学科 
    「株式会社日立ハイテクコントロールシステムズ」 「日立化成工業株式会社」 

 

生体分子機能工学科 
    「日立化成工業株式会社」 「日立協和エンジニアリング株式会社」 

「茨城県工業技術センター」 

 

メディア通信工学科 
    「株式会社日立製作所 日立研究所」 「茨城県庁」 「日本信号株式会社」 

 

情報工学科 
    「アイ・イー・シー株式会社」 「茨城県庁」 「茨城県県北生涯学習センター」 

  「アイシン・エイ・ダブリュ株式会社」 「株式会社日立情報制御ソリューションズ」 

 

都市システム工学科 
    「独立行政法人港湾空港技術研究所」 「茨城県庁」 「株式会社建設技術研究所」 

「株式会社シーラカンスアンドアソシエイツ」 「日立市役所」 「福島県庁」 

「清水建設株式会社」 「独立行政法人産業技術総合研究所」 「株式会社奥村組」 

「パシフィックコンサルタンツ株式会社」 「大成建設株式会社」 

「国土交通省関東地方整備局常総国道事務所（２名）」  「茨城県土木都市局」 

「静岡県袋井土木事務所」 「応用地質株式会社」 「東亜建設工業株式会社」 

「株式会社オリエンタルコンサルタンツ」 「日立市企業局」 

 

知能システム工学科 
    「茨城県工業技術センター」 「株式会社クレハ 樹脂加工事業所」 

 「株式会社インターナショナルインフォメーションサービス」 
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(3) 単位互換制度  

 

①  単位互換協定を結んでいる大学等 

 ○ 茨城大学との協定校 

      放送大学・福島大学・宇都宮大学・茨城高専・福島高専 

 ○ 茨城大学工学部との協定校  

茨城キリスト教大学・筑波大学 

 

② 履修者数〈平成２３年度・工学部関係分の人数のみ〉 

協定校 派遣者数（人） 受入者数（人） 

宇都宮大学 0 0 

福島大学 0 0 

放送大学 0 0 

筑波大学 0 0 

茨城高専 0 前期３名・後期６名

（前後期両方１名） 

福島高専 0 0 

茨城キリスト教大学 0 0 
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③単位互換対象科目 

 

１．機械工学科（専門科目）   

時間割 

授業科目 単位 担当教員 

授業 履修 開講 
週

時 曜

日

講

時
受入数 受講条件等 

コ－ド 形態 年次 区分 
間

数 

Ｔ７１０７  機械製作基礎 ２ 前 川 克 廣 講義 １ 後学期 ２ 木 ４ 5人 水戸開講 

Ｔ７１０８  熱力学Ⅰ ２ 金 野   満 講義 １ 後学期 ２ 月 ５ 5人 水戸開講 

Ｔ７１０９  流体力学Ⅰ ２ 稲 垣 照 美 講義 ２ 後学期 ２ 月 ２ 2人   

Ｔ７１１０  応用数学Ⅰ ２ 平 澤   剛 講義 ２ 前学期 ２ 月 ４ 5人   

Ｔ７１１１  応用数学Ⅱ ２ 平 澤   剛 講義 ２ 後学期 ２ 月 ４ 5人   

Ｔ７１１２  数学解析Ⅰ ２ 植 木 誠一郎  講義 ２ 前学期 ２ 月 ３ 5人   

Ｔ７１１３  数学解析Ⅱ ２ 岡   裕 和 講義 ２ 後学期 ２ 月 ３ 5人   

Ｔ７１８４  機械力学 I ２ 清 水 年 美 講義 ２ 前学期 ２ 木 ３ 5人   

Ｔ７１２２  機械設計工学 ２ 塩 幡 宏 規 講義 ２ 後学期 ２ 水 ２ 5人   

Ｔ７１３８  材料強度学 ２ 鴻 巣 眞 二 講義 ３ 後学期 ２ 月 ４ 5人   

Ｔ７１３９  精密加工学 ２ 王   東 方 講義 ３ 前学期 ２ 月 ５ 5人   

Ｔ７１４１  熱機関工学 ２ 梶 谷 修 一 講義 ３ 後学期 ２ 金 ２ 5人   

Ｔ７１４２  ＣＡＤ／ＣＡＭ ２ 相 澤 民 王 講義 ３ 前学期 ２ 月 ２ 5人   

Ｔ７１４３  メカトロニクス ２ 増 澤   徹 講義 ３ 前学期 ２ 木 ３ 5人   

Ｔ７１４５  流体機械工学 ２ 西   泰 行 講義 ３ 前学期 ２ 金 ３ 5人   
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２．生体分子機能工学科（専門科目） 

時間割 

授業科目 単位 担当教員 

授業 履修 開講 
週

時 曜

日

講 

時
受入数 受講条件等 

コ－ド 形態 年次 区分 
間

数 

Ｔ８１１１  応用数学Ⅰ ２ 細 川 卓 也 講義 ２ 前学期 ２ 木 ３ ５人   

Ｔ８１１２  数学解析Ⅱ ２ 細 川 卓 也 講義 ２ 後学期 ２ 木 ３ ５人   

Ｔ８１１３  数理統計 ２ 青 木 利 幸 講義 ２ 前学期 ２ 月 ３ ５人   

Ｔ８１１４  数値計算法 ２ 小 澤   哲 講義 ２ 後学期 ２ 火 ４ ５人   

Ｔ８１１５  力学 ２ 上 出 泰 生 講義 ２ 前学期 ２ 月 １ ５人   

Ｔ８１１６  コンピュータ概論 ２ 春 日   健 講義 ２ 後学期 ２ 金 ２ ５人   

Ｔ８１１７  基礎分析化学 ２ 内 藤 久仁茂 講義 ２ 前学期 ２ 水 ２ ５人   

Ｔ８１１８  基礎有機化学 ２ 久保田 俊 夫 講義 ２ 前学期 ２ 水 １ ５人   

Ｔ８１１９  基礎無機化学 ２ 
大 野   修 

講義 ２ 前学期 ２ 木 ２ ５人   
阿 部 修 実 

Ｔ８１２０  化学工学基礎 ２ 小 林 芳 男 講義 ２ 後学期 ２ 月 ３ ５人   

Ｔ８１２１  電気回路 ２ 山 内   智 講義 ２ 前学期 ２ 月 ２ ５人   

Ｔ８１２２  電子工学基礎 ２ 高 橋 東 之 講義 ２ 後学期 ２ 月 ２ ５人   

Ｔ８１２３  高分子材料学 ２ （ 未   定 ） 講義 ２ 後学期 ２ 月 １ ５人   

Ｔ８１２４  生化学 ２ 木 村 成 伸 講義 ２ 前学期 ２ 火 １ ５人   

Ｔ８１２５  分子生物学 ２ 北 野   誉 講義 ２ 前学期 ２ 木 １ ５人   

Ｔ８１２６  機器分析化学 ２ 五十嵐 淑 郎 講義 ２ 後学期 ２ 水 ２ ５人   

Ｔ８１３０  量子化学 ２  東    美和子 講義 ２ 後学期 ２ 木 ２ ５人   
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３．マテリアル工学科（専門科目） 

時間割 

授業科目 単位 担当教員 

授業 履修 開講 
週

時 曜

日

講 

時
受入数 受講条件等 

コ－ド 形態 年次 区分 
間

数 

Ｔ８２０４  基礎物理化学 ２ 太 田 弘 道 講義 1 前学期 ２ 金 ５ ５人 水戸開講 

Ｔ８２５２  材料強度学基礎 ２ 鈴 木 徹 也 講義 １ 後学期 ２ 金 ２ ５人 水戸開講 

Ｔ８２５４  数学・物理演習 ２ 
篠 嶋   妥 

講義 ２ 前学期 ２ 水 ２ ５人 
  横 田 仁 志 

Ｔ８２５５  材料組織学Ⅰ ２ 榎 本 正 人 講義 ２ 前学期 ２ 水 １ ５人   

Ｔ８２５７  固体物性Ⅰ ２ 篠 嶋   妥 講義 ２ 前学期 ２ 月 ３ ５人   

Ｔ８２５９  計算材料学基礎 ２ 
小 山 昌 宏 

講義 ２ 前学期 ２ 火 ５ ５人 
  桃 井 康 行 

Ｔ８２６１  材料物理化学Ⅰ ２ 田 代    優 講義 ２ 前学期 ２ 金 ２ ５人   

Ｔ８２６２  材料物理化学Ⅱ ２ 鈴 木    鼎 講義 ２ 後学期 ２ 火 ２ ５人   

Ｔ８２１７  マテリアル輸送現象 ２ 榎 本 正 人 講義 ２ 後学期 ２ 月 1 ５人   

Ｔ８２６４  材料力学Ⅰ ２ 西 野 創一郎 講義 ２ 前学期 ２ 木 ２ ５人   
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４．電気電子工学科（専門科目） 

時間割 
授業科目 

単

位
担当教員 

授業 履修 開講 週時 
曜日 講 時 受入数 受講条件等 

コ－ド 形態 年次 区分 間数 

Ｔ８３０１  基礎電気物理入門 ２ 祖田直也･柳平丈志 講義 1 前学期 ２ 水 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０２  数学演習Ⅰ（Ａ班） 1 山 中 一 雄 演習 1 前学期 ２ 火 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０３  数学演習Ⅰ（Ｂ班） 1 宮 島 啓 一 演習 1 前学期 ２ 火 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０４  数学演習Ⅱ（Ａ班） 1 小 林 正 典 演習 1 後学期 ２ 金 ５ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０５  数学演習Ⅱ（Ｂ班） 1 山 中 一 雄 演習 1 後学期 ２ 木 ４ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０６  線形代数Ⅰ（Ａ班） ２ 岡   裕 和 講義 1 前学期 ２ 木 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０７  線形代数Ⅰ（Ｂ班） ２ 山 中 一 雄 講義 1 前学期 ２ 木 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０８  線形代数Ⅱ ２ 岡   裕 和 講義 1 後学期 ２ 火 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３０９  電気回路Ⅰ（Ａ班） ２ 栗 原 和 美 講義 1 後学期 ２ 金 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３１０  電気回路Ⅰ（Ｂ班） ２ 垣 本 直 人 講義 1 後学期 ２ 木 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３１１ 
 ベクトル解析と電磁気（Ａ

班） 
２ 島 影   尚 講義 1 後学期 ２ 水 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３１２ 
 ベクトル解析と電磁気（Ｂ

班） 
２ 和 田 達 明 講義 1 後学期 ２ 水 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ８３１３ 
 電気磁気学Ⅰ及び演習（Ａ

班） 
３ 池 畑   隆 講義 ２ 前学期 ２ 月/水 ３/１ ３人   

Ｔ８３１４ 
 電気磁気学Ⅱ及び演習（Ｂ

班） 
３ 祖 田 直 也 講義 ２ 後学期 ２ 月/木 ３/１ ３人   

Ｔ８３１５  電気回路Ⅱ ２ 横 田 浩 久 講義 ２ 前学期 ２ 木 ４ ３人   

Ｔ８３１６  ラプラス変換と過度現象 ２ 宮 嶋 照 行 講義 ２ 後学期 ２ 火 １ ３人   
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Ｔ８３１７  数学解析Ⅰ ２ 岡   裕 和 講義 ２ 前学期 ２ 金 ２ ３人   

Ｔ８３１８  フーリエ変換と波形解析 ２ 宮 嶋 照 行 講義 ２ 前学期 ２ 月 １ ３人   

Ｔ８３１９  基礎物理学 ２ 田 附 雄 一 講義 ２ 前学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ８３２０  量子力学 ２ 千 葉   敏 講義 ２ 後学期 ２ 月 ４ ３人   

Ｔ８３２１  ＬＬ演習 ２ オーバーボイマー 講義 ２ 前学期 ２ 火 ４ ３人   

Ｔ８３２２  アナログ電子回路 ２ 金 谷 範 一 講義 ２ 後学期 ２ 月 ２ ３人   

Ｔ８３２３  電気電子計測と統計 ２ 鵜 殿 治 彦 講義 ２ 前学期 ２ 月 ２ ３人   

Ｔ８３２５  数値解析 ２ 栗 原 和 美 講義 ２ 後学期 ２ 水 ２ ３人   

Ｔ８３２６  半導体工学Ⅰ ２ 和 田 達 明 講義 ２ 後学期 ２ 火 ３ ３人   

Ｔ８３２７  論理回路 ２ 木 村 孝 之 講義 ２ 後学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ８３２８  電気電子工学実験Ⅰ ３ 電気電子工学科教員 実験 ２ 後学期 6 木 
３－

５ 
３人   
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５．メディア通信工学科（専門科目） 

時間割 
授業科目 

単

位
担当教員 

授業 履修 開講 週時
曜日 講時 受入数 受講条件等 

コ－ド 形態 年次 区分 間数

Ｔ７４０１  線形代数Ⅰ ２ 細 川 卓 也 講義 １ 前学期 ２ 火 ３ 5 人 水戸開講 

Ｔ７４０２  線形代数Ⅱ ２ 細 川 卓 也 講義 １ 後学期 ２ 火 ３ 5 人 水戸開講 

Ｔ７４６６  ベクトル解析 ２ 辻   龍 介 講義 １ 後学期 ２ 木 ４ ※ 水戸開講 

Ｔ７４０３  メディア通信工学入門 ２ メディア通信工学科教員 講義 １ 前学期 ２ 金 ５ ※ 水戸開講 

Ｔ７４０４  電気回路Ⅰ ２ 上 原 清 彦 講義 １ 前学期 ２ 火 １ ※ 水戸開講 

Ｔ７４０５  電気回路Ⅱ ２ 小山田 弥 平 講義 １ 後学期 ２ 木 ２ ※ 水戸開講 

Ｔ７４６８  電気回路Ⅲ ２ 辻   龍 介 講義 ２ 前学期 ２ 木 １ ※   

Ｔ７４０７  応用数学Ⅰ ２ 中 本 律 男 講義 ２ 前学期 ２ 火 ２ 5 人   

Ｔ７４０８  応用数学Ⅱ ２ 中 村 真 毅 講義 ２ 後学期 ２ 木 ２ 5 人   

Ｔ７４０９  数学解析Ⅰ ２ 細 川 卓 也 講義 ２ 前学期 ２ 月 ３ 5 人   

Ｔ７４１０  数学解析Ⅱ ２ 細 川 卓 也 講義 ２ 後学期 ２ 月 ３ 5 人   

Ｔ７４１２  力学 ２ 小 澤   哲 講義 ２ 前学期 ２ 火 ４ 5 人   

Ｔ７４１３  量子力学 ２ 小 澤   哲 講義 ２ 後学期 ２ 火 ３ 5 人   

Ｔ７４１５  情報物理 ２ 赤 羽 秀 郎 講義 ２ 前学期 ２ 月 ２ ※   

Ｔ７４１６  信号処理基礎論 ２ 中 村 真 毅 講義 ２ 前学期 ２ 火 ３ ※   

Ｔ７４１７  電気磁気学Ⅰ ２ 辻   龍 介 講義 ２ 前学期 ２ 月 １ ※   

Ｔ７４１８  電気磁気学Ⅰ演習 ２ 梅比良 正 弘 講義 ２ 前学期 ２ 水 ２ ※   

Ｔ７４１９  電気磁気学Ⅱ ２ 杉 田 龍 二 講義 ２ 後学期 ２ 月 ２ ※   

Ｔ７４２０  電気磁気学Ⅱ演習 ２ 小 峰 啓 史 講義 ２ 後学期 ２ 火 1 ※   

Ｔ７４２１  アナログ回路Ⅰ ２ 塚 元 康 輔 講義 ２ 後学期 ２ 火 ２ ※   
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Ｔ７４６９  ディジタル回路 ２ 鵜 野 克 宏 講義 ２ 前学期 ２ 木 ２ ※   

Ｔ７４２３  プログラミングⅠ ２ 湊    淳 講義 ２ 前学期 ２ 水 １ ※   

Ｔ７４２４  プログラミングⅡ ２ 小 澤   哲 講義 ２ 後学期 ２ 木 1 ※   

Ｔ７４２５  電子計算機Ⅰ ２ 山 田 光 宏 講義 ２ 後学期 ２ 金 ２ ※   

Ｔ７４２６  情報理論 ２ 上 原 清 彦 講義 ２ 後学期 ２ 月 １ ※   

Ｔ７４６５  半導体工学 ２ 小 峰 啓 史 講義 ３ 前学期 ２ 月 １ ※   

Ｔ７４２８ 
 メディア通信工学実験

Ⅰ 
３ メディア通信工学科教員 実験 ２ 後学期 ６ 水 1－3 5 人   

Ｔ７４２９  統計物理学 ２ 赤 羽 秀 郎 講義 ３ 前学期 ２ 火 ４ ※   

Ｔ７４３０  アナログ回路Ⅱ ２ 塚 元 康 輔 講義 ３ 前学期 ２ 月 ３ ※   

Ｔ７４３２  電波工学 ２ 鹿子嶋 憲 一 講義 ３ 前学期 ２ 水 １ ※   

Ｔ７４３３  移動体通信 ２ 鹿子嶋 憲 一 講義 ４ 前学期 ２ 火 ３ ※   

Ｔ７４３４  通信伝送学 ２ 鹿子嶋 憲 一 講義 ３ 後学期 ２ 火 ２ ※   

Ｔ７４３６  通信ネットワーク論 ２ 梅比良 正 弘 講義 ３ 前学期 ２ 火 ２ ※   

Ｔ７４３７  通信理論 ２ 尾保手 茂 樹 講義 ３ 前学期 ２ 金 １ ※   

Ｔ７４３８  光通信工学Ⅰ ２ 小山田 弥 平 講義 ３ 前学期 ２ 木 ２ ※   

Ｔ７４３９  レーザ工学 ２ 中 村 真 毅 講義 ３ 後学期 ２ 金 ２ ※   

Ｔ７４４０  生物情報工学 ２ 矢 内 浩 文 講義 ３ 後学期 ２ 木 ２ ※   

Ｔ７４４３  電子計算機Ⅱ ２ 木 下 哲 男 講義 ３  前学期集中   ※   

Ｔ７４４４  計算機ネットワーク ２ 出 崎 善 久 講義 ３ 後学期 ２ 月 ２ ※   

Ｔ７４４６  メディアデバイス ２ 杉 田 龍 二 講義 ３ 後学期 ２ 火 ３ ※   

Ｔ７４４８ 
 メディア通信工学実験

Ⅱ 
３ メディア通信工学科教員 実験 ３ 前学期 ６ 木 3－5 5 人   
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Ｔ７４４９ 
 メディア通信工学実験

Ⅲ 
３ メディア通信工学科教員 実験 ３ 後学期 ６ 木 3－5 5 人   

Ｔ７４５１  光通信工学Ⅱ ２ 小山田 弥 平 講義 ３ 後学期 ２ 月 ３ ※   

Ｔ７４５３  画像情報工学 ２ 村 松 彰 二 講義 ４  前学期集中   ※   

Ｔ７４５８  マンマシン工学 ２ 山 田 光 宏 講義 ３ 前学期 ２ 月 ２ ※   

Ｔ７４５９  物性工学 ２ 杉 田 龍 二 講義 ３ 前学期 ２ 火 ３ ※   

Ｔ７４６０  通信方式 ２ 梅比良 正 弘 講義 ３ 後学期 ２ 水 ２ ※   

Ｔ７４６１  ＬＳＩ設計演習 ２ 尾保手 茂 樹 演習 ３ 後学期 ２ 金 ３ 3 人   

Ｔ７４６７ 
 メディア通信工学トピ

ックス 
１ ティ ティ レイ 講義 ３ 前学期集中   ※   

Ｔ７４６２  音響・音声工学 ２ 岩 谷 幸 雄 講義 ３ 前学期集中   ※   

Ｔ７４６３ 
 コンピュータネットワ

ーク演習 
２    出 崎 善 久 演習 ４ 前学期集中   3 人   

Ｔ７４７０  制御工学 ２ 広 津 鉄 平 講義 ３ 後学期 ２ 水 １ ※   

※印：制限なし 
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６．情報工学科（専門科目） 

時間割 
授業科目 単位 担当教員 

授業 履修 開講 週時
曜日 講時 受入数 受講条件等 

コ－ド 形態 年次 区分 間数

Ｔ７５０３  線形代数Ⅰ ２ 元 結 信 幸 講義 １ 前学期 ２ 金 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ７５０４  線形代数Ⅱ ２ 元 結 信 幸 講義 １ 後学期 ２ 金 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ７５０５  確率・統計 ２ 仙 波 一 郎 講義 １ 後学期 ２ 水 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ７５７２  プログラミング基礎 ２ 荒 木 俊 郎 講義 １ 前学期 ２ 金 ５ ３人 水戸開講 

Ｔ７５０７  コンピュータ基礎 ２ 黒 澤    馨 講義 １ 後学期 ２ 月 ５ ３人 水戸開講 

Ｔ７５７６  離散数学 ２ 加 納  幹 雄 講義 ２ 前学期 ２ 月 １ ３人   

Ｔ７５１８  アルゴリズムとデータ構造Ⅰ ２ 仙 波 一 郎 講義 ２ 前学期 ２ 月 ２ ３人   

Ｔ７５７７  コンピュータアーキテクチャ ２ 澁 澤   進  講義 ２ 前学期 ２ 木 １ ３人   

Ｔ７５１５  論理回路 ２ 鎌 田   賢  講義 ２ 前学期 ２ 火 ４ ３人   

Ｔ７５１２  応用数学Ⅱ ２ 平 澤   剛  講義 ２ 前学期 ２ 水 １ ５人   

Ｔ７５１３  電磁気学 ２ 田 附 雄 一 講義 ３ 後学期 ２ 月 4 ５人   

Ｔ７５１４  数学解析Ⅰ ２ 平 澤     剛  講義 ２ 後学期 ２ 水 １ ５人   

Ｔ７５２４  数理計画法 ２ 岸   義 樹 講義 ２ 前学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ７５３７  情報ネットワ－ク ２ 外 岡 秀 行 講義 ２ 前学期 ２ 金 ２ ３人   

Ｔ７５８０  情報代数 ２ 藤 芳  明 生 講義 ２ 前学期 ２ 月 ３ ３人   

Ｔ７５３２  オ－トマトン論 ２ 荒 木 俊 郎 講義 ２ 後学期 ２ 木 ２ ３人   

Ｔ７５３３  オペレ－ティングシステム ２ 岸   義 樹 講義 ２ 後学期 ２ 水 ２ ３人   

Ｔ７５８１  情報理論と符号理論 ２ 黒 澤   馨 講義 ２ 後学期 ２ 金 ２ ３人   

Ｔ７５１９  アルゴリズムとデータ構造Ⅱ ２ 仙 波  一 郎 講義 ２ 後学期 ２ 木 ４ ３人   

Ｔ７５２５  確率過程論 ２ 澁 澤   進  講義 ３ 前学期 ２ 水 ２ ３人   
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Ｔ７５２８  数値解析 ２ 畠 山  正 行 講義 ２ 後学期 ２ 月 １ ３人   

Ｔ７５８２  データベース論 ２ 岡 田  信一郎 講義 ２ 後学期 ２ 火 ４ ３人   

Ｔ７５８３  数理論理学 ２ 佐々木   稔 講義 ２ 後学期 ２ 木 １ ３人   

Ｔ７５３６  コンパイラ ２ 荒 木  俊 郎 講義 ３ 前学期 ２ 木 ２ ３人   

Ｔ７５３８  プログラム設計 ２ 上 田  賀 一 講義 ３ 前学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ７５４０  画像処理 ２ 外 岡 秀 行  講義 ３ 後学期 2 月 ２ ３人   

Ｔ７５４１  グラフ理論 ２ 加 納 幹 雄 講義 ３ 後学期 2 水 ２ ３人   

Ｔ７５４２  記号プログラミング ２ 岸   義 樹 講義 ３ 前学期 ２ 火 １ ３人   

Ｔ７５５６  情報セキュリティ ２ 黒 澤    馨  講義 ３ 前学期 ２ 月 ２ ３人   

Ｔ７５５８  情報工学トピックス I ２ 中 野 利 彦 他 講義 ３ 前学期 ２ 木 ４ ３人   

Ｔ７５５４  知識工学 ２ 岸   義 樹 講義 ３ 後学期 ２ 水 １ ３人   

Ｔ７５５１  コンピュータグラフィクス ２ 米 倉 達 広 講義 ３ 前学期 ２ 火 ３ ３人   

Ｔ７５４９  ソフトウェア工学 ２ 上 田 賀 一 講義 ３ 後学期 ２ 火 １ ３人   

Ｔ７５５０  並列分散プログラミング ２ 澁 澤    進  講義 ３ 後学期 ２ 木 ２ ３人   

Ｔ７５５３  ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向プログラミング ２ 畠 山 正 行 講義 ３ 前学期 ２ 月 1 ３人   

Ｔ７５４８  通信方式 ２ 羽 渕 裕 真 講義 ３ 後学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ７５５７  ﾋｭｰﾏﾝｺﾝﾋﾟｭｰﾀ･ｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ ２ 山 田 孝 行 講義 ３ 前学期 ２ 金 ３ ３人   

Ｔ７５８６  自然言語処理 ２ 新 納 浩 幸 講義 ３ 後学期 ２ 金 ３ ３人   

Ｔ７５５９  システム開発論 ２ 阿 部   徹  講義 ３ 後学期集中 金 4-5 ３人 隔週開講 
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７．都市システム工学科（専門科目） 

時間割 
授業科目 単位 担当教員 

授業 履修 開講 週時
曜日 講時 受入数 受講条件等 

コ－ド 形態 年次 区分 間数

Ｔ７６０１  線形代数Ⅰ ２ 仁 平 政 一 講義 １ 前学期 ２ 火 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ７６０２  線形代数Ⅱ ２ 仁 平 政 一 講義 １ 後学期 ２ 火 ２ ３人 水戸開講 

Ｔ７６０５  都市システム工学序論 ２ 
都市システム工学科

教員 
講義 １ 前学期 ２ 金 １ ３人 水戸開講 

Ｔ７６０６  応用地質学 ２ 天 野 一 男 講義 １ 前学期 ２ 火 ３ ３人 水戸開講 

Ｔ７６０７  測量学 ２ 桑 原 祐 史 講義 ２ 後学期 ２ 木 ２ ３人   

Ｔ７６３０  都市・地域計画       ２ 小栁武和・金利昭 講義 １ 後学期 ２ 火 １ ３人 水戸開講 

Ｔ７６７６  材料力学 ２ 車 谷 麻 緒 講義 1 後学期 ２ 月 １ ３人 水戸開講 

Ｔ７６１０  応用数学Ⅰ ２ 平 澤   剛 講義 ２ 前学期 ２ 月 ２ ３人   

Ｔ７６１１  数学解析Ⅰ ２ 植 木 誠一郎 講義 ２ 後学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ７６１２  数理統計Ⅰ ２ 山 田   稔 講義 ２ 前学期 ２ 月 １ ３人   

Ｔ７６１３  数理統計Ⅱ ２ 桑 原 祐 史 講義 ２ 後学期 ２ 木 ４ ３人   

Ｔ７６１６  都市システム情報処理 ２ 横 木 裕 宗 講義 ２ 前学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ７６７８  空間情報工学 ２ 桑 原 祐 史 講義 ２ 前学期 ２ 金 ２ ３人   

Ｔ７６１９  構造力学Ⅰ ２ 呉   智 深 講義 ２ 前学期 ２ 木 １ ３人   

Ｔ７６２０  構造力学Ⅱ ２ 車 谷 麻 緒 講義 ２ 後学期 ２ 金 ４ ３人   

Ｔ７６２１  水理学Ⅰ ２ 信 岡 尚 道 講義 ２ 前学期 ２ 水 １ ３人   

Ｔ７６２２  水理学Ⅱ ２ 横 木 裕 宗 講義 ２ 後学期 ２ 火 １ ３人   

Ｔ７６２３  土の力学Ⅰ ２ 小 峯 秀 雄 講義 ２ 前学期 ２ 火 １ ３人   

Ｔ７６２４  土の力学Ⅱ ２ 村 上   哲 講義 ２ 後学期 ２ 月 １ ３人   
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Ｔ７６２６  コンクリート構造学 ２ 原 田 隆 郎 講義 ２ 後学期 ２ 火 ３ ３人   

Ｔ７６２７  地球環境工学 ２ 三 村 信 男 講義 ２ 前学期 ２ 火 ４ ３人   

Ｔ７６２９  景観工学 ２ 小 栁 武 和 講義 ２ 後学期 ２ 金 ３ ３人   

Ｔ７６０８  建設材料学 ２ 沼 尾 達 弥 講義 ２ 前学期 ２ 金 ４ ３人   

Ｔ７６０９  土木計画論 ２ 金   利 昭 講義 ２ 前学期 ２ 木 ３ ３人   

Ｔ７６３１  上下水道工学 ２ 藤 田 昌 史 講義 ２ 後学期 ２ 水 １ ３人   

Ｔ７６３２  社会システム分析 ２ 金   利 昭 講義 ２ 後学期 ２ 木 ５ ３人   

Ｔ７６３４  地下構造学 ２ 小 峯 秀 雄 講義 ３ 後学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ７６３５  数学解析Ⅱ ２ 植 木 誠一郎 講義 ３ 前学期 ２ 火 ２ ３人   

Ｔ７６３６  生態学 ２ 藤 田 昌 史 講義 ３ 前学期 ２ 木 ３ ３人   

Ｔ７６３７  交通システム ２ 金利昭・山田稔 講義 ２ 後学期 ２ 木 ３ ３人   

Ｔ７６３９  鋼構造及び橋梁工学 ２ 横 山 功 一 講義 ３ 前学期 ２ 火 ３ ３人   

Ｔ７６４０  地震及び振動工学 ２ 井 上 凉 介 講義 ３ 前学期 ２ 月 １ ３人   

Ｔ７６４１  河川・水循環工学 ２ 白 川 直 樹 講義 ３ 
後学期

隔週 
２ 金 4－5 ３人   

Ｔ７６４２  海岸工学 ２ 三村信男・横木裕宗 講義 ３ 前学期 ２ 火 １ ３人   

Ｔ７６４３  基礎・環境地盤工学 ２ 小 峯 秀 雄 講義 ３ 前学期 ２ 水 １ ３人   

Ｔ７６７３  輸送施設工学 ２ 山根・遠藤・藍郷 講義 ３ 
後学期

隔週 
２ 月 3－4 ３人   

Ｔ７６７４  建設施工 ２ 武田・高津・藤野 講義 ３ 後学期 ２ 木 ２ ３人   

Ｔ７６４９  建築学概論 ２ 寺 内 美 紀 子 講義 ３ 後学期 ２ 金 ３ ３人   

Ｔ７６５０  都市設備及び住居環境 ２ 沼 尾 達 弥 講義 ２ 後学期 ２ 
月 

水 

２ 

２ 
３人 

月曜と水曜の隔週授

業 
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Ｔ７６５２  数値計算法 ２ 村 上   哲 講義 ３ 前学期 ２ 火 ４ ３人   

Ｔ７６５３ 
 都市システム工学トピックス

Ⅰ 
１ 寺内美紀子・未定 講義 ３ 

前学期

隔週 
２ 月 4－5 ３人   

Ｔ７６６１  構造工学 ２ 呉   智 深 講義 ３ 後学期 ２ 火 １ ３人   

Ｔ７６７７  コンクリート工学 ２ 沼 尾 達 弥 講義 ３ 前学期 ２ 
月 

水 

２ 

２ 
３人 

月曜と水曜の隔週授

業 

Ｔ７６６８  建築構造設計 ２ 沼 尾 達 弥 講義 ４ 前学期 ２ 火 ３ ３人   

 

  



52 

８．Ａコース・知能システム工学科（専門科目） 

時間割 

授業科目 単位 担当教員 

授業
履

修
開講 週時

曜日 講時 

受入 
高専単位互換 

受入れ科目○ 
コ－ド 形態

年

次
区分 間数 人数 

Ｔ８７０１  線形代数Ⅰ ２ 西 尾 克 義 講義 １ 前学期 ２ 火 ３ ５人 水戸開講 ○ 

Ｔ８７０２  線形代数Ⅱ ２ 西 尾 克 義 講義 １ 後学期 ２ 火 ３ ５人 水戸開講 ○ 

Ｔ８７０３  知能システム入門 ２ 
知能システム工学科

教員 
講義 １ 前学期 ２ 火 １ ５人 水戸開講 ○ 

Ｔ８７０４  コンピュータシステムⅠ ２ 梅 津 信 幸 講義 １ 前学期 ２ 水 ２ ５人 水戸開講  ○ 

Ｔ８７０５  コンピュータシステムⅡ ２ 乾   正 知 講義 １ 後学期 ２ 月 1 ５人 水戸開講  ○ 

Ｔ８７０６  工業力学 ２ 井 上 康 介 講義 １ 後学期 ２ 火 ２ ５人 水戸開講 ○  

Ｔ８７０７  数理統計学Ａ ２ 塩 田 恒 夫 講義 １ 後学期 ２ 木 ２ ５人 水戸開講 ○ 

Ｔ８７０９  応用数学Ⅰ ２ 楊   子 江 講義 ２ 前学期 ２ 火 ５ ５人   

Ｔ８７１０  数学解析Ⅰ ２ 鈴 木 智 也 講義 ２ 前学期 ２ 火 ３ ５人   

Ｔ８７１１  コンピュータ数学 ２ 近 藤    久 講義 ２ 前学期 ２ 水 ２ ５人   

Ｔ８７１２  電気工学概論 ２ 中 野 博 民 講義 ２ 前学期 ２ 水 １ ５人   

Ｔ８７１４  材料力学 ２ 小 貫 哲 平 講義 ２ 前学期 ２ 火 １ ５人   

Ｔ８７１７  電子工学概論 ２ 戸 恒   明 講義 ２ 後学期 ２ 金 ２ ５人   

Ｔ８７１８  数値シミュレーション ２ 城   道 介 講義 ２ 後学期 ２ 火 ２ ５人   

Ｔ８７１９  現代物理学 ２ 武 井 早 憲 講義 ２ 後学期 ２ 木 ２ ５人   

Ｔ８７２０  技術プレゼンテーション ２ 森   善 一 講義 ２ 前学期 ２ 火 ４ ５人   

Ｔ８７２１  制御工学Ⅰ ２ 青 島 伸 一 講義 ２ 前学期 ２ 月 ２ ５人   
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Ｔ８７２３  アルゴリズムとデータ構造 ２ 井 上 康 介 講義 ２ 後学期 ２ 月 １ ５人   

Ｔ８７２４  生産加工学 ２ 周   立 波 講義 ２ 後学期 ２ 火 ４ ５人   
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(4) オープンキャンパス   (なお、本年度は「こうがく祭」は中止となった) 
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4.2 大学院博士前期課程教育 

博士前期課程では、大学院共通科目、大学院理工学研究科共通科目を設定している他、特に下記の科目群が特色を持つものとして開講されている。 

 

(1) 社会公開セミナー(旧イブニングセミナー) 

 

開催日 平成 23 年度 講演題目及び講師名 講演概要 

５ １２ （木）
血液型遺伝子の進化 

－系統ネットワークを用いた遺伝子の系統解析－ 

系統樹は生物あるいは遺伝子の関係を表す樹状のグラフです。これは１つの起点から複数の末端に分岐し

ていくかたちで示されます。しかし、遺伝子の相同組換えなどの複雑な過程は十分に表現できません。このよ

うな場合、網状構造を許容する系統ネットワークが有用になります。今回、複雑な進化過程を有する ABO 式

血液型遺伝子を例に、系統ネットワークを用いて解析する方法を紹介します。 

    北野 誉 

    茨城大学大学院理工学研究科物質工学専攻 准教授 

５ １９ （木）
超微量化学物質のリアルタイム分析チップ－OLP/FAIMS に

よる分析技術革新から革命へ－ 

超微量化学物質検出や分析は、今後、医療や生化学等の分野でも着目されるようになりつつあるが、その１

つの分析技術であるＦＡＩＭＳ技術の原理とアプリケーション紹介を行います。 特に、リアルタイム性という視

点から、定量分析やデータベース化の手法についてＯＬＰという技術およびチップ化を進める場合の技術課題

と展望について紹介します。  

    佐藤 友美 

    アトナープ株式会社 代表取締役 

６ ２ （木） 強い盛土と安定な擁壁の建設－地震から社会を護るため－ 
今回の 2011 年東日本大地震では、私たちの社会は大きな被害を受けました。地震により鉄道・道路・宅地等

の数多くの盛土・擁壁などが崩壊し、各地で地盤の液状化が発生して戸建住宅や下水設備等が大被害を受

けました。その一方、近代的な技術で建設した盛土等の土構造物や地盤液状化の対策をした近代的構造物

は被害を受けなかったようです。ふだん聞く機会の少ない地盤とその強化改良の技術について説明し、これら

を理解することで、改めて地震等の災害に対する備えを考えてみたいと思います。 

    龍岡 文夫 

    東京理科大学理工学部土木工学科 教授 

６ ９ （木） ネットワークセンシングシステムの展開 半導体技術の発展と無線通信デバイスの小型化、計量化、省電力化により、センサに直接無線通信機能を

もたせたデバイスが実用化され、それらを用いたさまざまなセンサネットワークが提案され、応用されようとし

ています。センシングという立場から、ネットワークセンシングシステムとしての現状を紹介します。 

    本多 敏 

    慶応大学理工学部 教授 
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６ １６ （木） 非線形超音波を用いた非破壊材料評価・検査 工業材料・製品の不健全部を非破壊的に検出･画像するために超音波法が用いられています。しかし、従来

法では密着き裂、異種材料接合部の微細欠陥、マクロボイド･マイクロクラック等の検出ができません。この問

題を解決するための大振幅正弦波バースト波を上記箇所に入射し、それらを揺り動かしたときに発生する高

調波（入射周波数の整数倍周波数を持つ波）振幅を抽出し画像する最新の非線形超音波法の基礎と適用例

を紹介します。 

    川嶋紘一郎 

    （有）超音波材料診断研究所 代表取締役 

６ ２３ （木） 農業と省エネルギー－ハウス暖房を中心に－ 
冬でもいろいろな野菜が食べられるのは温室栽培のおかげですが、見慣れた農業用ハウスの中で、どんな

暖房が行われているかご存じですか？ 昨今の原油高や環境意識の高まりを受けて、農業分野でも、厳しい

コスト制約の中で省エネが進められています。最近の農業用空調のトレンドや省エネの工夫などを概説すると

ともに、現在開発中の温水による局所暖房システムについてもご紹介します。 

    小林 雅律 

    出光ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ部 設計総括ｸﾞﾙｰﾌﾟ 

６ ３０ （木）
磁界解析における最近の進展－辺要素有限要素法と高速高

精度化のための周辺技術ー 
モータや発電機、交流変圧器、医療用ＭＲＩなど磁界や電磁誘導を応用した電気機器は我々の生活を豊かに

してくれますが、このような機器の性能向上のためにはコンピュータによる磁界解析が重要な役割を演じてい

ます。本講演では磁界解析技術の代表格である辺要素有限要素法について説明し、解析の高速高精度化の

ための周辺技術における最近の進展についてご紹介します。 

    宮田 健治 

    (株)日立製作所日立研究所ﾓｰﾀｼｽﾃﾑ研究部主任研究員 

７ ７ （木） 法則と定理で学ぶアンテナ工学 テレビ受信や無線 LAN など身近にあって利用しているのに、どのような仕組みで動いているのかあまり気に

留められないのがアンテナです。アンテナの専門書を見ると数式が多く、そのためアンテナの物理理解を諦め

る人は多いようです。でもアンテナ物理の本質は、わずかな法則と定理で成り立っていると言っても過言では

ありません。また数式は法則や定理の理解を深める万国共通の道具です。この機会に法則と定理を基礎に

アンテナ工学をマスターしてください。 

    鹿子嶋 憲一 

    茨城大学大学院理工学研究科メディア通信工学専攻 教授 
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(2) 国際コミュニケーション特論 

授業科目 国際コミュニケーション特論 

担当教員 中野武重 

開講時期 前期 月２ 

対象年次 理工研前期工・１年次 

概要 ①英語によるコミュニケーション、②研究成果を英語論文としてまと

めるためのテクニカル・ライティング、③英語による発表を行うため

のプレゼンテーション、以上３つのベースとなる英語力養成と技能養

成の講義を行う。受講生は、体得した技術に基づき、国際会議

「International Student Conference in Ibaraki University」に論

文投稿を行い、研究発表を行うことが望ましい。 

到達目標 国際会議で活躍できるような、国際的感覚の優れた若手研究者の育成

を目指す。本学で開かれる学生の学生による学生のための国際会議

「International Student Conference in Ibaraki University」等で

自らの研究成果を発表できるよう、実践的なコミュニケーション能力

を身につけることを目標にする。 

授業計画 

 

 

（１）シラバス解説   

（２）国際コミュニケーションとしての英語の役割と必要性 

（３）英語の特徴(英文構造・単数複数・冠詞） 

（４）日常会話英語と科学技術英語の違い／oral communication vs. 

written communication 

（５）明確な英文表現（名詞表現と動詞表現・箇条書き） 

（６）簡潔な英文表現（パラレリズム･冗長性の改善） 

（７）パラグラフの構成と展開１（ロジカルシーケンス) 

（８）パラグラフの構成と展開２（トピックセンテンスとサポーティ

ングセンテンス) 

（９）ロジック（論理力のベースとなる論理学と英語表現・英語の仮

定表現） 

（10）ロジカル･ライティング（事実と意見･三段論法･トゥールミンモ

デル） 

（11）クリティカル･シンキング   

（12）国際交渉力･ディベート力の基本 

（13）英語プレゼンテーションの要点   

（14）英字新聞科学技術記事読解 

（15）国際コミュニケーションに関する雑学 
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(3) 工学特別講義（国際コミュニケーション演習） 

授業科目 工学特別講義（国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習） 

担当教員 湊淳 

開講時期 後期 火３ 

対象年次 理工研前期工・１年次 

概要 国際社会で専門性を活かした活躍ができるよう、英語の基礎力と技術

英語を中心とした応用力、コミュニケーション能力を身に付ける。学

生のＴＯＥＩＣスコアアップと同時に、プレゼンテーション能力の向

上を目指す。授業開始時点に英語能力の診断を行い、各自の学習方針

を決定する。また授業終了時点で英語能力の診断を行い、授業の成果

を確認する。また研究内容を英語でまとめ、口頭発表の演習を行う。

到達目標 １．英語で研究論文の作成が行える（50％）  

２．英語で研究内容の口頭発表が行える（50％）  

 

授業計画 

 

 

1.オリエンテーションとプレテスト 

2.プレテスト 

3.英語コミュニケーション基礎 

4.英語コミュニケーション基礎 

5.英語コミュニケーション応用 

6.英語コミュニケーション応用 

7.技術英語基礎 

8.技術英語基礎 

9.技術英語基礎 

10.技術英語応用 

11.技術英語応用 

12.技術英語応用 

13.英語プレゼンテーション演習 

14.英語プレゼンテーション演習 

15.英語プレゼンテーション演習 
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(4)工学特別講義（実践産業技術特論） 

授業科目 工学特別講義（実践産業技術特論） 

担当教員 西野創一郎 

開講時期 後期 水６ 

対象年次 理工研前期工・１年次 

概要 本授業では，㈱日立製作所協力のもとで，構造物の生産技術として必

要不可欠である「溶接・接合」について，この分野において第一線で

活躍されている大学・企業の方々に，金属組織や溶接原理などの基礎

知識から最新の技術動向まで幅広く御紹介いただく．さらに企業を訪

問して，製造現場の状況に触れ，実学としての工学を学ぶ機会とする．

授業は，講義と企業見学で構成されている（昨年度：座学11回，工場

見学4回）． 

到達目標 溶接・接合技術に関する基礎知識・最新動向の習得と企業見学の両面

から，次世代を担うエンジニアとして成長するために必要な素養を身

につける． 

授業計画 

 

 

1.ガイダンスと授業の概要 

2.鉄鋼材料の熱処理と組織 

3.鉄鋼材料の溶接技術1 

4.構造物の溶接・接合技術1 

5.企業見学1 

6.鉄鋼材料の溶接技術2 

7.構造物の溶接・接合技術2 

8.企業見学2 

9.構造物の溶接・接合技術3 

10.企業見学3 

11.非鉄金属の熱処理と金属組織 

12.非鉄金属の溶接技術1 

13.非鉄金属の溶接技術2 

14.特殊接合技術 

15.工場見学4 
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(5)工学特別講義（組込みシステム開発特別演習） 

授業科目 工学特別講義（組込みｼｽﾃﾑ開発特別演習） 

担当教員 鎌田賢,岡田信一郎 

開講時期 前期 

対象年次 理工研前期工・１年次 

概要 "身の回りの家電製品を例に、組込みシステムがどのような形で製品を実現させ

ているかを考え、その機能の一部の実現を演習する。ソフトウェア設計演習、

プログラミング技術演習は１チップマイコンをベースとする。演習キットは一

人に一台を貸与し、実践的なシステム開発演習を行う。  

関連科目：組込みシステム開発特論, リアルタイム組込みシステム開発論，組

込みソフトウェア概要 " 

到達目標 普段何気なく使っている家電製品の仕組みを「組込みシステム」の観点から操

作的に考え、実際にその機能の一部を自らの体験として実現してみることで「組

み込みシステム開発」産業への関心と参画意欲を高めてもらう。又、手順とし

ての「組込みシステム開発」を体験することで応用力を有する人材の育成を行

う。  

授業計画 

 

 

1．組込みシステム開発に関するグループ討論   

2．システム分析／要求定義演習 (1/2) ：システム分析と調査：対象製品を取

り巻く環境  

3．システム分析／要求定義演習 (2/2) ：システム記述事例  

4．システム設計演習 (1/4) ：ハードとソフトの切り分け  

5．システム設計演習 (2/4) ：システム設計技法  

6．システム設計演習 (3/4) ：アーキテクチュア設計技法  

7．システム設計演習 (4/4) ：システム設計書作成演習  

8．ソフトウェア設計演習 (1/4) ：1チップマイコンソフトウェア設計演習  

9．ソフトウェア設計演習 (2/4) ：赤外線を使ったリモコン送信機能設計演習 

10．ソフトウェア設計演習 (3/4) ：赤外線を使ったリモコン受信機能設計演習

11．ソフトウェア設計演習 (4/4) ：演習キットの機能と操作  

12．プログラミング技術演習 (1/4) ：1チップマイコンのプログラミング演習 

13．プログラミング技術演習 (2/4) ：R8C/Tinyを使った赤外リモコン送信機の

作成  

14．プログラミング技術演習 (3/4) ：R8C/Tinyを使った赤外リモコン受信機の

作成  

15．プログラミング技術演習 (4/4) ：演習キットによるデバッグとテスト 
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(6) 工学特別講義（組込みシステム開発特論） 

授業科目 工学特別講義（組込みシステム開発特論） 

担当教員 上田賀一 

開講時期 前期 

対象年次 理工研前期工・１年次 

概要 組込みシステムのためのシステム分析/要求定義，システム設計，ソフトウェア

設計，プログラミング技術を基礎となる汎用的な方法を学習した上で，情報家

電などの事例を通して特殊性を踏まえながら理解する． 

関連科目：組込みシステム開発演習，LSI設計・開発技術演習 

到達目標 組込みソフトウェアに主眼を置き，マイコン，リアルタイムOS，ソフトウェア

開発法，プログラミング言語などの一般的な個別知識やマルチタスクやネット

ワークのプログラミングなどの技術を基礎とし，組込みシステム開発という局

面から個別知識の結び付けや技術の効果的な適用のあり方を習得する．組込み

システム開発に関する知識を有する人材育成を行う．学習・教育目標との対応：

「学ぶ力」，「考える力」を培う． 

授業計画 

 

 

 1．組込みシステム開発の概要(組込みとは何か) 

 2．組込みシステム開発の概要(組込み開発の進め方) 

 3．組込みシステム開発の基礎(開発/設計の基礎知識) 

 4．組込みシステム開発の基礎(事例の解説) 

 5．システム分析・設計(構造化分析・設計) 

 6．システム分析・設計演習(構造化分析の演習) 

 7．ソフトウェア設計(構造化設計と品質) 

 8．ソフトウェア設計演習(構造化設計の演習) 

 9．プログラミング(組込み向け基礎知識：動き,配列,デバイス) 

10．プログラミング(組込み向け基礎知識：構造) 

11．ソフトウェアテスト 

12．ソフトウェアテスト演習 

13．プログラミング例・演習 

14．ソフトウェアテスト演習 

15．まとめと展開 
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(7) 学外実習（インターンシップ） 

 

平成 23 年度 インターンシップ先一覧 
 

物質工学専攻 
「日清紡ホールディングス株式会社」 「東京鋲螺工機株式会社」 

 

電気電子工学専攻 
    「株式会社デンソー」 

 

メディア通信工学専攻 
「株式会社日立製作所 日立研究所（２名）」 「横河電機株式会社」 

「日本電信電話株式会社」 「株式会社小松製作所」 

 

 

情報工学専攻 
    「株式会社日立製作所 日立研究所（２名）」  

「株式会社日立製作所 横浜研究所（２名）」 

「株式会社日立製作所 情報制御システム社」 

 

都市システム工学専攻 
    「株式会社鹿島建設」 「独立行政法人国立環境研究所」 「栃木県安中土木事務所」 

「財団法人電力中央研究所」 「五洋建設株式会社（２名）」 「株式会社長大」 

「株式会社日本海コンサルタント」 「首都高速道路株式会社 神奈川管理局」 

「茨城県茨城港大洗港区事業所」 

 

知能システム工学専攻 
「独立行政法人日本原子力研究開発機構」 
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5．教育環境（学部および大学院） 

 工学部および大学院理工学研究科(日立キャンパス)では、学生の教育環境の改善を目的と

して、研究支援体制経費、高度化推進特別経費の手当て、学生参考図書の購入、学費の免除、

奨学金の支給を行うと同時に、学寮制度、学習生活相談、課外活動支援制度に関して整備を

行っている。 

 

5.1 学費・住居などの支援体制 

 

 (1) 奨学金受給者 

 

（日本学生支援機構奨学金） 

  本学では、企業・研究所などから奨学金に類するものを支給されている学生も多いが、こ

こでは受給者が最も多い日本学生支援機構の奨学金受給者を、工学部の学科、大学院理工学

研究科の専攻ごとに示す。 なお、表中の環境機能科学専攻及び応用粒子線科学専攻は工学系

のみの数である。  

 

各学科・各専攻ごとの平成２３年度日本学生支援機構の奨学金貸与者数 

 

 

 

 

学部生(入学年度ごと) 11年度 10年度 09年度 08年度 07年度 06年度 計

機械工学科 38 39 33 40 2 0 152
物質工学科 0 0 0 0 0 0 0
生体分子工学科 26 30 29 28 1 0 114
マテリアル工学科 18 14 18 14 1 0 65
電気電子工学科 36 32 38 29 0 0 135
メディア通信工学科 9 21 22 24 0 0 76
情報工学科 20 30 26 32 1 0 109
都市システム工学科 17 24 27 22 1 0 91
知能システム工学科 22 23 25 18 1 0 89
知能システム工学科Bコース 18 18 16 15 0 0 67

合計 204 231 234 222 7 0 898

11年度 10年度 09年度 08年度 07年度 計

機械工学専攻 24 23 0 0 0 47
物質工学専攻 20 23 0 0 0 43
電気電子工学専攻 15 18 1 0 0 34
メディア通信工学専攻 10 17 1 0 0 28
情報工学専攻 11 11 0 0 0 22
都市システム工学専攻 8 7 0 0 0 15
システム工学専攻 20 23 0 0 0 43
応用粒子線科学専攻 7 9 0 0 0 16

小計 115 131 2 0 0 248

物質科学専攻 1 0 1 0 0 2
生産科学専攻 0 0 0 0 0 0
情報・システム科学専攻 1 1 1 0 0 3
環境機能科学専攻 0 0 0 0 0 0
応用粒子線科学専攻 0 0 0 0 1 1

小計 2 1 2 0 1 6

117 132 4 0 1 254

大学院生(入学年度ごと)

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

合計
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（茨城大学経済支援奨学金） 

茨城大学経済支援奨学金は、本学の学部・大学院及び専攻科に在学する学生で、当該学期の

授業料免除判定の結果、授業料免除が許可された者を除き、 学資負担者の経済状況が急変し、

学業継続が困難であると認められた場合に、選考の上、奨学金を給付している。本年度は、東

日本大震災被災に係る学生向け経済支援策として茨城大学経済支援奨学金が給付された。給与

学生数および給与額は次の通りであった。 

 前学期 給与学生数    ２０名（学部１９名 大学院１名） 

 後学期 給与学生数      ８名（学部８名） 

 給与額   ５，４００，０００円（１８０，０００円×２８） 

 うち、工学部学生 

  前期    ６名（Ａコース５名、Ｂコース１名） 

  後期    ４名（Ａコースのみ） 

 

 

(2) 授業料免除者 

 

 経済的に問題のある学生に対し全額又は半額の授業料免除を行っている。下表に学部生

の前・後学期、大学院生の前・後学期に分けて授業料免除状況を示す。 

 なお、表中の環境機能科学専攻及び応用粒子線科学専攻は工学系のみの数である。 

 

(a)学部〔前学期〕 

 

 

  

11年度 10年度 09年度 08年度 07年度 06年度 計

申請数 11 14 8 10 0 0 43
免除数 9 12 7 8 0 0 36
申請数 6 11 7 9 0 1 34
免除数 6 9 4 7 0 0 26
申請数 5 3 2 2 0 0 12
免除数 5 2 2 2 0 0 11
申請数 13 5 11 8 0 0 37
免除数 13 3 8 7 0 0 31
申請数 6 8 7 3 0 0 24
免除数 5 6 5 2 0 0 18
申請数 10 7 9 10 0 0 36
免除数 10 5 9 9 0 0 33
申請数 8 8 3 6 0 0 25
免除数 8 6 1 5 0 0 20
申請数 7 9 9 5 0 0 30
免除数 7 8 8 5 0 0 28
申請数 4 6 8 2 0 0 20
免除数 4 3 7 2 0 0 16

申請数 70 71 64 55 0 1 261
免除数 67 54 51 47 0 0 219

合計

機械工学科

生体分子工学科

マテリアル工学科

電気電子工学科

メディア通信工学科

情報工学科

都市システム工学科

知能システム工学科

知能システム工学科Bコース

学部生(入学年度ごと)
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(b) 学部〔後学期〕 

 

上記免除数のうち、東日本大震災に係る被災学生枠による免除数は次の通りであった。 

（工学部学生・被災枠による免除） 

 前学期 Ａコース １２，７２５，２５０円 （全額免除４２名 半額免除１１名） 

     Ｂコース    ４０１，８５０円 （全額免除 ３名） 

 後学期 Ａコース １３，２６１，０５０円 （全額免除４６名 半額免除 ７名） 

     Ｂコース    ４０１，８５０円 （全額免除 ３名） 

 

(c) 大学院〔前学期〕 

 

  

11年度 10年度 09年度 08年度 07年度 06年度 計

申請数 11 12 7 8 0 0 38
免除数 10 12 7 8 0 0 37
申請数 5 12 6 8 0 1 32
免除数 5 9 4 7 0 0 25
申請数 5 3 2 2 0 0 12
免除数 5 3 2 2 0 0 12
申請数 13 7 9 8 0 0 37
免除数 13 4 8 8 0 0 33
申請数 6 7 5 4 0 0 22
免除数 6 5 5 3 0 0 19
申請数 8 5 8 8 0 0 29
免除数 8 4 8 8 0 0 28
申請数 7 9 2 7 0 0 25
免除数 7 8 2 6 0 0 23
申請数 7 8 10 7 0 0 32
免除数 7 8 9 7 0 0 31
申請数 2 4 7 3 0 0 16
免除数 2 3 6 3 0 0 14

申請数 64 67 56 55 0 1 243
免除数 63 56 51 52 0 0 222

知能システム工学科Bコース

合計

電気電子工学科

メディア通信工学科

情報工学科

都市システム工学科

知能システム工学科

学部生(入学年度ごと)

機械工学科

生体分子工学科

マテリアル工学科

11年度 10年度 09年度 08年度 07年度 計

申請数 14 5 0 0 0 19
免除数 13 5 0 0 0 18
申請数 8 6 0 0 0 14
免除数 7 6 0 0 0 13
申請数 8 7 0 0 0 15
免除数 7 7 0 0 0 14
申請数 3 2 0 0 0 5
免除数 3 2 0 0 0 5
申請数 5 8 0 0 0 13
免除数 4 8 0 0 0 12
申請数 6 3 0 0 0 9
免除数 5 3 0 0 0 8
申請数 13 7 0 0 0 20
免除数 13 7 0 0 0 20
申請数 5 6 0 0 0 11
免除数 3 6 0 0 0 9
申請数 62 44 0 0 0 106
免除数 55 44 0 0 0 99

申請数 2 2 2 1 0 7
免除数 0 2 2 1 0 5
申請数 2 0 0 0 0 2
免除数 2 0 0 0 0 2
申請数 1 0 2 2 0 5
免除数 0 0 2 0 0 2
申請数 1 0 0 0 0 1
免除数 1 0 0 0 0 1
申請数 4 2 3 0 1 10
免除数 2 2 3 0 1 8
申請数 10 4 7 3 1 25
免除数 5 4 7 1 1 18

申請数 72 48 7 3 1 131
免除数 60 48 7 1 1 117

合計

小計

博
士
後
期
課
程

大学院生(入学年度ごと)

知能システム工学専攻

応用粒子線科学専攻

博
士
前
期
課
程

物質科学専攻

生産科学専攻

情報・システム科学専攻

環境機能科学専攻

応用粒子線科学専攻

小計

機械工学専攻

物質工学専攻

電気電子工学専攻

メディア通信工学専攻

情報工学専攻

都市システム工学専攻
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(d)大学院〔後学期〕 

 

 

  

11年度 10年度 09年度 08年度 07年度 計

申請数 12 6 0 0 0 18
免除数 12 6 0 0 0 18
申請数 7 5 0 0 0 12
免除数 6 5 0 0 0 11
申請数 8 8 0 0 0 16
免除数 7 8 0 0 0 15
申請数 3 2 0 0 0 5
免除数 3 2 0 0 0 5
申請数 3 8 0 0 0 11
免除数 3 8 0 0 0 11
申請数 4 3 0 0 0 7
免除数 4 3 0 0 0 7
申請数 14 7 0 0 0 21
免除数 13 7 0 0 0 20
申請数 6 5 0 0 0 11
免除数 3 5 0 0 0 8
申請数 57 44 0 0 0 101
免除数 51 44 0 0 0 95

申請数 2 2 2 1 0 7
免除数 0 2 2 0 0 4
申請数 4 0 0 0 0 4
免除数 2 0 0 0 0 2
申請数 1 0 1 2 0 4
免除数 1 0 1 0 0 2
申請数 1 0 0 0 0 1
免除数 1 0 0 0 0 1
申請数 3 2 3 0 0 8
免除数 2 2 3 0 0 7
申請数 11 4 6 3 0 24
免除数 6 4 6 0 0 16

申請数 68 48 6 3 0 125
免除数 57 48 6 0 0 111

小計

合計

都市システム工学専攻

知能システム工学専攻

応用粒子線科学専攻

小計

博
士
後
期
課
程

物質科学専攻

生産科学専攻

情報・システム科学専攻

環境機能科学専攻

応用粒子線科学専攻

大学院生(入学年度ごと)

博
士
前
期
課
程

機械工学専攻

物質工学専攻

電気電子工学専攻

メディア通信工学専攻

情報工学専攻
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(3) 学寮制度  

学生寮 吼洋寮 

所在地 日立市鮎川町６－９－１ 

全部屋数 １６８室 

      平成２３年度吼洋寮入寮者数 

許可者数 留学生 日本人学生 計
学　部　生 5 103 108
大学院生 5 21 26

研　究　生 4 1 5
合　　計 14 125 139

（累計）  

 

(4) 学習・生活相談 

       平成２３年度 学習・生活相談状況（工学部保健室利用状況）        

    

区分 相談者学年 

実人数 のべ件数 

保健室看護師 ｶｳﾝｾﾗｰ 保健室看護師 ｶｳﾝｾﾗｰ 

 １年次 0 0 0 0 

 ２年次 7 5 25 29 

学 部 生 ３年次 14 3 53 9 

  ４年次 18 14 118 87 

  ５年次以上 7 9 15 59 

  計 46 31 211 184 

大 学 院 １年次 12 3 40 13 

     前 期 ２年次 11 1 12 2 

  ３年次以上 0 0 0 0 

  計 23 4 52 15 

大 学 院 １年次 2 1 3 8 

   後 期 ２年次 0 0 0 0 

  ３年次 0 1 0 1 

  ４年次以上 0 0 0 0 

  計 2 2 3 9 

  合  計 71 37 266 208 
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(5) 課外活動 

１年次にサークルに加入するため、工学部の学生も水戸キャンパスで課外活動を行う場

合が多いが、参考のため日立キャンパスでの課外活動状況を下表に示す。 

     日立キャンパスでの課外活動状況（平成２３年度工学部サークル一覧） 

 

  

No. サークル名 加入学生数 学生代表者氏名 顧問教員 部室使用
1 サッカー部 15 小貫　健次郎 塚元康輔 ○
2 硬式庭球部 5 渡邉　諒 森善一 ○
3 野外活動愛好会 46 三石　盛裕 信岡尚道 ○
4 ボクシング部 4 板垣　貴彦 田代優 ○
5 弓道部 7 鈴木　桃子 車田亮
6 バドミントン部 5 小林　佑基 太田弘道 ○
7 空手道部 23 遠藤　さち恵 村上哲
8 少林寺拳法部 13 西村　佳織 友田陽 ○
9 熱気球同好会 13 箕輪　純承 祖田直也 ○
10 自動車部 16 菊池貴博 道辻洋平 ○
11 自動二輪部 4 鈴木　渓 道辻洋平 ○
12 オリエンテーリング部 25 大谷　達也 大野修 ○
13 卓球部 10 伊与木　志拓 伊藤吾朗
14 漕艇部 6 與儀大貴 伊藤吾朗 ○
15 極真カラテ同好会 11 伊藤　兼斗 島影　尚
16 Ibaraki University Racing 20 宮田達也 西野創一郎 ○
17 ＠マーク 24 植田　陽大 尾嶌裕隆
18 日立スポーツ同好会 40 伊藤宏起 鈴木智也 ○
19 アメリカンフットボール部 14 小渕孝徳 尾嶌裕隆 ○
20 陸上競技部 6 栗原航介 沼尾達弥 ○
21 えぬ☆らぼ！ 22 谷口　博則 尾嶌裕隆 ○
22 SGC(Survival Game Circle) 5 岡部　祐太 金利昭

小計 22団体 334

No. サークル名 加入学生数 学生代表者氏名 顧問教員 部室使用
23 JAZZ研究会 16 森本　開 小柳武和 ○
24 もずコール 13 飯野　貴大 伊藤吾朗 ○
25 ファミレド市 22 益子　智也 梶谷修一 ○
26 吹奏楽団 11 大川　恵里 伊藤吾朗 ○
27 管弦楽団日立支部 17 比佐　遼太 山内智 ○
28 Ｆｏｌｋ Ｓｏｎｇ Ｃｌｕｂ 37 梨本　博路 矢内浩文 ○
29 Gen-on 30 田中 貴大 鵜殿治彦 ○
30 中南米音楽研究会 3 熊谷　高志 王東方 ○
31 Ｇｉｔａｒｒｅ！！ 10 長松　哲司 小柳武和 ○

小計 ９団体 159

No. サークル名 加入学生数 学生代表者氏名 顧問教員 部室使用
32 漫画研究会 23 田中　航 中村真毅 ○
33 赤十字奉仕団工学部分団 3 竹田　直樹 増澤徹 ○
34 UNICS 30 佐藤　健司 鵜野克宏 ○
35 Anime＆ComicExplorers 38 滝井　啓太 赤羽秀郎 ○
36 日立航空技術研究会 18 吉成 洸人 友田陽 ○
37 茨城大学工学部国際交流会 27 齋藤　健慈郎 中村真毅
38 中国留学生学友会 12 李　文喆 湊淳
39 ロボット技術研究会 30 木戸　眞一郎 森善一 ○
40 風力研究会 17 一色　俊洋 稲垣照美
41 科学団ＥＸＰ 7 千賀　大輔 矢内浩文
42 編入会 28 小泉　正志 西泰行
43 エコノパワー競技クラブ 13 田代　寛 伊藤伸英 ○
44 鋳造クラブ 23 中野　雅彦 伊藤伸英 ○
45 茨城大学工学部競技歌留多　華月 10 熊原友里 城道介 ○
46 テーブルゲーム研究会日立研究室 84 柴﨑　隆寛 田中伊知朗 ○
47 Play Party 42 吉永　大悟 永野隆敏 ○
48 ブルズアイ 9 森本　開 鈴木智也
49 資格サークル（□○） 8 永山　智紗都 乾正知 ○

小計 1８団体 422

合計 ４９団体 915

平成２３年度　工学部学生サークル一覧
【体育系団体】

【音楽系団体】

【文化系団体】
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6．教育改善  

6.1 点検・評価活動   

 

 学生による授業アンケートの実施、FD 研究会の開催、授業担当者による教育点

検 の WEB 入力、各学科での授業点検評価会議ならびに FD の実施、各 学科・

専攻で行った点検評価会議とその内容に対する教育改善委員会での点検評価など

が主な活動であった。 
下記に、本年度のFD 研究会概要を示す。FDの報告書は

http://www.eng.ibaraki.ac.jp/collegelife/education/fd/index.html 
に掲載している。 

 

FD研究会について 

 

１. 日時： 平成 23 年 12 月 16 日(金) 13:30～16:30  

２．場所： Ｅ１棟１階 10 番教室 

３．議事次第： 青島 伸一（司会 教育改善委員会 FD 担当） 

  13:30～13:40 開会の辞 

         友田 陽（茨城大学工学部長）  

 

               基調講演 

 13:40～14:25 「工学部の英語教育：English for General Science & Technology」 

 小山 由紀江（名古屋工業大学 教授 [工学教育総合センター]） 

14:25～14:35 休憩 

14:35～15:20「大学英語カリキュラムの構築とその課題」 

   石川 有香（名古屋工業大学 教授 [工学教育総合センター]） 

15:20～15:40 質疑応答 

 15:40～15:50 休憩 

   15:50～16:10 「工学部の GPA の現状について」 

嶌田 敏行（茨城大学評価室助教）       

16:10～16:25 質疑応答 

16:25～16:30 閉会の辞  

栗原 和美（教育改善委員会委員長） 
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6.2 工学部後援会と懇談会  

 

 茨城大学工学部後援会は、工学部及び理工学研究科（工学系）の運営及び学生生活の

向上並びに施設設備等の拡充整備等に関して後援することを目的として設立され、工学

部に対して、学部及び大学院の教育活動、課外活動、就職斡旋、学生医療等に関して工

学部への助成事業を行っている。 

 平成 23 年 7 月 3 日(日) の総会には、約 550 名の父兄が来学された。総会日にあわせ

て、工学部で懇談会を開き、各学科の教職員との懇談が行われた。各学科懇談会では、

学科長が就職・進学及び修学状況について説明し、学科長及び各学年クラス担任との懇

談が行われた。父兄から学部・学科への要望を伺い、また、必要に応じてクラス担任と

の個別面談も行われた。 
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Ⅲ 研究活動  

1． 研究業績（著書、論文等） 

1.1 著書   

 

[機械工学領域] 

著者名, タイトル, 出版社名, 担当ページ, 出版年/月 

1. 前川 克廣, Shuji Fukuda (Ed.), Emotional Engineering, Ch.8 (Shape Design and 

Modeling with 1/F Fluctuation Characteristics), Springer-Verlag London, pp.143-159, 

2011 

2. Dan C. Dumitras (ed.), Mahadzir Ishak, Kazuhiko Yamasaki and Katsuhiro Maekawa, Nd 

YAG Laser, Ch.8 (Laser Welding of Thin Sheet Magnesium Alloys), InTech, pp.135-160, 

2012/03 

3. 増澤 徹, 日本表面科学会編集, ひとの暮らしと表面科学（現代表面科学シリーズ５）, 共

立出版株式会社, pp.51-57, 2011/07 

4. 塩幡 宏規, 機械工学ハンドブック, 朝倉書店, 2011/09 

5. 伊藤 伸英, ELECTROLYTIC IN-PROCESS DRESSING TECHNOLOGY, CRC-Press, pp.61-74, 2011 

6. 尾関 和秀, 現代表面科学シリーズ・第 5巻「ひとの暮らしと表面科学」、1.5医療, 共立

出版, pp.45-51, 2011/07 

7. Naoki TANIMURA, Tomohiko SATO, Hitoshi NITTA, Kazuo ASAUMI, Atsushi SATO, Katsuyori 

SUZUKI, Dong F. WANG, Toshihiro ITOH, and Ryutaro MAEDA, Design for Innovation Values 

Towards a Sustainable Society / edited by Mitsutaka Matsumoto, Yasushi Umeda, Keijiro 

Masui, and Shinichi Fukushige, Springer-Verlag, pp.873-875, 2011/11 

 

[物質工学領域] 

著者名, タイトル, 出版社名, 担当ページ, 出版年/月 

1. 友田 陽, Recrystallization Behavior during Warm Compression of Martensite Steels 

Recrystallization, Intech, Croatia. www.intechweb.org, 2011 

2. 友田 陽, 機械工学ハンドブック, 浅倉書店, 2011 

3. 友田 陽, Springer handbook of Metrology and Testing, Springer, 2011 

4. 友田 陽, In situ Neutron Diffraction during Thermo-mechanically Controlled Process 

for Low Alloy Steels, In situ Studies with Photons, Neutrons and Electron Scattering, 

edited by T.Kannengiesser, S.S.Babu, Y.Komizo and A.J.Ramirez, Springer, 2011 

5. 五十嵐 淑郎, 編集幹事；五十嵐淑郎他 6名, 分析化学用語辞典, オーム社, 150 キーワー

ド, 2011/10 

6. 五十嵐淑郎, 分析化学便覧（改訂六版）, 丸善出版, pp.38-41, 2011/09 

7. Atsushi Morikawa, High Performance Polymers and Enginerring Plastics, WILEY, 

pp.205-242, 2011 

8. 森川 敦司, ポリイミド材料の基礎と開発, シーエムシー出版, pp.11-21, 2011/11 
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9. 菊地賢司、新村信雄、関東康祐、田中伸厚、車田亮、田中伊知朗、高橋東之, 放射線を学

ぼう！！！, 茨城大学特定課題震災対応-放射線教育と日立地区線量率計測班パンフレッ

ト作成グループ-, 2011/11 

10. Mika Eguchi, Fumihiko Sekinea, Yoshio Kobayashi, Yasuyuki Tsutsumi, Fuel Cell 

Efficiency, A new nondestructive method for measuring flow rate distribution between 

cells by electrochemical techniques in an actual polymer electrolyte fuel cell stack, 

Nova Science Publishers, Inc., pp.177-186, 2012/02 

11. 北野 誉, Post-Genome Biology of Primates, Springer, pp.181-190, 2012 

12. 北野 誉, 進化学事典, 共立出版, pp. 529-533, 2012 

 

[電気電子工学領域] 

著者名, タイトル, 出版社名, 担当ページ, 出版年/月 

1. Y. Isoda and H. Udono, Thermoelectrics and its Energy Harvesting Chap.18 "Preparation 

and thermoelectric properties of Iron Disilicide ", CRC Press, Chap.18, 2012 

 

[メディア通信工学領域] 

 

[情報工学領域] 

著者名, タイトル, 出版社名, 担当ページ, 出版年/月 

1. 上田 賀一, レクチャーノート/ソフトウェア学 ソフトウェア工学の基礎 XVIII 「情報制

御システム記述言語による列車運行制御モデルの記述と検証」, 近代科学社, 37 巻, 

145-150 頁, 2011 

2. J. Akiyama and M. Kano, Factors and factorizations of graphs, Springer, 2011/07 

3. 岸 義樹, 4uフォー・ユー Vol.5, 首都圏北部4大学連合 技術移転分科会 事務局, pp. 

63-64, 2012/02 

4. 黒澤 馨, Hybrid Encryption 担当、黒澤馨, Encyclopedia of Cryptography and Security 

(2nd Ed.), Springer, 2011 

5. 外岡 秀行, 日本リモートセンシング学会(編), 基礎からわかるリモートセンシング, 理

工図書株式会社, 2011/06 

 

[都市システム工学領域] 

著者名, タイトル, 出版社名, 担当ページ, 出版年/月 

1. 金 利昭、鹿島 茂、谷下雅義、石田眞二, ストレス計測に基づく道路交通環境の交通主

体別評価, 公益社団法人 日本交通政策研究会, p.64, 2011/11 

2. 横木 裕宗, 地球温暖化への 3つの選択, 生産性出版, pp. 123-131, 2011 

3. 車谷 麻緒, 非線形有限要素法・弾塑性解析の理論と実践, 森北出版, 第 3, 7 章, 2012 

 

[知能システム工学領域] 

著者名, タイトル, 出版社名, 担当ページ, 出版年/月 

1. 坪井一洋, システムと微分方程式, 三恵社, 2011/05 



73 

2. 梅津信幸, プログラマのための"伝える"仕事術, 技術評論社, 2011/05 

 

[工学基礎領域] 

著者名, タイトル, 出版社名, 担当ページ, 出版年/月 

1. 高橋 東之, イオン伝導体の材料技術と測定方法, サイエンス＆テクノロジー株式会社, 

pp.150-162, 2011/12 

2. 菊地 賢司, 総合原子力材料学 5.09 章 鉛及び鉛合金中における材料性能, エルゼビア, 

pp.207-219, 2012/03 

 

 

1.2 学術誌論文   

 

[機械工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月 

1. Katsuhiro Maekawa, Kazuhiko Yamasaki, Tomotake Niizeki, Mamoru Mita, Yorishige 

Matsuba, Nobuto Terada, Hiroshi Saito, Drop-on-demand Laser Sintering with Silver 

Nanoparticles for Electronics Packaging, IEEE Transactions on Components, Packaging 

and Manufacturing Technology, 10.1109/TCPMT.2011.2178606, 2011 

2. 前川克廣，山崎和彦，新関智丈，御田護，松葉頼重，寺田信人，齊藤寛, プリンテッドエ

レクトロニクス用レーザ焼結技術：銀ナノ粒子ペーストを用いた微細配線及び機能性膜形

成, エレクトロニクス実装学会誌, Vol.15, No.1, pp.96-105, 2012/01 

3. M. Ishak, K. Maekawa, K. Yamasaki, The characteristics of laser welded magnesium 

alloy using silver nanoparticles as insert material, Materials Science and 

Engineering A, 536, pp.143-151, 2012/02 

4. 山崎和彦，前川克廣, エレクトロニクス実装用銀ナノ粒子ペーストのレーザ焼結特性, レ

ーザ加工学会論文集, 2012 

5. Yohji Okada, Hidetoshi Miyazawa, Ryou Kondo, Masato Enokizono, Proposal of flux 

concentrated radial and axial magnetic bearing, Materials Science Forum, 670, pp. 

435-446, 2011 

6. 稲垣 照美，上江洲 智政, 相変化蓄熱媒体の熱物性と水平密閉矩形容器内の自然対流熱伝

達― エリスリトール ―, 化学工学論文集, Vol. 38, No. 4, pp.263-271, 2012 

7. Tadashi Nakazato and Terumi Inagaki, Analysis of Plant Function as 

Bio-Thermal-Conditioner Using Pothos (Epipremnum aureum), Thermochimica Acta, 

532,20, pp.49-55, 2012 

8. Satoshi Hozumi, Terumi Inagaki, Kazuyuki Kudo, Mateus Sidnei, Ronaldo Zucchi, 

Thermal Characteristics of Polybia Scutellaris Nests (Hymenoptera: Vespidae) Using 

Computational Fluid Dynamics: A Possible Adaptation to Tropical Climates, 

International Journal of Sociobiology, Vol.57, No.1, pp.1-19, 2011 



74 

9. Tadashi Nakasato, Terumi Inagaki, Hidehiro Hoshiba, Thermal Regulating Effect of 

Miniature Paddy Field as Bio-air-conditioner, Biogeography, Vol. 13, pp. 89-99, 

2011/09 

10. 稲垣照美，白土哲郎，岡部太郎, 加熱平板間に発達する自然対流熱伝達, 化学工学論文集, 

37,3,4, pp. 327-337, 2011/07 

11. 稲垣 照美，北澤 元気, 相変化蓄熱媒体の熱物性と水平密閉矩形容器内の自然対流熱伝達

― 酢酸ナトリウム3水和物 ―, 化学工学論文集, 37,3, pp. 261-270, 2011/05 

12. 稲垣照美，遠藤諒太, 自然の芳香と人の感性に関する基礎的研究, フレグランスジャーナ

ル社 アロマリサーチ, Vol. 12,No. 2, pp. 146-153, 2011/05 

13. Tomoya Nakajo,Kenji Tsuchiya,Mitsuru Konno, Comparison of fuel economy and exhaust 

emission tests of 4WD vehicle using single-axis chassis dynamometer and dual-axis 

chassisdynamometer, JSAE/SAE Powertrains, Fuel & Lubricants, 

JSAE20119300/SAE2011-01-2058, 2011/08 

14. Yukiko Ito, Tsuyoshi Kimura, Yusuke Ago, Kwangwoo Nam, Kaori Hiraku, Kozo Miyazaki, 

Toru Masuzawa and Akio Kishida, Nano-vibration effect on cell adhesion and its shape, 

Bio-Medical Materials and Engineering, Vol. 21, pp. 149-158, 2011 

15. 木村孝之，古谷仁，増澤徹, サブミクロンプロセスで製造された2次元集積化磁気センサ

における感度特性に関する研究, 映像情報メディア学会誌, Vol. 65, No. 3, pp. 1-3, 2011 

16. 西村宣彦，増澤徹，ダニエル L ティムス, 全人工心臓用アキシャル型磁気軸受の最適化

に関する研究, 電気学会研究会資料リニアドライブ研究会 LD-11-067～077, pp. 45-48, 

2011/11 

17. 長真啓，増澤徹，巽 英介, 乳児用人工心臓用ダブルステータ型磁気浮上モータの開発, 

日本 AEM学会誌, Vol. 19, No. 2, pp. 267-273, 2011/07 

18. 北郷将史,増澤徹, 西村隆, 許俊鋭, 治療用人工心臓のためのアキシャル型磁気浮上モー

タの開発, 日本 AEM学会誌, Vol. 19, No. 2, pp. 280-285, 2011/07 

19. Yamamoto K, Kimura T, Nam K, Funamoto S, Ito Y, Shiba K, Katoh A, Shimizu S, Kurita 

K, Higami T, Masuzawa T, Kishida A, Synthetic polymer-tissue adhesion using an 

ultrasonic scalpel, Surgical Endoscopy, Vol. 25, pp. 1270-1275, 2011/04 

20. 車田 亮，小吹隆之,伊藤吾朗，渡邉英雄，松尾 明, 銅とタングステンとの接合界面強

度に及ぼすイオン照射後熱処理の影響, 銅と銅合金, Vol. 51, No.1, pp. 153-157, 

2012/01 

21. 伊藤 勉,本橋 嘉信,伊藤 吾朗,平野 聡, 7075 アルミニウム合金の摩擦攪拌接合継手

の室温引張特性, 軽金属溶接, Vol. 49, No. 12, pp. 467-473, 2011/12 

22. Iya I.Tashlykova-Bushkevich,伊藤吾朗,Vasiliy G.Shepelevich ,鹿川隆廣, 急冷凝固

Al-Cr 合金からの水素放出速度, 軽金属, Vol. 61, No. 9, pp. 458-462, 2011/09 

23. Iya I.Tashlykova-Bushkevich,伊藤吾朗,Vasiliy G.Shepelevich 鹿川隆廣, Kinetics of 

Hydrogen Desorption from Rapidly Solidified Al-Cr Alloys, Materials Transactions, 

Vol. 52, No. 5, pp. 895-899, 2011/05 

24. 田中 伸厚, 高出力パルス核破砕中性子源におけるキャビテーション, 混相流, Vol. 24, 

No. 2, pp.138-145, 2011 
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25. 松村邦仁、神永文人、関東康祐、田中伸厚、三枝幹雄、菊地賢司、車田亮, 地域連携を生

かした茨城大学における原子力工学教育の取り組み, 工学教育, Vol. 60, No. 2, pp. 

51-56, 2012 

26. Y. Kanto, M.-J. Jhung, K. Ting, Y.-B. He, K. Onizawa and S. Yoshimura, Summary of 

International PFM Round Robin Analyses among Asian Countries on Reactor Pressure 

Vessel Integrity during Pressurized Thermal Shock, International Journal of Pressure 

Vessel and Piping, 90-91, 46-55, 2011 

27. 松田 健一, 岡田 養二, 鈴木 浩成，竹中智哉，榎園正人, 永久磁石併用磁気軸受シス

テムの研究, 日本 AEM学会誌, Vol. 20, No. 1, pp. 213-219, 2012/03 

28. 松田 健一,  寺山 昌幸,  近藤 良,  増澤 徹, アウターロータ型 5軸制御セルフベアリ

ングモータの開発, 日本機械学会論文集Ｃ編, 77, 777, pp. 1949-1959, 2011/05 
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pp.137-150, 2012 

18. 植木 誠一郎, Weighted composition operators acting between the N_p space and the 

weighted-type space Hα^∞, Indag. Math., Vol.23, No.3, pp.243-255, 2012 
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Ionics, p.232, 2011/07 

15. Fumiaki Sekine,  Mika Eguchi, Yoshio Kobayashi, Yasuyuki Tsutsumi, Preferred test 

conditions for measuring flow rate distribution between cells in a polymer 

electrolyte fuel cell stack P414, 18th Conference on Solid State Ionics, p.474, 

2011/07 

 

[電気電子工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月 

1. Kazumi Kurihara, Tomotsugu Kubota, Masaki Shimazaki, and Toru Nakamura, EMF and 

Efficiency Measurements of a Novel Self-Excited Reluctance Generator, IEEE 
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Takahashi Koji, Kajiwara Ken, Sakamoto Keishi, Development of High Power Wideband 

Diplexer for ECCD System in Fusion Devise, Proc. of The 7th International Student 
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and departure processes of nodes in P2P systems, Proc. of The 3rd IEEE International 

Workshop on Management of Emerging Networks and Services, pp.635-640, 2011/12 

5. Yusuke Kozawa, Hiromasa Habuchi, Theoretical Analysis of Parallel Combinatory 

Spread-Spectrum Communication System for Optical Wireless Communications, 

Proceeding of The 8th International Conference on Information, Communications, and 

Signal Processing, ICICS2011, 2011/12 

6. Takayoshi Numata, Hiromasa Habuchi, An Optical MPPM-PSM Scheme for Increasing Data 

Transmission Rate, Proceeding of The 8th International Conference on Information, 

Communications, and Signal Processing, ICICS2011, 2011/12 

7. Tomoaki Murata, Hiromasa Habuchi, Effect of Unequal Transmission Power Allocation 

In Turbo-Coded Optical Wireless Communication System, Proceeding of The 8th 

International Conference on Information, Communications, and Signal Processing, 

ICICS2011, 2011/12 

8. Koichiro Hashiura, Hiromasa Habuchi, Theoretical Analysis of The Modified Binary 

Countdown Scheme, Proceeding of The 8th International Conference on Information, 

Communications, and Signal Processing, ICICS2011, 2011/12 

9. (Yusuke Kozawa, Hiromasa Habuchi, Enhancement of Optical Wireless N-CSK System, 

Proceedings of The 8th Asia-Pacific Wireless Communication Symposium, APWCS2011, 

2011/08 

10. Koichiro Hashiura, Hiromasa Habuchi, The Modified Binary Countdown Scheme for 

Vehicular Ad-hoc Network System, Proceedings of The 8th Asia-Pacific Wireless 

Communication Symposium, APWCS2011, 2011/08 

11. Satoshi MATSUMOTO, Masaru KAMADA, Renchin-Ochir MIJIDDORJ and Rentsen ENKHBAT, Image 

interpolation by cardinal splines in piecewise constant tension, Proceedings of the 

International Conference on Sampling Theory and Applications 2011, Singapore, 

2011/05 

12. Takashi MIYASHIMA, Masaru KAMADA, Renchin-Ochir MIJIDDORJ and Rentsen ENKHBAT, Image 

data compression by compact wavelets orthogonal with respect to weighted Sobolev 

inner product, Proceedings of the International Conference on Sampling Theory and 

Applications 2011, Singapore, 2011/05 

13. Mikio Kano and Kazuhiro Suzuki, Geometric graphs in the plane lattice, Computational 

geometry (LNCS Springer), 7579, pp.274-281, 2012 

14. Ashish Choudhury, Kaoru Kurosawa, Arpita Patra, Simple and Efficient Single Round 

almost Perfectly Secure Message Transmission Tolerating Generalized Adversary, ACNS 

2011, LNCS 6715, pp.292-308, 2011/06 

15. Kaoru Kurosawa, Ryo Nojima, Le Trieu Phong, Generic Fully Simulatable Adaptive 

Oblivious Transfer, ACNS 2011, LNCS 6715, pp.274-291, 2011/06 
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16. Ashish Choudhury, Kaoru Kurosawa, Arpita Patra, The Round Complexity of Perfectly 

Secure General VSS, ICITS 2011, LNCS 6673, pp.143-162, 2011/05 

17. Minoru Sasaki and Hiroyuki Shinnou, Word Sense Disambiguation Based on Distance 

Metric Learning from Training Documents, The Sixth International Conference on 

Advances in Semantic Processing (SEMAPRO2012), 2012 

18. Minoru Sasaki and Hiroyuki Shinnou, Detection of Peculiar Word Sense by Distance 

Metric Learning with Labeled Examples, LREC-2012, 2012 

19. D.D.G.L. Dahanayaka, H. Tonooka, M.J.S. Wijeyaratne, K.N.S. Warnajith, A. Minato, 

and S. Ozawa, Water quality monitoring in tropical estuarine waters using satellite 

remote sensing data - case studies from Sri Lanka, Proc. of the 7th International 

Student Conference at Ibaraki University (ISCIU7), O-206, 2011/12 

20. H. Tonooka, and M. Hirayama, Development of Japanese inland water surface temperature 

database using ASTER thermal infrared imagery, Proc. of SPIE, 8174, 2011/10 

21. D.D.G.L. Dahanayaka, H. Tonooka, M.J.S. Wijeyaratne, A. Minato, and S. Ozawa, 

Integration of multisource data for chlorophyll-a monitoring in Negombo estuary, 

Sri Lanka, Proc. of IEEE International Geoscience and Remote Sensing Symposium 

(IGARSS 2011), pp.2149-2152, 2011/07 

22. H. Tonooka, S. J. Hook, T. Matsunaga, S. Kato, E. Abbott, and H. Tan, ASTER/TIR 

vicarious calibration activities in the last 11 years, Proc. of IEEE International 

Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGARSS 2011), pp.3653-3656, 2011/07 

23. Dahanayaka, D.D.G.L., H. Tonooka, M.J.S. Wijeyaratne, A. Minato, and S. Ozawa, Change 

detection in the channel segment of Negombo estuary, Sri Lanka using time series 

satellite data and its possible ompacts on estuarine productivity, Proc. of the 9th 

Asian Fisheries and Aquaculture Forum, pp.156-157, 2011/04 

24. Kaoru Kurosawa, Yasuhiro Ohtaki, UC-secure searchable symmetric encryption, 

Financial Cryptography and Data Security Lecture Notes in Computer Science, 7397, 

pp.285-298, 2012/02 

25. Mamoru Fujiyoshi, Kazunori Minatani, Akiko Osawa, Akio Fujiyoshi, Hirofumi Oyamada, 

Shunsuke Yakushiji, Yuya Arai, Kosuke Shimizu, Tatsuya Shimada, Toshiaki Aomatsu, 

Haruhiko Sawazaki, Evaluation of Two Types of New Auditory Testing Media with Paper 

Booklets and Digital Audio Players for the Active Reading of Test-Takers with Print 

Disabilities, Proceedings of The International Workshop on Digitization and 

E-Inclusion in Mathematics and Science 2012 (DEIMS12), pp.107-114, 2012/02 

26. Akio Fujiyoshi, Koji Nakagawa, Masakazu Suzuki, Robust Method of Segmentation and 

Recognition of Chemical Structure Images in ChemInfty, Pre-proceedings of the Ninth 

International Workshop on Graphics Recognition (GREC 2011), pp.121-125, 2011/09 

27. Karzel Daniel, Koji Nakagawa, Akio Fujiyoshi, Masakazu Suzuki, Inconsistency-Driven 

Chemical Graph Construction in ChemInfty, Pre-proceedings of the Ninth International 

Workshop on Graphics Recognition (GREC 2011), pp.101-109, 2011/09 
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28. Takayuki Yamada, Discussion of stability of adaptive type neural network direct 

controller and its folding behavior, Proceeding of The Seventeenth International 

Symposium on Artificial Life and Robotics AROB17th '12(2012), pp.1033-1036, 2012/01 

29. T.Yamada, Discussion of Neural Network Controllers from the point of view of Inverse 

Dynamics and Folding Behavior, Proceeding of SICE Annual Conferenece 2011 

sept.13-18,Waseda University,Tokyo, Japan, pp.2210-2215, 2011/09 

30. Patu V, Edna T.U, Alno U, Minato A, Noguchi H and Ozawa S, A Proposed Replication 

system disks method for our KISSEL project, Proc. Association for the Advancement 

of Computing Education Conference 2011 in Melbourne, Australia, pp.442-446, 2011/04 

 

[都市システム工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月 

1. Ebine, Y., Murakami, S., Komine, H., Ogawa, H. and Yasuhara, K., Evaluation of 

economic damage on liquefaction hazard induced by global climate change, Proceedings 

of the 14th Asian Regional Conference on Soil Mechanics and Geotechnical Engineering, 

2011/05 

2. Watanabe, Y. and Komine, H., Influence of cation leaching on water retentivity of 

drinking water sludge, Proceedings of the 14th Asian Regional Conference on Soil 

Mechanics and Geotechnical Engineering, 2011/05 

3. Komine, H., Predicting hydraulic conductivity of bentonite backfill after swelling, 

Proceedings of the 14th Asian Regional Conference on Soil Mechanics and Geotechnical 

Engineering, 2011/05 

4. HISAMICHI NOBUOKA, MAI VAN CONG, VALNERABILITY CHANGE IN COASTAL ZONES OF VIETNAM 

AND JAPAN, ASIAN AND PACIFIC COASTS 2011, pp.392-404, 2011/11 

5. Hisamichi Nobuoka, Nobuo Mimura, Assessments of Early Adaptations due to Sea-Level 

Rises and Storm Surges in Asian and Oceanic Coastal Zones, proceeding of Coastal 

Structure 2011, A3-9, 2011/09 

6. Ajima, F Komine, H. Murakami, S., influence of different suction control methods 

on soil-water characteristic curves of adecomposed granite soil, Proceedings of the 

5thAsia-Pacific Conference on Unsaturated Soils, 1, pp.369-372, 2011/11 

7. Watanabe, Y. Komine, H. Yasuhara, K. Murakami, S. Toyoda, K., Serial batch leaching 

test for evaluating degradation of drinking water sludge in geotechnical reuse, 6th 

International Congress on Environmental Geotechnics, 2011/11 

8. Yasuhara, K. Murakami, S. Komine, H. Saimaru, A. Ajima, F., Cyclic and post-cyclic 

instability of unsaturated non-plastic silt, Proceedings of the 14th Asian Regional 

Conference on Soil Mechanics and Geotechnical Engineering, 2011/05 

9. Kuwahara Yuji and Osamu saito, Spatial Information at the Coastal region, Coastal 

Monitoring for Climate Change Adaptation, Hanoi, 2011/09 
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10. Mishima, I., Yoshida, Y., Fujita, M., Change in N2O production from conventional 

activated sludge process by Tohoku Earthquake in Japan, IWA-Nutrients Removal and 

Recovery, 2012 

11. Ishiwatari, Y., Mishima, I., Utsuno, N., Kato T., Fujita, M., Major particulate 

elements originating from aging water pipes, IWA The 9th International Symposium 

on Water Supply Technology, 2012 

12. Nittami, T., Mukai, M., Uematsu, K., Matsumoto, K., Fujita, M., Influence of 

composition of intracellular polyhydroxyalkanoates on PAO metabolism change under 

strictly aerobic condition, 15th International Biotechnology Symposium and 

Exhibition, 2012 

13. Mishima, I., Ito, K., Yoshida, Y., Fujita, M., Evaluation of nitrous oxide production 

potential based on nitrite behavior in nitrification and denitrification process, 

Water and Environment Technology Conference 2012 (WET2012), 2012 

14. Suzuki, J., Tsuji, K., Fujita, M., Factors controlling nitrification potential and 

nitrous oxide production in wastewater treatment, IWA-ASPIRE Regional Conference 

and Exhibition, oral-14-15-1, 2011 

15. Ishiwatari, Y., Mishima, I., Utsuno, N., Fujita, M., Diagnosis of aging of water 

pipe systems by water quality and structure of iron corrosion in supplied water, 

IWA-ASPIRE Regional Conference and Exhibition, oral-9-1-4, 2011 

16. Wang, L., Suzuki, J., Tsuji, K., Fujita, M., Factors influencing rapid increase in 

acetate uptake activity of glycogen-accumulating organisms, IWA-ASPIRE Regional 

Conference and Exhibition, oral-14-11-5, 2011 

17. Mishima, I., Yoshida, Y., Fujita, M., Characteristics of nitrogen removal and N2O 

generation in small scale wastewater treatment plant, IWA Conference on Small 

Sustainable Solutions for Water, pp.712-713, 2011 

 

[知能システム工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月 

1. Satoru Yamazaki, Takahiro Baba, Nobuyuki Umezu, Masatomo Inui, Fast Safety 

Verification of Interior Parts of Automobiles, Proc. of 2011 IEEE International 

Conference on Mechatronics and  Automation, ICMA 2011, pp.1957-1962, 2011/08 

2. Masatomo Inui, Nobuyuki Umezu, Marie Fushimi, Fast Estimation of Milling Result with 

GPU, Proc. of 2011 Asian Conference on Designing and Digital Engineering, ACDDE 2011, 

pp.9-14, 2011/08 

3. Masatomo Inui, Nobuyuki Umezu, Yuji Hasegawa, A Hybrid Collision Detection Method 

for Anti-Crash, Proc. of 2011 Asian Conference on Designing and Digital Engineering, 

ACDDE 2011, pp.305-310, 2011/08 

4. Jun Shimizu, Go Kobayashi, Naomi Hasegawa, Takeyuki Yamamoto, Hirotaka Ojima, Teppei 

Onuki, Libo Zhou, Influence of Surface Micro Texture on Photocatalitic Function of 

Titanium Dioxide Film, Materials Science Forum, 706-709, pp.2646-2651, 2012/01 
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5. Kaoru Takamori, Hirotaka Ojima, Libo Zhou, Teppei Onuki, Jun Shimizu, Takeyuki 

Yamamoto, Image Based Defect Detection Algorithm by Use of Wavelet Transformation, 

Proceedings of the 6th International Conference on Leading Edge Manufacturing in 

21st Century (LEM21), Saitama, 3323(4pp), 2011/11 

6. Jun Shimizu, Wataru Ohsone, Hirotaka Ojima, Teppei Onuki, Libo Zhou, Takeyuki 

Yamamoto, Nanomold Fabrication by Scratching and Its Application to Nanoimprint 

Lithography, Proceedings of the 6th International Conference on Leading Edge 

Manufacturing in 21st Century (LEM21), Saitama, 3327(4pp), 2011/11 

7. Jun Shimizu, Libo Zhou, Takeyuki Yamamoto, Molecular Dynamics Simulation of Energy 

Dissipation Process in Atomic-scale Stick-slip Phenomenon, Extended Abstracts of 

International Tribology Conference, Hiroshima (ITC Hitoshima 2011), C2-11(1pp), 

2011/10 

8. Teppei Onuki, Naoto Takagi, Jun Shimizu, Hirotaka Ojima, Libo Zhou, Spectroscopic 

Measurements of Silicon Wafer Thickness for Backgrinding Process, Advanced Materials 

Research, 325, pp.672-677, 2011/09 

9. Yuka Iwabuchi, Li Li, Kozo Ohtani, Mitsuru Baba, 3D shape measurement of a transparent 

object with unknown refractive index by inverse ray tracing method, SICE Annual 

Conference 2011, 2011 

10. 馬場 充, Basic Characteristics of a Multi-layer Touch Panel, Takahiro Ugajin, 

Mitsuru Baba, 2011/08 

11. Li Li , Kozo Ohtani, Mitsuru Baba, 3D Reconstruction of Concave  Surface of the 

Specular Object with Inter-reflection, SICE Annual Conference 2011, 2011/08 

12. Kozo Ohtani, Mitsuru Baba, Target Classification of a Pillar-like Object Located 

at Any Free Position by Ultrasonic Sensor Array, SICE Annual Conference 2011, 2011/08 

13. Kozo Ohtani, Mitsuru Baba, An Ultrasonic Local Positioning System Using Four Base 

Stations, SICE Annual Conference 2011, 2011/08 

14. Zi-Jiang Yang, Y. Fukushima and P. Qin, Decentralized Adaptive Robust Control of 

Robot Manipulators, International Conference on Advanced Mechatronic Systems,  

2011/09 

15. Eimei Oyama and Naoji Shiroma, Behavior Navigation System for Use in Harsh 

Environments, 9th IEEE International Symposium on Safety, Security, and Rescue 

Roboics (SSRR 2011), 2011/11 

16. 福岡 泰宏, ABLE: A Standing Style Transfer System for a Person with Disabled Lower 

Limbs (Improvement of Stability when Traveling), Industrial Robot, 2011 

17. Kazuya Nakata, Tomoya Suzuki, Evaluating the Risk of Nonlinear Prediction with the 

Bagging Algorithm, Proceedings of International Symposium on Nonlinear Circuits and 

Signal Processing, pp.748-751, 2012/03 

18. Yousuke Otsuka, Tomoya Suzuki, Data Sampling Strategies for Long-Term Predictions 

of Deterministic Jump Systems, Proceedings of International Symposium on Nonlinear 

Circuits and Signal Processing, pp.88-91, 2012/03 



108 

19. Inose Satoshi, Tomoya Suzuki, Stock Portfolio Management with Nonlinear Time Series 

Prediction, Proceedings of International Symposium on Nonlinear Circuits and Signal 

Processing, pp.144-147, 2012/03 

20. Tomohiro INADA, Hirotaka Ojima, Libo Zhou, Teppei ONUKI, Jun SHIMIZU, Development 

of novel polishing system by use of acoustic trap, Proceedings of ASPEN2011,  2011 

21. Hirotaka OJIMA, Kazutaka NONOMURA, Libo Zhou, Jun SHIMIZU, Teppei ONUKI, Design of 

digital filters for Si wafer surface profile measurement - Denoising by total 

variation -, Proceedings of ASPEN2011, 2011 

22. Kaoru TAKAMORI, Hirotaka OJIMA, Libo ZHOU, Teppei ONUKI, Jun SHIMIZU, Takeyuki 

YAMAMOTO, Image based defect detection algorithm by use of wavelet transformation, 

Proceedings of 6th LEM21, 2011 

23. Yuki Mikami, Libo Zhou, Jun Shimizu, Hirotaka Ojima, Yoshiaki Tashiro, Sumio Kamiya, 

Development of CMG Wheels for Stress Relief in Si Wafer Thinning Process, Advanced 

Materials Research, 325, pp.678-683, 2011 

24. Fumihiro Aizawa, Teppei Onuki, Takeyuki Yamamoto, Hirotaka Ojima, Jun Shimizu, Libo 

Zhou, Short pulse laser micro machining on hard and brittle monocrystal surfaces, 

Proceedings of the 6th International Conference on Micromanufacturing (ICOMM2011), 

pp.339-343, 2011 

25. Keito Uezaki, Jun Shimizu, Libo Zhou, Teppei Onuki, Hirotaka Ojima, Takeyuki Yamamoto, 

Development of Cutting Tool Accompanied by Local Hydrostatic Pressure Field 

Formation - Proposal of Cutting Model by Using Molecular Dynamics -, Proceedings 

of the 6th International Conference on Micromanufacturing (ICOMM2011), pp.13-17, 

2011 

26. Takashi Miyashita, Masatatoshi Iwabuchi, Hideyasu Sumiya, Communication Assistive 

Eye Control Mouse Driver Use For the GPC, Proc. of ISCIU7, ,P-003,1-2, 2011/12 

27. Yuuki Nakao, Tomoyuki Shinji, Hideyasu Sumiya, A Consideration on Photosensitivity 

against Blinking Stimulation in Aspect of Evoked EEG Activity - PSE Prevention and 

Relaxation Effect, Proc. of ISCIU7, P-010,1-2, 2011/12 

28. Kazuki Yoshida, Hideyasu Sumiya, Self body strength assessment system based on stable 

gait pattern indexes, Proc. of ISCIU7, ,O-209,1-2, 2011/12 

 

[工学基礎領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月 

1.  Kyohei Komatsuda, Atsushi Minato Masanori Itaba, Satoru Ozawa, Development of 

disaster monitoring system using network camera, Proc. the 7th International 

Students’ Conference at Ibaraki University,P-026, 2011/11 

2.  Yuto Adachi, Masanori Itaba, Satoru Ozawa, Atsushi Minato, Attempt on Generation 

of Toda Soliton like Exicitations in Various Model Potentidal Systems, Proc. the 

7th International Students’ Conference at Ibaraki University, P-021, 2011/11 
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3.  Alno Ualesi, Satoru Ozawa, Edna Temese, Vaise Patu, ICT Developments for 

Communications Sustainability in Samoa, Proc. the 7th International Students’ 

Conference at Ibaraki University, P-019, 2011/11 

4.  Wu Liang, Sarkar Barbaq Quarmal, Atushi Minato, Satoru Ozawa, Development of indoor 

human activity measurement system, Proc. the 7th International Students’ Conference 

at Ibaraki University, P-016, 2011/11 

5.  Edna Temese Ualesi, Vaise Patu, Alno Ualesi and Satoru Ozawa, Development and 

Implementation of E-learning Networks in Samoa, Proc. the 7th International Students’ 

Conference at Ibaraki University, O-105, 2011/11 

6.  D.D.G.L. Dahanayaka, H. Tonooka,  M.J.S. Wijeyaratne, A. Minato and S. Ozawa, 

Integration of Multisource data for Chlorophyll-a  Monitoring in Negombo estuary, 

Sri Lanka, Proc.International Geoscience and Remote Sensing Symposium (IGRASS 2011), 

pp.2149-2152, 2011/07 

7.  Sarkar Barbaq Quarmal, M. Khaled Kamal, M. Itaba, A. Minato, S. Ozawa, Computational 

model of social decision making process, Proc. The 7th International Students’ 

Conference at Ibaraki University, P-20, 2011/11 

8.  Nalin Warnajith, Gamunu Dassanayaka, D.D.G.L. Dahanayaka, Sarkar Barbaq Quarmal, 

Vaise Patu, Atsushi Minato, Satoru Ozawa, Effective Data Synchronization Process 

Based on KISSEL, Proc. The 7th International Students’ Conference at Ibaraki 

University, P-49, 2011/11 

9.  Toufiqur Rahman Chowdhury,Sarakar Barbaq Quarmal, M. Khaled Kamal, Satoru Ozawa, 

Future of Next Generation Digital Video Broadcasting, Proc. the 7th International 

Students’ Conference at Ibaraki University, O-213, 2011/11 

10. D.D.G.L. Dahanayaka, H. Tonooka, M.J.S. Wijeyaratne, K.N.S. Warnajith, A. Minato 

and S. Ozawa, Water quality monitoring in tropical estuarine waters using Satellite 

Remote Sensing data - case studies from Sri Lanka, Proc. the 7th International 

Students’ Conference at Ibaraki University, O-206, 2011/11 

11. Dammi Bandara, Nalin Warnajith, Atsushi Minato, Satoru Ozawa, Computational approach 

for creating alphabet fonts of early Brahmi inscriptions in Sri Lanka, Proc. the 

7th International Students’ Conference at Ibaraki University, O-116, 2011/11 

12. Dahanayaka, D.D.G.L., H. Tonooka, A. Minato, M.J.S. Wijeyaratne, and S. Ozawa, Change 

Detection of in the channel segment of Negombo estuary, Sri Lanka using time series 

satellite data and its possible impacts on estuarine productivity, Proc. 9th Asian 

Fisheries Forum, Shanghai, China, pp.156-157, 2011/04 

13. Patu V, Edna T.U, Alno U, Minato A, Noguchi H and Ozawa S, A Proposed Replication 

system disks method for our KISSEL project, Proc. Association for the Advancement 

of Computing Education Conference 2011 in Melbourne, Australia, pp.442-446, 2011/04 

14. I. Dahanayaka, D.D.G.L., H. Tonooka, M.J.S. Wijeyaratne, K.N.S. Warnajith, G. 

Dassanayake, A. Minato and S. Ozawa, Remote Sensing as a Tool for Sustainable 
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Management of Estuaries and Lagoons of Sri Lanka, Porc.International Seminar on 

Sustainability Science and ICT, 2012/03 

15. 小澤 哲, Evaluation of Chlorophyll retrieval algorithm using an intermittently 

closed tidal estuary: The Chilaw lagoon in the west coast of Sri Lanka, Proceedings 

of the 51st  Conference of the Remote Sensing Society of Japan (RSSJ), pp.55-56, 

2011/11 

16. H. TANIGUCHI, A. MINATO, S. OZAWA, K. KATO, N. SAITO, M. KARIYA, T. YAMADA and M. 

KOCHI, VIEWER’S EVALUATION OF STORAGE-BASED CONTENT DISTRIBUTION SERVICE, Int. Conf. 

on Biometrics and Kansei Engineering (ICBAKE), pp.144-149, 2011 

 

1.4 大学・研究所等紀要 

 

[機械工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. Nakamura N, Nam K, Kimura T, Masuzawa T, Okada T, Kishida A, Surface characteristics 

and bonding of medical polymeric material, 東京医科歯科大学生体材料工学研究所年

報, Vol. 45, pp.14-16, 2011,  

2. Nakamura N, Nam K, Kimura T, Masuzawa T, Okada T, Kishida A, Surface characteristics 

and bonding of medical polymeric material, 東京医科歯科大学生体材料工学研究所年

報, Vol.45, pp.14-16, 2011,  

 

[物質工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

 

[電気電子工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

 

[メディア通信工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1.  辻龍介, 飛行中のレーザー核融合燃料ターゲットの位置計測モジュール開発, 双方向型共

同研究成果報告書、平成２３年度、核融合科学研究所, pp.122-123, 2012/03 

 

[情報工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1.  仙波一郎, 「高校数学」学力推移, 茨城大学大学教育センター紀要, No.2, pp.23-30, 

2012/03,  

 

[都市システム工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 
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1. 小柳武和、米倉達広、桑原祐史、町田聡、石内鉄平, 公園管理および土地被覆状況のセン

シング手法に関する研究, 茨城大学 ICAS 年報, 2012/03,  

2. 桑原祐史、齋藤修、山田貴弘、安原一哉、小柳武和, 茨城県を対象とした CO2計測に関す

る研究, 茨城大学 ICAS 年報, 2012/03,  

3. 桑原祐史、小柳武和、山崎貴大, 茨城県を対象とした地歴システムの開発に関する研究, 

茨城大学 ICAS 年報, 2012/03,  

4. 村上哲，小峯秀雄，大樂章文, 気候変動に伴う斜面災害防止のためのセンシング技術の開

発, ICAS 年報, 2011  

5. 村上哲，小峯秀雄, 広域地盤災害予測のための地盤構造モデルの開発, ICAS 年報, 2011 

6. 村上哲，小峯秀雄，安原一哉, 5 地盤災害, 東日本大震災調査報告書改訂版, 2011/08  

 

[知能システム工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 住谷 秀保, 人間対応型電動車椅子の走行制御, 放送大学研究年報, No.29, pp.115-120, 

2011 

 

[工学基礎領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 村上雄太郎、今井昭夫, 現代ベトナム語における漢越語の研究(3) 日本語の場合とは並び

方が逆になる２音節漢越語, 東京外大 東南アジア学, Vol.17, pp.1-11, 2012/03, 

 

1.5 総説・解説・報告等 

 

[機械工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 稲垣照美，椎名保顕，藤村薫，神永文人，菱田誠，武田哲明，文沢元雄，久保真治, 原子

炉出力変動吸収機構の開発研究, 東京大学大学院工学系研究科原子力専攻 平成23年度共

同利用成果報告書, 2012 

2. 稲垣 照美, 原子炉出力変動吸収機構の開発研究, 東京大学大学院工学系研究科原子力専

攻 平成 22年度共同利用成果報告書, 2011 

3. 金野 満, 2010 年度のエンジンシステムを取り巻く状況と研究の動向, 日本機械学会誌, 

Vol.114, No.1113, p.36, 2011/08 

4. 伊藤吾朗, 非鉄金属材料の熱処理技術, 熱処理, Vol.51, No.2, pp.51-57, 2011/04  

5. 前川克廣、山崎和彦、新関智丈、御田護、松葉頼重、寺田信人、齊藤寛, プリンテッドエ

レクトロニクス用レーザ焼結技術：銀ナノ粒子ペーストを用いた微細配線及び機能性膜形

成, エレクトロニクス実装学会誌, Vol.15, No.1, pp.96-105, 2012/01 

 

[物質工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 
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1. 間中淳、五十嵐淑郎, 数を数えて濃度を知る 新しい環境モニタリング技術 －eye Mip

法ー, 「ＯＨＭ]誌, No.5, pp.2-3, 2011/05  

2. 西野 創一郎, マグネシウム合金板材のプレス成形技術, 軽金属, 2011/06 

3. 細谷 孝明, 大原 高志, 茨城県生命物質構造解析装置(iBIX)による水素・水和水の構造研

究/産業利用, RADIOISOTOPES, Vol.60, No.2, pp.89-97, 2011 

 

[電気電子工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 鵜殿治彦, 見直され始めたシリサイド系熱電材料, 日本熱電学会誌, Vol.8, No.3, pp.3-6, 

2012/03 

 

[メディア通信工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 足立、小山田, 時間領域測定技術による光ファイバ分布型センシング, 計測と制御, Vol.51, 

No.3, pp.217-222, 2012/03  

 

[情報工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 外岡秀行, ASTER 夜間熱赤外画像に見る東日本大震災, 日本リモートセンシング学会誌, 

Vol.31, No.3, pp.334-337, 2011/06 

2. 渋沢 進、小林 守、大野 博、米倉 達広, P2P システムにおけるノードの離脱過程と生存

ノードの接続, 電子情報通信学会 信学技報, pp.9-16, 2011/04 

 

[都市システム工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 横木 裕宗, 気候変動が海岸域におよぼす影響, 理大 科学フォーラム, Vol.28, No.1, 

pp.14-17, 2011 

2. 小峯秀雄, 災害廃棄物，放射性廃棄物の処理・処分における学術知見と今後の展望, 土木

学会誌, Vol.96, No.10, pp.42-45, 2011/10  

3. 小峯秀雄, 法科学としての地盤工学, 地盤工学会誌, Vol.59, No.10, p.28, 2011/10 

4. 小峯秀雄, 産業副産物利用の広がりと展望, 土木学会誌, Vol.96, No.4, pp.27-28, 

2011/04 

5. 秋山哲男,山田稔,石塚裕子, 東日本大震災いわき市・北茨城市調査報告, 福祉のまちづく

り研究, Vol.13, No.3, pp.24-31, 2011/11 

 

[知能システム工学領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1. 乾 正知, 加工命令の自動生成における加工シミュレーションの利用と今後への期待, 

型技術誌, Vol.26, No.9, pp.18-22, 2011/09 
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2. 平岡尚文，川口雅弘，加納 眞，長谷亜蘭，清水 淳，廣瀬伸吾, 関東地区中小企業にお

けるトライボロジーに関する調査報告, トライボロジスト, Vol.57, No.3, pp.179-187, 

2012/03 

3. 清水 淳, 忘れじの豪州クイーンズランド, 砥粒加工学会誌, Vol.56, No.1, pp.52-53, 

2012/01 

4. 小貫哲平, マイクロ熱発電, 静電気学会誌, Vol.35, No.5, pp.208-213, 2011/10 

 

[工学基礎領域] 

著者名, タイトル, 掲載誌名, 巻号頁, 出版年/月, 備考 

1.  熊沢 紀之, 飯舘村の除染現場より：今，化学者は何をすべきか・放射性物質の汚染除去に

向けて, 現代化学 2011 年 7月号 No.484, pp.34-38, 2011/07 

 

1.6 その他   

 

[機械工学領域] 

1. Keigo Ukita, Toru Masuzawa, Hiroyuki Onuma, Takashi Nishimura, Shunei Kyo, A radial 

type self-bearing motor for small maglev regenerative blood pump, 第 20 回 MAGDA コ

ンファレンス Proceedings, pp.30-35, 2011/11 

 

[物質工学領域] 

1. Katsuhiro Kusaka, Taro Yamada, Takaaki Hosoya, Takashi Ohhara, Kazuo Kurihara, 

Katsuaki Tomoyori, Takeshi Yokoyama, Ichiro Tanaka, and Nobuo Niimura, The first 

neutron structure analysis of protein with ibix in j-parc, Acta Cryst. A, Vol.67,C, 

pp.734-735, 2011/08 

2. Ichiro Tanaka, Katsuhiro Kusaka, Takaaki Hosoya, Kurihara Kazuo, Takashi Ohhara, 

Taro Yamada, Katsuaki Tomoyori, Takeshi Yokoyama, Nobuo Niimura, Overview of the 

IBARAKI biological crystal diffractometer(iBIX) at J-PARC, Acta Cryst. A, Vol.67,C, 

pp.732-733, 2011/08 

3. N.Niimura, T.Chatake, I.Tanaka, K.Kusaka, Proton polarization technique for neutron 

protein crystallography (NPC), Acta Cryst. A, Vol.67,C,p.732, 2011/08  

4. Takuro Kawasaki, Kota Takano, Miwako Takahashi, Takashi Ohhara, Ken-ichi Ohshima, 

Katsuhiro Kusaka, Ichiro Tanaka, Taro Yamada, Takaaki Hosoya, Kazuo Kurihara, Nobuo 

Niimura, Crystal structure of C4H8ONH2-PbBr3 by neutron and X-ray diffraction 

experiments, Acta Cryst. A, Vol.67,C, pp.730-731, 2011/08 

5. Takaaki Hosoya, Tatsuya Nakamura, Masaki Katagiri, Masumi Ebine, Atsuhi Birumachi, 

Katsuhiro Kusaka, Katsuaki Tomoyori, Taro Yamada, Takeshi Yokoyama, Takashi Ohhara, 

Kazuo Kurihara, Nobuo Niimura, Ichiro Tanaka, and Kazuhiko Soyama, Developments for 

Upgrades of 2-Dimension Scintillator Detector System, Data Acquisition Electronics 

and Software for J-PARC, Acta Cryst. A, Vol.67,C, p.653, 2011/08  
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6. Takeshi Yokoyama, Yuko Nabeshima, Takaaki Hosoya, Takashi Ohhara, Kazuo Kurihara, 

Katsuhiro Kusaka, Mineyuki Mizuguchi, Ichiro Tanaka, Nobuo Niimura, Preliminary 

neutron crystallographic study of mutant Transthyretin, Acta Cryst. A, Vol.67,C, 

pp.300-301, 2011/08  

 

[電気電子工学領域] 

 

[メディア通信工学領域] 

 

[情報工学領域] 

1. 外岡秀行, ASTER 雲量推定に関する研究, 平成 22年度委託事業 石油資源遠隔探知技術の

研究開発報告書, (独)産業技術総合研究所, 2.6-1～9, 2011  

2. 外岡秀行, ASTER データを用いた広域分光放射率マップの作成, 平成 22年度委託事業 石

油資源遠隔探知技術の研究開発報告書, (独)産業技術総合研究所, 3.5-1～6, 2011  

3. 外岡秀行, ASTER 熱赤外バンドの代替校正に関する研究, 平成 22年度委託事業 石油資源

遠隔探知技術の研究開発報告書, (独)産業技術総合研究所, 2.4-1～12, 2011  

 

[都市システム工学領域] 

1. 桑原祐史・江田雄樹・佐藤大作・横木裕宗・小柳武和, マーシャル諸島共和国マジュロ環

礁を対象とした沿岸域の対策優先地区選定プロセス, (社)土木学会第66回年次学術講演

会講演概要集(CD-R), Ⅶ-077, 2011/09  

2. 石内鉄平・小柳武和・桑原祐史, 地球温暖化による水戸偕楽園の梅への影響分析, (社)土

木学会第66回年次学術講演会講演概要集(CD-R), Ⅶ-070, 2011/09 

3. 山田貴弘・桑原祐史・斉藤修・小柳武和, 茨城県北、県南、鹿行地区を対象とした CO2濃

度変動分析, (社)土木学会第 66回年次学術講演会講演概要集(CD-R), Ⅳ-006, 2011/09  

4. 岡田遥平・桑原祐史・小柳武和・横木裕宗, 全球低平地における水没域推定を目的とした

DSM補正の検討, (社)土木学会第66回年次学術講演会講演概要集(CD-R), Ⅳ-005, 2011/09  

5. 山田稔, 寺内義典, 北川博巳, 大竹博, 猪井博登, 大島明, 横山哲, バリアフリー整備

の評価における当事者ニーズの反映, 土木計画学研究・講演集, 43,,SS7-1～4, 2011/05 

6. 髙橋健太, 山田稔, 既存バス路線の活性化に対する住民の組織的な取り組みについて ―

茨城県日立市諏訪地区の公共交通利用促進活動を事例として―, 土木計画学研究・講演集, 

43,31-1 ～ 4, 2011/05  

 

[知能システム工学領域] 

 

[工学基礎領域] 

1. 菊地 賢司, フロンティア応用原子科学研究センター ・材料領域研究室, 首都圏北部 4大学

研究室紹介・産学間連携の入り口 フォー・ユー, 5,195,196, 2012/03 
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1.7 知的財産権 

 

[機械工学領域] 

 

[物質工学領域] 

氏名, 名称, 種別・番号, 年/月 

1. 五十嵐 淑郎, 界面活性剤用捕集剤, 登録(特許)番号:特許第 4904476 号 (特許), 2012/01 

2. 五十嵐 淑郎, 酵素の計測方法および計測装置, 登録(特許)番号:特許登録4775701 (特許), 

2011/07 

3. 五十嵐 淑郎, 微生物の計測方法, 登録(特許)番号:特許登録 4803477 (特許), 2011/08 

4. 山内 智, テラヘルツ電磁波を用いた試料の構造分析法とその装置, 登録(特許)番号:特

許第 4817336 (特許), 2011/09 

 

[電気電子工学領域] 

 

[メディア通信工学領域] 

氏名, 名称, 種別・番号, 年/月 

1. 小山田 弥平, 光ファイバ特性測定装置, 登録(特許)番号:4933981 (特許), 2012/02 

2. 小山田 弥平, 光ファイバ, 登録(特許)番号:4934421 (特許), 2012/02 

3. 小山田 弥平, 光ファイバ特性測定装置, 登録(特許)番号:4904148 (特許), 2012/01 

4. 小峰 啓史, Magnetic transfer master carrier, magnetic transfer method, and magnetic 

recording medium, 登録(特許)番号:USP7982984 (特許), 2011/07 

5. 小峰 啓史, Magnetic transfer master carrier and magnetic transfer method, 登録(特

許)番号:USP7974028 (特許), 2011/07 

 

[情報工学領域] 

氏名, 名称, 種別・番号, 年/月 

1. 黒澤 馨, 視覚復号型秘密分散方法および視覚復号型秘密分散システム, 登録(特許)番

号:4863259 (特許), 2011/11 

 

[都市システム工学領域] 

氏名, 名称, 種別・番号, 年/月 

1. 呉 智深, 分布型光ファイバセンサ, 登録(特許)番号:4758227 (特許), 2011/06 

2. 呉 智深, ドライハイブリット強化繊維緊張材, 登録(特許)番号:4712408 (特許), 

2011/04 

 

[知能システム工学領域] 

 

[工学基礎領域] 

氏名, 名称, 種別・番号, 年/月 
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1.  菊地 賢司, 溶融金属用電磁流量計, 登録(特許)番号:4727236 (特許), 2011/04 

 

 

1.8 受賞・表彰 

 

[機械工学領域] 

氏名, 共同受賞・表彰者名, 受賞・表彰名称, 授与機関名, 受賞年/月 

1. 前川 克廣, K. Maekawa, K. Yamasaki, T. Niizeki, M. Mita, Y. Matsuba, N. Terada, H. 

Saito, ベストペーパー賞, エレクトロニクス実装学会, 2011/04 

2. 稲垣 照美, 近江谷亮太，西 泰行，稲垣照美，立川力，小寺正雄，福富純一郎, 日本機械

学会関東支部第 18期総会講演会 優秀講演発表賞, 日本機械学会関東支部, 2012/03 

3. 稲垣 照美, 近江谷亮太，西 泰行，稲垣照美，立川力，小寺正雄，福富純一郎, 日本機械

学会関東支部平成 23年度茨城講演会 優秀講演発表賞, 日本機械学会, 2011/08 

4. 増澤 徹, , 平成 23年度日本 AEM学会技術賞, 日本 AEM学会, 2011/11 

5. 増澤 徹, , 平成 23年度茨城大学学長学術表彰優秀賞, 国立大学法人茨城大学, 2011/10 

6. 塩幡 宏規, , 日本機械学会 第 88期 機械力学・計測制御部門部門賞（技術業績賞）, , 

2011 

7. 伊藤 吾朗, 伊藤伸英, 一般社団法人日本機械学会関東支部貢献賞, , 2012/03 

8. 伊藤 吾朗, , 軽金属奨学会賞, , 2011/11 

9. 伊藤 吾朗, , 日刊工業新聞社賞, , 2011/11 

10. 伊藤 吾朗, , 軽金属学会 60周年記念功労賞, , 2011/11 

11. 伊藤 吾朗, 泉孝裕, 平成２３年度軽金属論文賞, , 2011/11 

12. 伊藤 伸英, , 日本機械学会 関東支部 貢献賞, , 2012/03 

13. 尾関 和秀, , 第 24 回高橋賞, 東京電機大学ME会, 2012/02 

14. 山崎 和彦, K. Maekawa, K. Yamasaki, T. Niizeki, M. Mita, Y. Matsuba, N. Terada, H. 

Saito, ICEP2010 ベストペーパー賞受賞（2011.4.13）, (社)エレクトロニクス実装学会, 

2011/04 

 

[物質工学領域] 

氏名, 共同受賞・表彰者名, 受賞・表彰名称, 授与機関名, 受賞年/月 

1. 木村 成伸, , 平成23年度科研費審査委員表彰, 独立行政法人 日本学術振興会, 2011/09 

2. 小林 芳男, Yoshio KOBAYASHI, Best Paper Award, The International Conference on Nano 

Science, Engineering and Technology (ICONSET) (2011, Chennai, India), Sathyabama 

University and Indira Gandhi Centre for Atomic Research, India, 2011/11 

 

[電気電子工学領域] 

氏名, 共同受賞・表彰者名, 受賞・表彰名称, 授与機関名, 受賞年/月 

1. 宮嶋 照行, , 電子情報通信学会基礎・境界ソサイエティ編集活動感謝状, 電子情報通信

学会, 2011/09 

2. 鈴木 健仁, , 平成 23年度茨城大学学長学術表彰奨励賞, , 2011/10 
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3. 鈴木 健仁, , 船井研究奨励賞, , 2011/05 

 

[メディア通信工学領域] 

氏名, 共同受賞・表彰者名, 受賞・表彰名称, 授与機関名, 受賞年/月 

1.  梅比良 正弘, , Certificate of Appreciation (ICC2011), IEEE Communications Society, 

2011/06 

 

[情報工学領域] 

氏名, 共同受賞・表彰者名, 受賞・表彰名称, 授与機関名, 受賞年/月 

1. 羽渕 裕真, , 活動功労賞, 電子情報通信学会通信ソサイエティ, 2011/09 

2. 羽渕 裕真, , 感謝状, 電子情報通信学会通信ソサイエティ英文論文誌編集委員会, 

2011/05 

3. 外岡 秀行, 外岡秀行, Zaoreguli Paitaer, 浦井稔, 優秀論文発表賞(日本リモートセン

シング学会), 日本リモートセンシング学会, 2011/05 

4. 藤芳 明生, , Best Presentation at the EATCS-JP/LA Annual TCS Workshop 2011 in Kyoto, 

EATCS (European Association for Theoretical Computer Science), 2012/02 

 

[都市システム工学領域] 

氏名, 共同受賞・表彰者名, 受賞・表彰名称, 授与機関名, 受賞年/月 

1. 金 利昭, , 国土交通省道路局 平成 23年度 新道路技術会議 優秀技術研究開発賞 受賞

研究課題：自転車等の中速グリーンモードに配慮した道路空間構成技術に関する研究, , 

2011/12 

2. 小峯 秀雄, 茨城大学防災・環境地盤工学研究室, 土木学会地球環境委員会・平成 23年度

地球環境貢献賞, 土木学会, 2011 

3. 小峯 秀雄, , 地盤工学会・事業企画賞, 地盤工学会, 2011 

4. 小峯 秀雄, , Doctor's Professor of the Year 2011, 茨城大学, 2011/06 

5. 小峯 秀雄, , Master's Professor of the Year 2011, 茨城大学, 2011/06 

6. 信岡 尚道, , 地球環境論文賞, 土木学会地球環境委員会, 2011/09 

 

[知能システム工学領域] 

氏名, 共同受賞・表彰者名, 受賞・表彰名称, 授与機関名, 受賞年/月 

1. 周 立波, 周 立波, Master's Professor of the Year, 茨城大学, 2011/06 

2. 楊 子江, , International Conference on Advanced Mechatronic Systems, Best paper 

award, , 2011/09 

 

[工学基礎領域] 
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2．外部獲得資金  

2.1 競争的資金（科学研究費補助金等）   

 

[機械工学領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 稲垣 照美, 科研費以外（茨城大学 特別経費（基盤的設備等整備分））, 多目的風洞装置 

(代表), 3500000, 2012/01, 2012/03 

2. 稲垣 照美, 科研費以外（茨城大学 間接経費に依る研究環境整備）, ネイチャー・テクノ

ロジーを援用したサスティナブルな環境空間の構築と総合評価（自然流体エネルギー利用

技術の確立に向けた高度流体計測システムの構築） (代表), 297000, 2012/01, 2012/03 

3. 稲垣 照美, 科研費以外（東京大学大学院工学系研究科原子力専攻 オフパイル研究 

(22F-9)）, 原子炉出力変動吸収機構の開発研究 (代表), 200000, 2011/04, 2012/03 

4. 稲垣 照美, 科研費（基盤研究(C)一般）, ネイチャー・テクノロジーを援用したサステイ

ナブルな環境空間の構築と総合評価 (代表), 260000, 2011/04, 2012/03 

5. 増澤 徹, 科研費以外（茨城大学産学官連携イノベーション創成機構 茨城大学インキュベ

ートプロジェクト）, 低エネルギー複合化による新しい生体組織接合技術の確立 (代表), 

4500000, 2011/04, 2014/03 

6. 増澤 徹, 科研費（萌芽研究）, 侵害性機械刺激受容体の同定とトランジェニックフライ

を用いた機能解析 (分担), 650000, 2011/07, 2013/03 

7. 堀辺 忠志, 科研費以外（茨城大学 茨城大学特定課題研究助成費（震災復興調査・研究））, 

軽量ブロック構造を用いた災害時仮設住宅の開発および構造強度解析 (代表), 400000, 

2011/06, 2012/03 

8. 堀辺 忠志, 科研費以外（科学技術振興機構 フィージビリティスタディ（探索タイプ））, 

リアルタイム亀裂検出システムの開発 (代表), 1700000, 2011/08, 2012/03 

9. 伊藤 伸英, 科研費（基盤研究(C)一般）, 見える化・触れる化ものづくり教育システムの

構築 (代表), 4300000, 2011/04, 2014/03 

10. 尾関 和秀, 科研費以外（茨城大学特定課題研究助成）, アパタイトを用いた放射性物質

除去に関する基礎的評価 (代表), 400000, 2011/04, 2012/03 

11. 尾関 和秀, 科研費以外（JST 平成２３年度第２回「研究成果最適展開支援プログラム

（A-STEP）探索タイプ）, 結晶性制御技術を用いたストロンチウム置換アパタイト薄膜の

開発 (代表), 1698000, 2011/12, 2012/07 

12. 尾関 和秀, 科研費以外（高橋産業経済研究財団研究助成金）, ダイヤモンドライクカー

ボン成膜時における水素挙動に関する研究 (代表), 1000000, 2011/04, 2012/03 

13. 山崎 和彦, 科研費以外（研究成果最適展開支援事業（A-STEP）「フィージビリティスタデ

ィ（探索タイプ）」）, 高速レーザめっき法によるＬＥＤモジュール用フリップチップ実装

技術 (分担), 1700000, 2011/08, 2012/03 
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14. 山崎 和彦, 科研費以外（研究成果最適展開支援事業（A-STEP）「フィージビリティスタデ

ィ（探索タイプ）」）, マイクロ固体酸化物形燃料電池のための選択的電極・電解質膜形成

技術 (代表), 1700000, 2011/12, 2012/07 

15. 西 泰行, 科研費以外（(財)日立地区産業支援センター 2011 年度 産学連携による研究・

開発補助事業）, マイクロ水力発電用最適ディフューザ水車の開発 (), 500000, 2011/08, 

2012/03 

16. 前川 克廣, 科研費以外（財団法人天田金属加工機械技術振興財団）, 金属ナノペースト

を用いたMg合金薄板材のレーザ溶接技術の開発と応用 (代表), 1550000, 2009/12, 

2012/03 

17. 増澤 徹, 科研費（基盤研究(B)一般）, 熱・振動・圧力低エネルギー複合化による新しい

生体組織接合技術の確立 (代表), 18980000, 2010/07, 2013/03 

18. 増澤 徹, 科研費（萌芽研究）, 磁性ビーズを用いた細胞壁ナノ振動刺激とダイナミック

計測系の確立 (代表), 3000000, 2010/07, 2012/03 

19. 増澤 徹, 科研費（基盤研究(A)一般）, 小児重症心不全の治療成績向上のための補助循環

システムの総合的研究 (分担), 4400000, 2009/04, 2014/03 

20. 道辻 洋平, 科研費以外, 鉄道・運輸機構基礎的研究推進制度 (代表), 8500000, 2010/08, 

2012/03 

 

[物質工学領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 太田 弘道, 科研費以外（谷川熱技術振興基金）, 高放射性廃棄物ガラス固化材の熱伝導

率評価 , 1000000, 2011/10, 2012/10 

2. 北野 誉, 科研費（若手研究(B)）, 脊椎動物の初期における Rh式血液型遺伝子族の進化

様式の解明 (代表), 4550000, 2011/04, 2014/03 

3. 永野 隆敏, 科研費以外（日本鉄鋼協会 鋼中析出合金炭化物の炭素偏析状態を考慮した 

高水素トラップ能探索の予測シミュレーション法の構築）, 日本鉄鋼協会 鉄鋼研究振興

助成（2011 年度助成開始） (代表), 1000000, 2011/04, 2013/03 

4. 友田 陽, 科研費（特定領域研究（計画））, バルクナノメタルにおける力学特性の解明と

変形理論構築 (分担), 9300000, 2010/07, 2014/03 

5. 篠嶋 妥, 科研費, 異種元素添加した核燃料模擬材料の高エネルギー重イオン照射効果 

(分担), 14820000, 2009/04, 2012/03 

6. 篠嶋 妥, 科研費, 超高純度めっきプロセスによる Cu配線ナノ構造制御と次世代ナノ LSI

への展開 (分担), 175500000, 2008/04, 2012/03 

7. 榎本 正人, 科研費, 定量シリアルセクショニングによる第２相分散粒子の粒成長抑制効

果に関する研究 (代表), 3930000, 2010/04, 2013/03 

8. 榎本 正人, 科研費以外（日本鉄鋼協会）, 定量シリアルセクショニングによる合金炭化

物粒子の粒成長抑制効果に関する研究 (代表), 2500000, 2010/04, 2012/03 

9. 大貫 仁, 科研費（基盤研究(S)）, 極限高純度めっきプロセスによる Cuナノ配線ナノ構

造制御とナノＬＳＩへの展開 (代表), 161300000, 2008/04, 2013/03 
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10. 木村 成伸, 科研費（基盤研究(A)一般）, 貧栄養環境下で芳香族環境汚染物質を分解する

新規光合成微生物の改良と展開 (代表), 22100000, 2009/05, 2013/03 

11. 細谷 孝明, 科研費（若手研究(B)）, パルス中性子回折による酵素反応等の水素移動機構

解明 (代表), 4420000, 2009/04, 2012/03 

 

[電気電子工学領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 池畑 隆, 科研費（基盤研究(C)一般）, 大電力パルススパッタ放電の特性解明と成膜用金

属イオン源への典型 (代表), 910000, 2011/04, 2012/03 

2. 鵜殿 治彦, 科研費以外（科学技術振興機構 JST-ALCA）, 14 族元素による環境調和型クラ

スレート太陽電池の開発 (分担), 21170000, 2011/10, 2016/03 

3. 鵜殿 治彦, 科研費以外（パワーアカデミー 財団法人研究助成金）, 太陽光廃熱を利用し

た熱電発電システムの基礎研究 (代表), 1000000, 2011/10, 2012/09 

4. 鵜殿 治彦, 科研費以外（財）熱・電気エネルギー技術財団 財団法人研究助成金）, 量子

ビーム照射によるシリコン系熱電材料へのナノ構造欠陥の創成 (代表), 1000000, 

2011/12, 2012/11 

5. 鵜殿 治彦, 科研費以外（東電記念財団 財団法人研究助成金）, 高い赤外吸収を利用した

シリサイド微粒子分散型電池の基礎研究 (代表), 1000000, 2011/04, 2012/03 

6. 鵜殿 治彦, 科研費以外（科学技術振興機構 JST-A-STEP FS ステージ シーズ顕在化タイ

プ）, 真空・不活性ガスを要しない半導体マグネシウム合金量産技術の開発 (代表), 

7995000, 2011/10, 2012/09 

7. 鵜殿 治彦, 科研費以外（科学技術振興機構 JST-研究シーズ探索プログラム）, シリサイ

ド半導体の育成と電気・光・磁気特性の探索研究 (代表), 4000000, 2011/06, 2012/03 

8. 垣本 直人, 科研費（基盤研究(C)一般）, 太陽光発電用リチウムイオン電池のHEMS 開発 

(代表), 2080000, 2011/04, 2014/03 

9. 島影 尚, 科研費（基盤研究(C)一般）, 低雑音・高温動作を実現する高温超伝導カイネテ

ィックインダクタンス検出器の開発 (代表), 4100000, 2011/04, 2014/03 

10. 佐藤 直幸, 科研費以外（研究成果展開事業 研究成果最適展開支援プログラムフィージビ

リティスタディ【ＦＳ】ステージ 探索タイプ）, プラズマ制御による多接合 PVの効率

向上に向けた広帯域透明導電膜の低抵抗化 (代表), 1700000, 2011/08, 2012/03 

11. 柳平 丈志, 科研費（基盤研究(C)一般）, 磁気結合された高電圧スイッチングセルによる

高繰り返しパルスパワーの発生 (代表), 4420000, 2011/07, 2013/03 

12. 鈴木 健仁, 科研費, 若手(B) 「周波数完全再利用を可能とするミリ波高能率偏波共用導

波管アンテナの開発」 (2011 年 4月～2013 年 3月) (代表), 2900000, 2011/04, 2013/03 

13. 鈴木 健仁, 科研費, 新学術領域研究(研究領域提案型) 「電磁メタマテリアル」 公募研

究 「任意屈折率設計のための 2次元スペクトル界を用いた金属周期スリット構造解析」 

(代表), 2500000, 2011/04, 2013/03 

14. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 電気普及通信財団 研究調査助成, 「ミリ波高能率偏

波共用導波管アンテナに よる周波数完全再利用技術の開発」 (代表), 700000, 2011/04, 

2013/03 
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15. 鈴木 健仁, 科研費以外（平成 23年度遠赤外領域開発研究センター 共同研究）, テラヘ

ルツ波光伝導アンテナの高効率化の研究 (代表), 128000, 2011/04, 2012/03 

16. 鈴木 健仁, 科研費以外, JST 研究成果最適展開支援プログラム A-STEP フィージビリテ

ィスタディー FS ステージ 探索タイプ「サブ波長金属縦壁構造によるテラヘルツ波帯光学

素子の開発」 (代表), 1700000, 2011/09, 2012/03 

17. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 関東電気保安協会 研究助成, 「周波数の完全再利用

技術構築のためのミリ波高能率偏波共用リッジ導波管アンテナの解析・設計法の研究」 

(代表), 1000000, 2011/04, 2012/03 

18. 田中 正志, 科研費以外（公益財団法人東電記念財団（電気・ｴﾈﾙｷﾞｰ一般研究））, 実走行

データに基づく電動アシスト自転車用リチウムイオン二次電池の劣化度判定法の開発 

(代表), 1000000, 2011/04, 2012/03 

19. 栗原 和美, 科研費, 自己始動形単相永久磁石モータの最適設計 (代表), 2400000, 

2009/04, 2012/03 

20. 鵜殿 治彦, 科研費（特定領域研究（公募））, 半導体シリコンクラスレートの探索 (分担), 

5000000, 2010/04, 2012/03 

21. 鵜殿 治彦, 科研費以外（熱･電気エネルギー技術財団 財団法人研究助成金）, フォノン

フィルタリングを利用したシリサイド系熱電素子の高効率化 (代表), 1000000, 2010/12, 

2011/11 

22. 三枝 幹雄, 科研費, 電子サイクロトロン電流駆動用大電力ミリ波帯高速スィッチの開発

研究 (代表), 3500000, 2010/04, 2013/03 

23. 横田 浩久, 科研費（基盤研究(C)一般）, 炭酸ガスレーザ照射を用いたフォトニック結晶

ファイバデバイス作製技術 (代表), 3500000, 2009/04, 2012/03 

24. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 日揮・実吉賞学会 研究助成 「テラヘルツ波新規光伝

導アンテナの解析と設計」 (代表), 2000000, 2010/09, 2012/08 

25. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 東電記念化学技術研究所 研究助成 (電気・エネルギ

ー一般研究)「高速高精度電磁界解析によるテラヘルツ光伝導アンテナの研究」 (代表), 

1000000, 2010/04, 2012/03 

26. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 住友電工グループ 学術・研究助成, 「電磁界解析技

術に基づくテラヘルツ電磁波発生・検出用新規光伝導デバイスの研究」 (代表), 900000, 

2010/10, 2011/09 

27. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 マツダ財団 マツダ研究助成 科学技術振興関係,「高

速高精度電磁界解析によるテラヘルツ波新規光伝導デバイスの開発」 (代表), 1600000, 

2010/11, 2011/10 

28. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 服部報公会 工学研究奨励援助, 「高速高精度電磁界

解析によるテラヘルツ波放射アンテナの大出力多素子化の研究」 (代表), 1000000, 

2010/10, 2011/09 

29. 鈴木 健仁, 科研費以外, 財団法人 服部報告会 工学研究奨励援助 「高速高精度電磁界解

析によるテラヘルツ波放射アンテナの大出力多素子化の研究」 (代表), 1000000, 2010/10, 

2011/09 
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[メディア通信工学領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 尾保手 茂樹, 科研費（基盤研究(C)一般）, 単一伝送路を適用した RFID による低コスト・

スマートシェルフの実現 (代表), 5720000, 2011/04, 2013/03 

2. 小峰 啓史, 科研費以外（NEDO 平成 23年度先導的産業技術創出事業）, 超高効率１次元量

子ナノワイヤー熱電変換素子の開発 (分担), 10000000, 2011/10, 2015/09 

3. 矢内 浩文, 科研費（基盤研究(C)一般）, 文字探索課題における見落としエラー発生の脳

内メカニズム (代表), 1000000, 2011/04, 2012/03 

4. 杉田 龍二, 科研費（基盤研究(B)一般）, 1 テラビット/平方インチ超ハードディスクへの

サーボ信号記録用新磁気転写技術の開発 (代表), 14950000, 2009/04, 2012/03 

5. 鵜野 克宏, 科研費以外（科学技術振興機構 先端計測分析技術・機器開発事業）, 光回折

技術を用いた機能性微粒子の実時間識別システムの開発 (代表), 27000000, 2009/10, 

2012/03 

6. 中村 真毅, 科研費, 超高効率スーパーコンティニウム光のリアルタイム光波制御システ

ムの構築 (分担), 4940000, 2009/04, 2012/03 

7. 中村 真毅, 科研費, 低コスト省エネ型超短パルスレーザシステムの開発 (代表), 

3700000, 2009/04, 2012/03 

8. 小峰 啓史, 科研費（基盤研究(C)一般）, フェリ磁性積層構造を利用した高密度ナノワイ

ヤメモリの基礎研究 (代表), 3000000, 2010/04, 2013/03 

9. 小峰 啓史, 科研費, 1 テラビット／平方インチ超ハードディスクへのサーボ信号記録用 

新磁気転写技術の開発 (分担), 12000000, 2009/04, 2012/03 

 

[情報工学領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 黒澤 馨, 科研費以外（科学技術振興機構）, 検索暗号システムにおけるクラウドサーバ

不正検出方式の研究開発 (代表), 1700000, 2011/12, 2012/07 

2. 新納 浩幸, 科研費（基盤研究(C)一般）, 外れ値検出手法を利用したコーパスからの新語

義発見 (代表), 4940000, 2011/04, 2014/03 

3. 大瀧 保広, 科研費以外（A-Step）, 検索暗号システムにおけるクラウドサーバ不正検出

方式の研究開発 (分担), 1700000, 2011/12, 2012/07 

4. 藤芳 明生, 科研費以外（JST 科学技術振興機構 JST A-STEP 研究成果最適展開支援プログ

ラム）, 見えない２次元コードを利用した読字障害者向けマルチモーダル教科書の開発 

(代表), 1700000, 2011/08, 2012/03 

5. 羽渕 裕真, 科研費, ITS のための高信頼化光／電波融合型通信プロトコル (代表),  

3600000, 2009/04, 2012/03 

6. 鎌田 賢, 科研費（基盤研究(C)一般）, 一般化スプラインによる極近距離インパルス通信

システム (代表), 3300000, 2010/04, 2013/03 

7. 加納 幹雄, 科研費, カラー化された視覚型暗号とカードゲーム (代表), 3100000, 

2010/04, 2013/03 
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8. 黒澤 馨, 科研費, 鍵が不要かつ無条件に安全な暗号伝送方式に関する研究 (代表), 

5200000, 2009/04, 2012/03 

9. 外岡 秀行, 科研費（若手研究(B)）, 衛星熱赤外画像データを用いた全国に点在する小水

域の水温データベースの構築 (代表), 3830000, 2009/04, 2013/03 

10. 大瀧 保広, 科研費（基盤研究(C)一般）, P2P を利用したロバストなログストレージに関

する研究 (代表), 1900000, 2010/11, 2014/03 

11. 藤芳 明生, 科研費（若手研究(B)）, グラフ上に現れる記号列に対する文法処理手法の開

発とその応用 (代表), 2700000, 2010/04, 2014/03 

12. 藤芳 明生, 科研費以外（JST 地域イノベーション創出総合支援事業）, 文献や特許デー

タベース中の化学構造式の認識と検索 (分担), 2100000, 2009/04, 2012/03 

13. 佐々木 稔, 科研費, 日本と中国、インドにおけるバイオ燃料の将来:空間情報も利用した

環境経済分析 (分担), 14700000, 2008/04, 2012/03 

 

[都市システム工学領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 沼尾 達弥, 科研費（基盤研究(C)一般）, 中性子を用いたセメント硬化体中の水分測定と

体積変化に関する研究 (代表), 5460000, 2011/04, 2013/03 

2. 金 利昭, 科研費以外（日本交通政策研究会 自主研究）, 生体ストレス指標を用いた道

路交通環境の総合評価手法に関する研究 (代表), 1300000, 2011/04, 2012/03 

3. 呉 智深, 科研費（基盤研究(B)一般）, 動的光ファイバセンシング追いび橋梁構造物の健

全性モニタリングシステムの構築 (代表), 5980000, 2011/04, 2013/03 

4. 小峯 秀雄, 科研費（萌芽研究）, 低炭素社会に貢献する土質系廃棄物の二酸化炭素固定

化の可能性調査 (代表), 3900000, 2011/04, 2014/03 

5. 桑原 祐史, 科研費（基盤研究(A)一般）, 気候変動に起因するベトナム沿岸災害適応策の

ための統合型モニタリングシステム (分担), 1120000, 2011/04, 2014/03 

6. 桑原 祐史, 科研費以外（茨城大学復興支援調査・研究助成費）, 茨城県とその周辺を対

象とした東日本大震災情報のアーカイブスを用いた新たな街づくり構築の構想 (分担), 

790000, 2011/04, 2012/03 

7. 桑原 祐史, 科研費以外（茨城大学重点研究課題）, 知的で持続可能な社会基盤および防

災セキュリティ技術創出事業 (分担), 1000000, 2011/04, 2012/03 

8. 藤田 昌史, 科研費以外（JST 戦略的創造研究推進事業 研究シーズ探索プログラム）, 水

質情報に基づく水道管老朽化診断手法の構築 (代表), 3000000, 2011/07, 2012/03 

9. 三村 信男, 科研費以外（環境省 環境研究総合推進費戦略研究）, 温暖化影響評価・適応

政策に関する総合的研究 (代表), 400000000, 2010/06, 2015/03 

10. 金 利昭, 科研費, 自転車の視点特性を考慮した情報提示技術の開発に関する研究 (分

担), 19750000, 2010/04, 2013/03 

11. 横木 裕宗, 科研費以外（（独）科学技術振興機構 地球規模課題対応国際科学協力事業）, 

海面上昇に対するツバル国の生態工学的維持 (分担), 30000000, 2009/04, 2013/12 

12. 横木 裕宗, 科研費以外（文部科学省 21 世紀気候変動予測革新プログラム）, 長期的気候

変動を視野に入れた沿岸域災害リスクの世界評価 (分担), 8000000, 2007/04, 2012/03 



124 

13. 小峯 秀雄, 科研費（基盤研究(B)一般）, コンクリート共存環境下におけるベントナイト

系材料の膨潤特性評価手法の確立 (代表), 18200000, 2008/04, 2012/03 

14. 原田 隆郎, 科研費, 生体情報による橋梁環境振動評価システムの開発 (代表), 3300000, 

2010/04, 2013/03 

15. 原田 隆郎, 科研費以外（財団法人日本建設情報総合センター研究助成）, 構造物健全度

診断の効率化のための加速度センサ ICタグ多点観測システムの開発 (), 2575000, 

2010/08, 2011/08 

16. 信岡 尚道, 科研費, 気候変動と総人口減少の複合要因による沿岸域脆弱性変化の推定と

適応策 (代表), 3500000, 2010/06, 2013/03 

17. 桑原 祐史, 科研費（基盤研究(C)一般）, 潜在的景観資源に着目した観光ゾーン評価シス

テムの開発 (分担), 135000, 2010/04, 2013/03 

18. 山田 稔, 科研費（基盤研究(C)一般）, 生活圏域での移動に関する高齢者支援と面的バリ

アフリー整備の総合評価に関する研究 (代表), 3400000, 2010/04, 2013/03 

19. 藤田 昌史, 科研費（若手研究(B)）, 硝化ポテンシャルの変動にともなうＮ２０生成機構

の解明 (代表), 4030000, 2010/04, 2012/03 

 

[知能システム工学領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 周 立波, 科研費（基盤研究(B)一般）, “軟脆”特徴を持つ高機能材料の無欠陥表面創成

加工技術と評価技術に関する研究 (代表), 17420000, 2011/04, 2014/03 

2. 清水 淳, 科研費（基盤研究(B)一般）, “軟脆”特徴を持つ高機能材料の無欠陥表面創成

加工技術と評価技術に関する研究 (分担), 18940000, 2011/04, 2014/03 

3. 尾嶌 裕隆, 科研費（基盤研究(B)一般）, “軟脆”特徴を持つ高機能材料の無欠陥表面創

成加工技術と評価技術に関する研究 (分担), 17420000, 2011/04, 2014/03 

4. 楊 子江, 科研費（基盤研究(C)一般）, 急激なシステム変動と未知外乱に有効な適応ロバ

スト制御系の提案およびその発展と応用 (代表), 5200000, 2011/04, 2014/03 

5. 城間 直司, 科研費以外（科学技術振興機構（JST） JST 研究成果展開事業 研究成果最適

展開支援プログラムA-STEP フィージビリティスタディステージ 探索タイプ）, 機構特

性を考慮したホイールローダの半自律制御を利用した遠隔操作手法の開発 (代表), 

1690000, 2011/12, 2012/07 

6. 城間 直司, 科研費以外（宇宙航空研究開発機構（JAXA） 月面ロボットチャレンジに基づ

く共同研究）, 月面移動ロボット遠隔操作技術に関する研究 (代表), 1500000, 2011/09, 

2012/03 

7. 清水 淳, 科研費（基盤研究(C)一般）, ナノ切削金型を用いた微小転写加工の高機能色素

増感太陽電池開発への応用 (分担), 3400000, 2010/04, 2013/03 

8. 周 立波, 科研費（基盤研究(C)一般）, ナノ切削金型を用いた微小転写加工の高機能色素

増感太陽電池開発への応用 (分担), 1950000, 2010/04, 2012/03 

9. 尾嶌 裕隆, 科研費（基盤研究(C)一般）, ナノ切削金型を用いた微小転写加工の高機能色

素増感太陽電池開発への応用 (分担), 3850000, 2010/04, 2013/03 
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10. 清水 淳, 科研費（基盤研究(C)一般）, ナノ・マイクロ・ダブル掘起しテクスチャによる

高機能光触媒膜の開発 (代表), 3400000, 2010/04, 2013/03 

11. 周 立波, 科研費（基盤研究(C)一般）, ナノ・マイクロ・ダブル掘起しテクスチャによる

高機能光触媒膜の開発 (分担), 1690000, 2010/04, 2012/03 

12. 尾嶌 裕隆, 科研費（基盤研究(C)一般）, ナノ・マイクロ・ダブル掘起しテクスチャによ

る高機能光触媒膜の開発 (分担), 3790000, 2010/04, 2013/03 

13. 森 善一, 科研費（基盤研究(C)）, 軽度下肢障碍者の一般トイレ利用を可能にする新しい

移動システムの開発 (代表), 3300000, 2010/04, 2013/03 

14. 鈴木 智也, 科研費（若手研究(B)）, 動的に変化する多変量複雑システムの動画表現・構

造同定・最適化工学への応用 (代表), 3500000, 2010/06, 2012/03 

15. 岩崎 唯史, 科研費, 複数感覚入力に対する行動選択の神経回路 (分担), 3575000, 

2008/11, 2013/03 

16. 梅津 信幸, 科研費（若手研究(B)）, 遺構実測図のデジタル化支援システムの開発 (代表), 

950000, 2010/04, 2012/03 

 

[工学基礎領域] 

氏名, 資金名, 研究課題, 研究経費, 研究開始年/月, 研究終了年/月 

1. 熊沢 紀之, 科研費以外（独立行政法人 日本原子力研究開発機構 文部科学省 科学技術

戦略推進費）, 高分子捕集材を利用した環境からの放射性物質回収・除去技術等の開発 

(分担), 4688383, 2011/07, 2011/08 

2. 植木 誠一郎, 科研費（若手研究(B)）, 作用素構成因子の持つ函数論的性質を用いたチェ

ザロ型積分作用素の解析 (代表), 2300000, 2011/04, 2014/03 

3. 岡 裕和, 科研費, 記憶項を伴う双曲型方程式の位相解析的研究 (代表), 3100000, 

2008/04, 2012/03 

 

 

2.2 民間等との共同研究・受託研究   

 

[機械工学領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 前川 克廣, 出資金による受託研究, 高速レーザめっき法によるＬＥＤモジュール用フリ

ップチップ実装技術, , , 2011/08, 2012/03 

2. 前川 克廣, 国内共同研究, 燃料電池用電極の研究, 代表, , 2011/12, 2012/03 

3. 近藤 良, 国内共同研究, 非接触永久磁石型磁気軸受の開発, 代表, (財)大分県産業創造

機構, 2011/04, 2012/03 

4. 近藤 良, 国内共同研究, 磁気浮上系の制御に関する研究, 代表, 株式会社 イワキ, 

2011/04, 2012/03 

5. 金野 満, 国内共同研究, DME 利用技術に関する研究, 代表, , 2011/04, 2012/03 
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6. 金野 満, 国内共同研究, 水素添加バイオ燃料に関する研究, 代表, 新エィシーイー, 

2011/07, 2012/03 

7. 金野 満, 国内共同研究, DME 噴霧に関する研究, 代表, いすゞ中央研究所, 2011/06, 

2012/05 

8. 増澤 徹, 国際共同研究, Motor Development for ReinVAD left ventricular assist 

system, , Helmholtz Institute, RWTH Aachen University, Germany, 2011/04, 2012/09 

9. 塩幡 宏規, 国内共同研究, アクティブ技術を用いた低騒音化, , , 2011/07, 2012/03 

10. 塩幡 宏規, 国内共同研究, 蒸気タービンロータ信頼性向上に関する研究, 代表, , 

2011/04, 2012/03 

11. 塩幡 宏規, 国内共同研究, 簡易フロント構造物の音響振動連成解析による低騒音化研

究, , , 2011/04, 2012/03 

12. 塩幡 宏規, 国内共同研究, 配管閉塞部位の検知システムに関する要素技術の開発（その

3）, , , 2011/06, 2012/02 

13. 塩幡 宏規, 国内共同研究, 交流発電機の磁気音低減, , , 2011/07, 2012/03 

14. 堀辺 忠志, 企業からの受託研究, 折れにくい締結ボルトの開発(その 3), 代表, , 

2011/05, 2012/03 

15. 田中 伸厚, 国内共同研究, 放射性廃棄物処理施設内のグローブボックス等解体撤去作業

に伴う放射性粉じんの挙動把握, , , 2012/03, 2012/06 

16. 松村 邦仁, 企業からの受託研究, 吹きこぼれ抑止型マイクロ波安定沸騰および高速蒸発

条件の探究, 分担, (独)日本原子力研究開発機構, 2011/09, 2012/01 

17. 尾関 和秀, 企業からの受託研究, 金属材料表面へのアパタイト膜形成と結晶化制御技術

に関する研究, 代表, , 2011/10, 2012/09 

18. 清水 年美, 企業からの受託研究, アクティブ技術を用いた低騒音化, 分担, , 2011/06, 

2012/03 

19. 山崎 和彦, 企業からの受託研究, 燃料電池用電極の研究, 分担, , 2011/12, 2012/03 

20. 西 泰行, 国内共同研究, 吉田精工株式会社, 歯科用タービンの高性能化と騒音低減に関

する研究 (代表), 2012/03, 2013/12 

 

 

[物質工学領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 久保田 俊夫, 国内共同研究, 旭硝子リサーチコラボレション採択テーマ（フッ素化合物

の特性を利用した精密構造制御システム）, 分担, , 2011/05, 2013/03 

2. 久保田 俊夫, 出資金による受託研究, フッ素樹脂複合流動制御・ハイサイクル精密射出

成形, 分担, ひたちなかテクノセンター, 2011/04, 2012/03 

3. 久保田 俊夫, 国内共同研究, インクジェットヘッド用接着剤に関するアドバイス, 代

表, , 2011/04, 2012/03 

4. 久保田 俊夫, 国内共同研究, インプリント技術に関する研究開発, 代表, , 2011/04, 

2012/03 
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5. 久保田 俊夫, 国内共同研究, 加熱水蒸気による樹脂の炭化に関する研究, 代表, , 

2011/04, 2012/03 

6. 久保田 俊夫, 国内共同研究, 自己離型性を有するレジスト材の要素検討, 代表, , 

2011/04, 2012/03 

7. 太田 弘道, 国内共同研究, 物質・デバイス領域共同研究拠点\n珪酸塩融体のネットワー

ク構造と熱物性, 分担, , 2011/08, 2012/04 

8. 五十嵐 淑郎, 国内共同研究, イオン会合体を用いる有価物回収システム, 代表, 茨城大

学生体分子機能工学科, 2011/10, 2012/09 

9. 五十嵐 淑郎, 国内共同研究, 新規前処理材の作成と機能評価に関する研究, 代表, , 

2011/04, 2012/03 

10. 鈴木 徹也, 国内共同研究, 締付ボルトの最適構造の研究（その２）, 代表, 東北ネヂ製

造株式会社, 2011/04, 2012/03 

11. 鈴木 徹也, 国内共同研究, 圧造成形順送プレス工法によるＬＥＤ用機能部品の製造技術

開発, 代表, 株式会社大貫工業所, 2011/06, 2012/05 

12. 鈴木 徹也, 国内共同研究, 手術用縫合針の切れ味 刺通性改善の研究, 分担, マニー

（株）, 2011/07, 2012/06 

13. 鈴木 徹也, 国内共同研究, 手術用縫合針用素材の伸線技術の研究, 代表, マニー（株）, 

2011/07, 2012/06 

14. 鈴木 徹也, その他, 茨城県中性子ビームラインの特性を活かした中性子構造解析の先導

的研究事業, 代表, , 2011/04, 2012/03 

15. 鈴木 徹也, その他, 材料科学的なアプローチによる厚板鍛造の高度シミュレーション技

術の確立, 代表, 公益財団法人郡山地域テクノポリス推進機構, 2011/04, 2012/03 

16. 大貫 仁, 国内共同研究, 高信頼性ワイヤボンデイング材およびボンデイング技術の研究, 

代表, 日本ピストンリング, 2011/11, 2012/10 

17. 大貫 仁, 国内共同研究, はんだ濡れ性評価技術に関する研究 その２, 代表, 日産自動

車, 2011/08, 2012/03 

18. 大貫 仁, 国内共同研究, TSV の微細構造解析に関する研究, 代表, , 2011/10, 2012/03 

19. 田中 伊知朗, その他, 茨城県中性子ビームラインの特性を活かした中性子構造解析の先

導的研究事業, 分担, 茨城県, 2011/04, 2012/03 

20. 田中 伊知朗, その他, 茨城県中性子ビームラインの機器高度化に係る試験研究等に関す

る調査事業, 分担, 茨城県, 2011/04, 2012/03 

21. 田中 伊知朗, その他, 茨城県中性子ビームラインの運転維持管理および利用者支援に関

する事業, 分担, 茨城県, 2011/04, 2012/03 

22. 田中 伊知朗, 国内共同研究, 生体分子機能解明のための中性子検出器に関する研究, 代

表, 日本原子力研究開発機構, 2011/04, 2013/03 

23. 西野 創一郎, 企業からの受託研究, ステンレス薄板の異形深絞り成形に関する研究, , , 

2012 

24. 西野 創一郎, 企業からの受託研究, 銅製EV急速充電用コネクタ端子における冷間鍛造に

よる加工技術の開発, , , 2012 
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25. 西野 創一郎, 企業からの受託研究, 鍛造自動車部品の低コスト化を実現するプレス加

工・厚板成形技術の開発, , , 2012  

26. 西野 創一郎, 企業からの受託研究, 鋼材の残留応力制御に関する研究, , , 2012  

27. 西野 創一郎, 企業からの受託研究, 手術用縫合針用素材の伸線を量産する研究, , , 2012  

28. 西野 創一郎, 企業からの受託研究, プレス金型用各種コーティング皮膜の損傷メカニズ

ム解明, , , 2012  

29. 西野 創一郎, 企業からの受託研究, スパイラル溶接鋼管の残留応力の研究（Phase2）, 代

表, , 2012  

30. 山内 智, 国内共同研究, 大気中から水分を抽出する造水器に関する研究, 代表, （有）

ライフラボ, 2011/04, 2012/03 

31. 江口 美佳, 国内共同研究, リチウムイオン電池の研究, 代表, エフシー開発（株）・茨城

大学, 2011/04, 2012/03 

32. 江口 美佳, 国内共同研究, 燃料電池の研究, 代表, エフシー開発（株）・茨城大学, 

2011/04, 2012/03 

33. 永野 隆敏, 企業からの受託研究, 手術用縫合針用素材の伸線技術の研究, 分担, , 

2011/08, 2012/06 

34. 永野 隆敏, 企業からの受託研究, 手術用縫合針の切れ味 刺通性改善の研究, 代表, , 

2011/08, 2012/06 

35. 永野 隆敏, 企業からの受託研究, 半田コーティング装置の開発に係る研究, 代表, , 

2011/04, 2012/03 

36. 永野 隆敏, 企業からの受託研究, 燃料電池触媒反応の第一原理計算, 代表, , 2011/04, 

2012/03 

 

[電気電子工学領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 栗原 和美, 企業からの受託研究, 電動アシスト運搬車の電動部に係る研究, 代表, 株式

会社堀田電機製作所, 2011/05, 2013/01 

2. 池畑 隆, 国内共同研究, 帯電制御によるグローブボックスへの粉末付着防止に関する研

究, 代表, （独）日本原子力研究開発機構, 2011/12, 2012/01 

3. 池畑 隆, 国内共同研究, 低エネルギーイオンビームと固体表面の相互作用の研究, 代表, 

AE 機器エンジニアリング株式会社, 2011/06, 2012/03 

4. 池畑 隆, 国内共同研究, プラズマＣＶＤ装置の特性評価と成膜試験, 代表, AE 機器エン

ジニアリング株式会社, 2011/06, 2012/03 

5. 今井 洋, 国内共同研究, テラヘルツ波による医薬品検査技術の研究, 代表, , 2011/04, 

2012/03 

6. 今井 洋, 国内共同研究, THz-TDS による光触媒・超親水性半導体表面での水の構造分析, 

代表, 大阪大学レーザエネルギー学研究センター, 2011/04, 2012/03 

7. 横田 浩久, 国内共同研究, 単一偏波フォトニック結晶ファイバの開発, , , 2011/08, 

2014/03 
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8. 柳平 丈志, 国内共同研究, 簡易電圧計測技術の実用研究（３）, 代表, , 2011/04, 2011/09 

9. 田中 正志, 企業からの受託研究, 電気自動車用電池における充放電特性等に関する研究, 

代表, 加藤自動車工業有限会社, 2011/12, 2013/03 

 

[メディア通信工学領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 小山田 弥平, 国内共同研究, レイリー散乱光を利用した高精度ひずみ・温度分布計測器

の開発, 代表, ニューブレクス株式会社, 2011/04, 2012/03 

2. 小山田 弥平, 国内共同研究, マルチモード光ファイバ伝送特性の研究, 代表, 矢崎総業

株式会社, 2011/04, 2012/09 

3. 小峰 啓史, 出資金による受託研究, フェリ/フェロ磁性体ハイブリッド構造を用いたナ

ノワイヤメモリ高密度化に関する研究, 代表, , 2011/04, 2012/03 

4. 矢内 浩文, 国内共同研究, 東北大学電気通信研究所共同プロジェクト研究「人間と調和

性の高い情報システム構築のための人間特性理解」, 代表, , 2011/04, 2012/03 

 

[情報工学領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 上田 賀一, 国内共同研究, 産学協同によるIT人材育成方法の開発, , (株)いばらき IT

人材開発センター, 2011/10, 2012/03 

2. 米倉 達広, 国内共同研究, 新たな道路保守システムの開発, 代表, , 2011/12, 2012/08 

3. 米倉 達広, 国内共同研究, 交通情報収集サービスの研究, 代表, , 2011/11, 2012/03 

4. 米倉 達広, 国内共同研究, 交通情報収集サービスの研究, 代表, , 2011/06, 2011/09 

5. 外岡 秀行, その他, ASTER/TIR データを用いた SiO2 含有量比図の整備/平成 23年度希少

金属資源開発推進基盤整備事業（グローバル・リモートセンシング利用資源解析強化事業）, 

代表, （財）資源・環境観測解析センター, 2011/04, 2012/03 

6. 外岡 秀行, その他, ASTER データを用いた広域分光放射率マップの作成, 代表, （独）産

業技術総合研究所, 2011/06, 2012/02 

7. 外岡 秀行, その他, ASTER 雲量推定に関する研究, 代表, （独）産業技術総合研究所, 

2011/06, 2012/02 

8. 外岡 秀行, その他, ASTER 熱赤外バンドの代替校正に関する研究, 代表, （独）産業技術

総合研究所, 2011/06, 2012/02 

 

[都市システム工学領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 金 利昭, 国内共同研究, 歩行者属性別の挙動に関する研究, 分担, , 2011/10, 2012/03 

2. 呉 智深, 国内共同研究, 分布型光センシング技術の高度化及び都市基盤の分布型構造ヘ

ルスモニタリング手法の構築, 代表, , 2011/04, 2012/03 
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3. 小峯 秀雄, 企業からの受託研究, 地下空洞対策薬液注入に関する研究, 代表, 財団法人 

電力中央研究所, 2011/04, 2012/03 

4. 村上 哲, 国内共同研究, 加速度センサーを用いた斜面崩壊メカニズムに関する研究, 代

表, (独)防災科学技術研究所, 2011/07, 2012/03 

5. 桑原 祐史, その他, 茨城県沿岸域市町村を対象とした東日本大震災復旧・復興計画立案

時の街づくり計画への提案, 分担, , 2011/04, 2012/03 

6. 山田 稔, 企業からの受託研究, 平成２３年度阿見町地域公共交通実証運行の評価・検証

と情報の提供支援, 代表, 阿見町地域公共交通活性化協議会, 2011/04, 2012/03 

7. 山田 稔, 国内共同研究, 歩行者属性別の挙動に関する研究, 代表, 茨城日立情報サービ

ス, 2011/04, 2012/03 

 

[知能システム工学領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 周 立波, 国内共同研究, LiTaO3 ウエハの薄片化研削技術に関する研究, 代表, 日本エク

シード（株）, 2011/04, 2012/03 

2. 周 立波, 国内共同研究, 次世代パワーデバイス用半導体材料の超精密加工に関する研究, 

代表, トヨタ自動車(株), 2011/04, 2012/03 

3. 周 立波, 国内共同研究, CMG 加工機械及び CMG砥石の開発, 代表, (株)東京ダイヤモンド

工具製作所, 2011/04, 2012/03 

4. 周 立波, 国内共同研究, ＮＣ旋盤による微細長尺加工技術のためのリアルタイム補正制

御技術の開発, 代表, (株)エムテック, 2011/04, 2012/03 

5. 周 立波, 国内共同研究, 有機ガラスの面発光性能を高める成形仕様の研究, 代表, , 

2011/04, 2012/03 

6. 中村 雅史, 学内共同研究, 超精密位置決めアクチュエータレールと振動子の摩擦面に関

する研究, , (株)三友製作所, 2012/03,  

7. 中村 雅史, 国内共同研究, 超精密位置決めアクチュエータに関する研究, , 三友製作所, 

2011/05, 2012/02 

8. 中村 雅史, 国内共同研究, 高機能被膜に関する機能性の評価研究, 代表, (株)沢平, 

2011/04, 2012/03 

9. 中村 雅史, 国内共同研究, 鉄鋼素材の加工ひずみに関する研究, 代表, , 2011/04, 

2012/03 

10. 森 善一, 国内共同研究, 介護福祉機器・ロボットに関する研究, 代表, 津田駒工業（株）, 

2011/05, 2012/03 

11. 住谷 秀保, 出資金による受託研究, 歯科治療不安軽減ゆらぎ制御足部マッサージャの開

発, 代表, （株）吉田精工, 2012/03, 2013/03 

12. 住谷 秀保, 出資金による受託研究, 歯科用タービンのトルク強化に関する研究, 分担, , 

2011/04, 2012/03 
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[工学基礎領域] 

氏名, 実施形態, 共同・受託研究テーマ, 代表区分, 相手機関名, 研究開始年/月, 研究終

了年/月 

1. 高橋 東之, 国内共同研究, リチウム電池の研究, 代表, , 2011/05, 2012/03 

2. 湊 淳, 企業からの受託研究, 鉛直判定センサの改良及び応用に関する研究, 代表, (財)

日立地区産業支援センター, 2011/05, 2012/03 

3. 湊 淳, 企業からの受託研究, 道路工事の安全確保策の研究, 代表, （株）ジオテック, 

2011/05, 2012/03 

4. 熊沢 紀之, , ＰＶＡ割繊維不織布をベースとした放射能除染シートの実用化の研究, , 

茨城大学, 2012/02, 2013/01 

5. 熊沢 紀之, 国内共同研究, 脂質膜と分子の相互作用の研究, 代表, 茨城大学, 2011/06, 

2012/03 

 

 

2.3 奨学寄付金  

 

[機械工学領域] 

氏名, 寄附金名称, 寄付者芳名, 金額, 年度 

1. 金野 満, 新燃料利用技術に関する研究助成金, 出光エンジニアリング株式会社, 400000, 

2011 

2. 増澤 徹, 人工心臓用ハイブリッド磁気軸受の最適化に対する研究助成, 前川報恩会, 

500000, 2011 

3. 増澤 徹, 磁気浮上遠心ポンプに関する研究助成金, JMS, 2000000, 2011 

4. 堀辺 忠志, ADC12 材（ダイカスト材）の機械的性質に関する研究, オリエンタルモーター

(株), 500000, 2011 

5. 堀辺 忠志, 地震等の災害時の仮設住宅（プレハブ）の材料強度検証に関する研究助成金, 

上遠野公一, 100000, 2011 

6. 関東 康祐, 関東康祐教授に対する研究助成金, 日本溶接協会, 300000, 2011 

7. 松田 健一, 連続流人工心臓ポンプに適用可能な小型・高性能セルフベアリングモータの

開発, 前川報恩会, 500000, 2011 

8. 伊藤 伸英, (財)軽金属奨学会研究助成, , 150000, 2011 

9. 道辻 洋平, 鉄道車両のダイナミクスと制御に関する研究助成金, 東洋電機製造株式会社, 

1100000, 2011 

 

[物質工学領域] 

氏名, 寄附金名称, 寄付者芳名, 金額, 年度 

1. 友田 陽, 鉄鋼材料の組織制御技術に関する研究助成, , 500000, 2011 

2. 友田 陽, 高周波焼き入れシミュレーションの高度化に関する研究, , 500000, 2011 

3. 久保田 俊夫, 含フッ素ポリマー関する研究助成, , 1000000, 2011 
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4. 榎本 正人, 「鉄鋼中の水素状態分析に関する研究-6」に対する助成金, 新日本製鐵, 

500000, 2011 

5. 榎本 正人, 計算工学による組織と特性予測技術に関する研究, 日本鉄鋼協会, 160000, 

2011 

6. 五十嵐 淑郎, 固相抽出装置に関する研究, 平沼産業, 200000, 2011 

7. 森川 敦司, 高耐熱性樹脂材料の研究に対する研究, 日立マグネットワイヤー株式会社, 

600000, 2011 

8. 鈴木 徹也, 新世代中性子源を利用した鉄鋼元素機能に間する研究, 日本鉄鋼協会, 

300000, 2011 

9. 鈴木 徹也, ミクロ不均一変形の結晶学的解析, 新日本製鐵, 1000000, 2011 

 

[電気電子工学領域] 

氏名, 寄附金名称, 寄付者芳名, 金額, 年度 

1. 栗原 和美, 高性能電動機、有限要素法による電気機械の最適設計, 日立アプライアンス, 

600000, 2011 

2. 栗原 和美, モータドライブに関する研究助成金, 東洋電機製造, 1100000, 2011 

3. 鵜殿 治彦, 太陽光廃熱を利用した熱電発電システムの基礎研究, 財団法人 パワーアカ

デミー, 1000000, 2011 

4. 鵜殿 治彦, 量子ビーム照射によるシリコン系熱電材料へのナノ構造欠陥の創成, 財）

熱・電気エネルギー技術財団, 1000000, 2011 

5. 鵜殿 治彦, 高い赤外吸収を利用したシリサイド微粒子分散型電池の基礎研究, 東電記念

財団, 1000000, 2011 

6. 今井 洋, 光通信に関する研究助成, 株式会社 フジクラ, 500000, 2011 

7. 田中 正志, (公財)中部電気利用基礎研究振興財団 出版助成, , 114000, 2011 

8. 田中 正志, 電気学会創立 100 周年記念国際会議への出席助成, , 139500, 2011 

 

[メディア通信工学領域] 

氏名, 寄附金名称, 寄付者芳名, 金額, 年度 

1. 小山田 弥平, 通信ネットワークに関する研究助成, 株式会社フジクラ, 500000, 2011 

2. 杉田 龍二, 磁気転写技術に関する研究助成金, 富士フイルム(株), 1000000, 2011 

3. 小峰 啓史, 電子 MOエピウェハのデバイス特性シミュレーション, , 600000, 2011 

4. 小峰 啓史, フェリ/フェロ磁性体ハイブリッド構造を用いたナノワイヤメモリ高密度化

に関する研究, , 1350000, 2011 

 

[情報工学領域] 

 

[都市システム工学領域] 

氏名, 寄附金名称, 寄付者芳名, 金額, 年度 

1. 呉 智深, 橋梁構造物の早期損傷検知およびヘルスモニタリングのための動的ひずみ分布

光ファイバセンシング技術の開発, 財団法人 鹿島学術振興財団, 1600000, 2011 
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2. 呉 智深, 各種光ファイバセンサによる鉄道構造物のセンシング性能評価, 特定非営利活

動法人 光防災センシング振興協会, 500000, 2011 

3. 小峯 秀雄, 粒状ベントナイトの水分移動特性の測定と評価, 間組, 1000000, 2011 

4. 村上 哲, タイヤチップ混合によるソイルセメントコラムの靭性改善効果に関する研究, 

旭化成, 1000000, 2011 

5. 桑原 祐史, "見え鉄"システムの高度化における GIS 応用に関する研究, 見え鉄, 50000, 

2011 

6. 桑原 祐史, 塩害対策研究, 株式会社 EITI, 50000, 2011 

7. 桑原 祐史, 大気中の二酸化炭素の濃度変動分析, 株式会社ユー・ドム, 50000, 2011 

8. 桑原 祐史, 堤防等河川構造物の脆弱性評価のための３次元土質, 日立エンジニアリング

アンドサービス, 400000, 2011 

9. 桑原 祐史, 緑地整備による CO2吸収効果に関する研究助成, 前田建設工業株式会社, 

500000, 2011 

10. 藤田 昌史, 水処理プロセスから排出される温室効果ガスの削減に関する研究助成金, 日

立製作所, 200000, 2011 

 

[知能システム工学領域] 

氏名, 寄附金名称, 寄付者芳名, 金額, 年度 

1. 楊 子江, PID 制御のセルフチューニング, , 500000, 2011 

2. 楊 子江, 自動車エンジンのモデリング及び同定, , 500000, 2011 

3. 森 善一, 介護福祉機器・ロボットに関する研究, , 150000, 2011 

 

[工学基礎領域] 
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Ⅳ 教職員組織と管理・運営 

 

 

1. 組織 

 

 次ページ以降に組織図，学科等担当教員，博士前期課程・後期課程担当教員を示す． 
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研 究 施 設  
   機 構 長   イ ノ ベ ー シ ョ ン 創 成 機 構
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教 育 組 織 学科等担当教員一覧
平成２３年４月１日

学　科　等 助教 計
塩幡　宏規 鴻巣　眞二 相澤　民王 尾関　和秀 今村　仁 松村　邦仁
伊藤　吾朗 増澤　徹 道辻　洋平 清水　年美 山崎　和彦 西　泰行
梶谷　修一 関東　康祐 王　東方 車田　亮
稲垣　照美 田中　伸厚 松田　健一 伊藤　伸英
金野　満 堀辺　忠志
近藤　良 前川　克廣

0 24
小林　芳男 五十嵐　淑郎 大野　修 山内　智 細谷　孝明
小野　高明 木村　成伸 熊沢　紀之 東  美和子
久保田　俊夫 森川　敦司 北野　誉 江口　美佳
阿部　修実 田中　伊知朗 【西野創一郎】

1 16
大貫　仁 小檜山　守 鈴木　徹也 稲見　隆 横田　仁志 田代　優
榎本　正人 太田　弘道 永野　隆敏
篠嶋　妥 【友田　陽】
(高橋東之)

0 5
小林　正典 今井　洋 鵜殿　治彦 金谷　範一 鈴木　健仁
三枝　幹雄 栗原　和美 和田　達明 木村　孝之 田中　正志
山中　一雄 垣本　直人 青野　友祐 宮嶋　照行
島影　尚 【池畑　隆】 堀井　龍夫 祖田　直也

柳平　丈志 横田　浩久
宮島　啓一 【佐藤直幸】

2 22
杉田　龍二 鹿子嶋　憲一 赤羽　秀郎 鵜野　克宏 矢内　浩文 山田　光宏
小山田　弥平 梅比良　正弘 武田　茂樹 小峰　啓史 塚元　康輔 出崎　善久
辻　龍介 (小澤　哲) 中村　真毅 上原　清彦

(湊　淳)
0 4

加納　幹雄 荒木　俊郎 畠山　正行 上田　賀一 岡田　信一郎 佐々木　稔 大野　博
仙波　一郎 岸　義樹 山田　孝行 外岡　秀行 【野口　宏】
黒澤　馨 米倉　達広 新納　浩幸 藤芳　明生
鎌田　賢 羽渕　裕真 【大瀧保広】
澁澤　進

1 20
沼尾　達弥 小柳　武和 井上　凉介 山田　稔 車谷　麻緒
呉　智深 金　利昭 寺内　美紀子 信岡　尚道
小峯　秀雄 横木　裕宗 原田　隆郎 村上　哲
【三村信男】 藤田　昌史 【桑原祐史】

0 16
星野　修 馬場　充 清水　淳 森　善一 中野　博民 近藤　久 住谷　秀保
乾　正知 周　立波 坪井　一洋 城間　直司 井上　康介 尾嶌　裕隆 岩崎　唯史
城　道介 楊　子江 鈴木　智也 福岡　泰宏 梅津　信幸
原口　忠男 青島　伸一 小貫　哲平 中村　雅史 関根　栄子

竹内　亨
5 25

村上　雄太郎 岡　裕和 植木誠一郎 細川　卓也 伊多波　正徳
平澤　剛 【小澤　哲】

  共  通 【高橋東之】 【湊　淳】
1 9

合　　計 10 141

※【　】は、独立専攻、広域水圏環境科学教育研究センター、学術情報局所属の教員を表す。
※ (  )は小澤、湊、高橋の各先生の第一担当科目の所属。
　　但し、共通からの委員の選出が多々あるので、ここでは便宜上、共通に入れている。

#VALUE! #VALUE! 19

488

6 2 0

 情報工学科

知能システム
工学科

379

7 8 1

都市システム
工学科

メディア通信
工学科

5(6) 6(7) 4

教　授 准教授 講　師

0128

12 8 4

6(7) 2 3

8 7 0

 機械工学科

生体分子機
能工学科

マテリアル工
学科

電気電子工
学科
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教 員 組 織
平成２３年４月１日

領　域 助教 計
塩幡　宏規 鴻巣　眞二 相澤　民王 尾関　和秀 今村　仁 松村　邦仁
伊藤　吾朗 増澤　徹 道辻　洋平 清水　年美 山崎　和彦 西　泰行

機械工学 梶谷　修一 稲垣　照美 王　東方 車田　亮
関東　康祐 金野　満 松田　健一 伊藤　伸英
田中　伸厚 堀辺　忠志
近藤　良 前川　克廣

0 24
五十嵐　淑郎 木村　成伸 大野　修 東 美和子 横田　仁志 田代　優 細谷　孝明
小檜山　守 大貫　仁 山内　智 北野　誉 永野　隆敏

物質工学 榎本　正人 小林　芳男 鈴木　徹也 稲見　隆
小野　高明 太田　弘道 江口　美佳 【西野創一郎】
森川　敦司 久保田　俊夫
阿部　修実 篠嶋　妥
田中　伊知朗 【友田　陽】

1 26
小林　正典 今井　洋 鵜殿　治彦 金谷　範一 鈴木　健仁
三枝　幹雄 栗原　和美 和田　達明 木村　孝之 田中　正志

電気電子 山中　一雄 垣本　直人 青野　友祐 宮嶋　照行
工学 島影　尚 【池畑　隆】 堀井　龍夫 祖田　直也

柳平　丈志 横田　浩久
宮島　啓一 【佐藤直幸】

2 22
杉田　龍二 鹿子嶋　憲一 赤羽　秀郎 鵜野　克宏 矢内　浩文 山田　光宏

メディア 小山田　弥平 梅比良　正弘 武田　茂樹 小峰　啓史 塚元　康輔 出崎　善久
通信工学 辻　龍介 中村　真毅 上原　清彦

0 15
加納　幹雄 荒木　俊郎 畠山　正行 上田　賀一 岡田　信一郎 佐々木　稔 大野　博
仙波　一郎 岸　義樹 山田　孝行 外岡　秀行 【野口　宏】

情報工学 黒澤　馨 米倉　達広 新納　浩幸 藤芳　明生
鎌田　賢 羽渕　裕真 【大瀧　保広】
澁澤　進

1 20
沼尾　達弥 小柳　武和 井上　凉介 山田　稔 車谷　麻緒

都市シス 呉　智深 金　利昭 寺内　美紀子 信岡　尚道
テム工学 小峯　秀雄 横木　裕宗 原田　隆郎 村上　哲

【三村信男】 藤田　昌史 【桑原祐史】
0 16

星野　修 馬場　充 清水　淳 森　善一 中野　博民 近藤　久 住谷　秀保
知能シス 乾　正知 周　立波 坪井　一洋 城間　直司 井上　康介 尾嶌　裕隆 岩崎　唯史
テム工学 城　道介 楊　子江 鈴木　智也 福岡　泰宏 梅津　信幸

原口　忠男 青島　伸一 小貫　哲平 中村　雅史 関根　栄子
竹内　亨

5 25
村上　雄太郎 岡　裕和 熊沢　紀之 植木誠一郎 伊多波　正徳

工学基礎 平澤　剛 【小澤　哲】 細川　卓也
【高橋東之】 【湊　淳】
【菊地賢司】

1 11

合　　計 10 159

イノベーション 中澤　哲夫

創成機構

0 1

合　　計 10 160

※【　】は、独立専攻、広域水圏環境科学教育研究センター、学術情報局、
　 フロンティア応用原子科学研究センター所属の教員を表す。

教　授 准教授 講　師

12 8 4

0128

14 8 3

0 0

8

7 3

71 60 19

7 8 1

60 19

1

4

5

0

70

工　学　野　区　分

9

8

37

46
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茨城大学大学院工学研究科博士前期課程               平成 23 年 4 月 1 日現在 

塩幡宏規 鴻巣真二 尾関和秀 道辻洋平 今村　仁

増澤　徹 伊藤吾朗 清水年美 王　東方 西　泰行

稲垣照美 関東康祐 伊藤伸英 松田健一 松村邦仁

田中伸厚 梶谷修一 相澤民王 車田　亮 山崎和彦

近藤　良 金野　満

前川克廣 堀辺忠志

中澤哲夫

計 4

木村成伸 小林芳男 東　美和子 大野　修

大貫　仁 榎本正人 北野　誉 鈴木徹也

五十嵐淑郎 小桧山　守 山内　智 稲見　隆

小野高明 太田弘道 江口　美佳

森川敦司 久保田俊夫

阿部修実 篠嶋　妥

田中伊知朗

計 0

小林正典 今井　洋 金谷範一 鵜殿治彦

三枝幹雄 栗原和美 和田達明 宮嶋照行

垣本直人 山中一雄 木村孝之 青野友祐

島影　尚 柳平丈志 祖田直也

横田浩久 堀井龍夫

宮島啓一

計 0

鹿子嶋憲一 杉田龍二 赤羽秀郎 鵜野克宏 山田光宏

小山田弥平 梅比良正弘 武田茂樹 小峰啓史 矢内浩文

辻　龍介 中村真毅 上原清彦 塚元康輔

計 3

加納幹雄 荒木俊郎 畠山正行 新納浩幸 岡田信一郎

岸　義樹 黒澤　馨 上田賀一 外岡秀行

仙波一郎 米倉達広 山田孝行 藤芳明生

鎌田　賢 羽渕裕真 【大瀧保広】

澁澤　進

計 1

呉　智深 沼尾達弥 山田　稔 信岡尚道 車谷麻緒

小柳武和 金　利昭 原田隆郎 村上　哲

小峯秀雄 横木裕宗 藤田昌史 【桑原祐史】

【三村信男】 井上凉介 寺内美紀子

計 1

馬場　充 星野　修 清水　淳 森　善一 中野博民

城　道介 乾　正知 坪井一洋 城間直司 井上康介

周　立波 楊　子江 福岡泰宏 中村雅史 近藤　久

原口忠男 青島伸一 鈴木智也 小貫哲平 尾嶌裕隆

計 4

小澤　哲 友田　陽 佐藤直幸 西野創一郎

池畑　隆 高橋東之

湊　　淳

計 0

平澤　剛 【菊池賢司】 熊沢紀之 植木誠一郎

村上雄太郎 岡　裕和 細川卓也

計 0

合　　　　　計 1371 60

5 2

共  通  講  座

4 3

知能ｼｽﾃﾑ工学
専攻

8 8

応用粒子線科学
専攻

9 7

都市ｼｽﾃﾑ工学
専攻

7 8

ﾒﾃﾞｨｱ通信工学
専攻

5 6

情報工学専攻

13 7

電気電子工学
専攻

7 11

機械工学専攻

13 8

物質工学専攻

専　　攻 教　　　　授 准　　教　　授 講　　師
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茨城大学大学院工学研究科博士後期課程               平成 23 年 4 月 1 日現在 

教授 准教授 講師

五十嵐淑郎 ･ 木村成伸 大野　修 ･ 熊沢紀之

分子工学 小林芳男 ･ 小野高明 北野　誉 ･ 江口美佳 7 5

森川敦司 ･ 久保田俊夫 東　美和子

阿部修実

榎本正人 ･ 杉田龍二 青野友祐 ･ 鵜殿治彦

物性工学 篠嶋　妥 ･ 太田弘道 小峰啓史 ･ 6 3

島影　尚 ･ 田中伊知朗

小檜山　守 ･ 伊藤吾朗 稲見　隆 鈴木徹也

材料システム 大貫　仁 3 2

0 16 10

稲垣照美 ･ 梶谷修一

エネルギーシステム 垣本　直人 ･ 金野　満 6 0

田中伸厚 ･ 辻　龍介

鴻巣真二 ･ 前川克廣 井上凉介 ･ 清水　淳

設計及び生産 関東康祐 ･ 塩幡宏規 伊藤伸英 尾関和秀 9 4

プロセス工学 周　立波 ･ 堀辺忠志

原口忠男 ･ （菊地　賢司）

城　道介

馬場　充 ･ 山中一雄 金谷範一 ･ 森　善一

計測・制御学 栗原和美 ･ 増澤　徹 道辻　洋平 7 3

近藤　良 ･ 楊　子江

青島伸一

0 22 7

呉　智深 ･ 金　利昭 外岡秀行 ･ 原田隆郎 車谷麻緒

社会・環境 小峯秀雄 ･ 横木裕宗 信岡尚道 ･ 山田　稔 4 8 1

システム 村上　哲 ･ 藤田　昌史

【桑原祐史】

小林正典 ･ 小山田弥平 宮嶋照行 ･ 赤羽秀郎

電子・通信 今井　洋 ･ 鹿子嶋憲一 武田茂樹 ･ 木村孝之 9 4

システム 鎌田　賢 ･ 梅比良正弘

三枝幹雄 ･ 羽渕裕真

《尾崎久記》

荒木俊郎 ･ 加納幹雄 相澤民王 ･ 畠山正行

計算機科学 仙波一郎 ･ 岸　義樹 山田孝行 ･ 上田賀一 10 6

黒澤　馨 ･ 米倉達広 坪井一洋 ･ 新納浩幸

星野　修 ･ 澁澤　進

《曽我日出夫》 岡　裕和

1 23 18 1

生命・環境 小柳武和 ･ 【三村信男】

システム 沼尾達弥 3 0

機能システム科学 乾　正知 山内　智 1 1

0 4 1

量子基礎科学 0 0

構造生物学 0

中性子材料科学 友田　陽 ･ 高橋東之 西野創一郎 2 1

ｴﾈﾙｷﾞｰ･ﾘｽｸ 池畑　隆 ･ 小澤　哲 佐藤直幸

情報科学 湊　　淳 3 1

基礎原子力科学 0 0

0 5 2

　 合　　　　　計 1 70 38

《　　》教育学部専任教員

（　　）ﾌﾛﾝﾃｨｱ専任教員

応
用
粒
子
線
科
学

5 2

70 37

情
報
・
シ
ス
テ
ム
科
学

23 17

環
境
機
能
科
学 4 1

物

質

科

学 16 10

生

産

科

学

22 7

専
攻

講          座 教　　　　　　　　　　　授 准　　　　　教　　　　　授 講師
計
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2. 教職員数 

 

 事務 技術 教務 合　計

 職員 職員 職員 教授 准教授 講師 助教 計 事務 技術 非常勤 産学官

一般(一) 補佐員 補佐員 研究員 連携研

究員等

工学部事務部 27 3 7 37

事務支援室 2 5 7

図書館工学部分館 2 2 4

機械工学領域 3 12 8 4 24 1 28

物質工学領域 5 13 7 3 1 24 2 2 33

電気電子工学領域 5 7 11 2 20 1 26

ﾒﾃﾞｨｱ通信工学領域 5 6 4 15 1 16

情報工学領域 2 9 6 2 1 18 1 2 23

都市ｼｽﾃﾑ工学領域 3 6 7 1 14 1 1 19

知能ｼｽﾃﾑ工学領域 4 8 8 4 5 25 1 30

工学基礎領域 4 3 1 8 8

独立専攻 5 2 7 7

ＩＴ基盤ｾﾝﾀｰ 3 1 1 2 1 6

産学官連携イノベーショ
ン創成機構 3 1 1 3 1 8

フロンティア応用原子科学
研究センター 1 1 1

ＩＣＡＳ 1 1

　（広域水圏ｾﾝﾀｰ） 1 1 2 2

　　　合　計 34 33 72 60 19 10 161 22 1 5 256

　　教　　員 非常勤職員
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3. 各種委員会と構成 

 3.1 学科 

 

平成 23 年度各種委員会委員等（No.1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
委 員 会 等 名

人員  
  人 

 任期  
  年 

 
 発 令 日 

 
 終 了 日  機  械  物  質  分子機能  マテリア

 ル 
 電気電子  メディア 

 
 情  報 

 
 都市ｼｽﾃﾑ

 
学 科 長

 １０    ２  23. 4. 1  25. 3.31   金 野   阿 部   小野高   篠 嶋    垣 本    辻   羽 渕     呉 

 
  ５ 

 
  ２ 

 
 22. 4. 1 

 
 24. 3.31

 
  稲 垣

   
  篠 嶋

   ◎米 倉  
  信 岡

 
 
 中期計画策定・点検評価委 
 員会   ４   ２  23. 4. 1  25. 3.31     五十嵐     祖 田   小山田     岸  

 
  ６ 

 
   ２ 

 
 22. 4. 1 

 
 24. 3.31

   
  山 内

  ◎栗 原 
  塚 元 

 
   上 田 

  
 
 教 育 改 善 委 員 会 

  ４ 
   ２  23. 4. 1  25. 3.31  

 車 田
 
  永 野

 
 宮嶋照

   
 寺 内

 
  ７ 

 
   ２ 

 
 22. 4. 1 

 
 24. 3.31

  
  横田仁

 
  木 村

  
 ◎今 井

 
  武 田 

   
 
 教 務 委 員 会 

  ４ 
   ２  23. 4. 1  25. 3.31  

   王 
   

  横田仁
   

  仙 波 
 
  小峯秀

 
  ５ 

 
   ２ 

 
 22. 4. 1 

 
 24. 3.31

 
 ◎近 藤

   
  大 貫

   
  畠 山 

 
    金 

 
 
 学 生 委 員 会 

  ５ 
   ２  23. 4. 1  25. 3.31   

  大 貫
 
 大野修 

  
  小林正

 
  矢 内 

  

 
 
  ８ 

 
 
   ２ 

 
 
 22. 5. 1 

 
 
 24. 4.30

 
 
 
  道 辻

  ※◎ 
  久保田
 
  北 野

    
 
 
  岡 田 

 ※○金 
 
 
  藤 田

 
 
 
入学 者選抜実施委員会

  ３    ２  23. 5. 1  25. 4.30      鈴木徹    金 谷   山 田   

  ４    ２  22. 4. 1  24. 3.31     細 谷   田 代    山 田    原 田 
 ものづくり教育研究支援 
 ラボ運営委員会   ６    ２  23. 4. 1  25. 3.31  ◎前 川

 ※伊藤伸
    王 

    
  堀 井

  
  大 野 

 

 
 
 
就 職 担 当

  
 
  尾 関

 
 
   東 

 
 

 東 

 
 
 田 代

 
  横田浩
 
  宮島啓

 
 
  小峰啓 

 
  加 納 
 
  藤 芳 

 
 
  井上凉

   前 学 期  

   後 学 期 

 
  伊藤伸

  
  北 野

 
  永 野

 
  池 畑

  上 原 
 
   矢 内 

 
  佐々木 

 
  横 木

 前 学 期   小檜山

 
 

 １ 年 次 
 
兼学生相談担当教員   補 助 担 任 

 後 学 期 

 
  関 東

  
  小野高

  大 貫

 
  青 野

  山田光 
 
     辻 

 
  荒 木 

 
  三 村

 ２ 年 次 
 
兼学生相談担当教員 

  
   王 

  
  田中伊

 
  篠 嶋

 
  柳 平

 
  鵜 野 

 
  新 納 

 
  村上哲

 ３ 年 次 
 
兼学生相談担当教員 

  
  伊藤吾

  
  山 内

 
  太 田

 
  和 田

 
  塚 元 

 
  岡 田 

 
  沼 尾

 
 
 ク 
 
 ラ 
 
 ス 
 
 担 
 
 当 
 
 教 
 
 員 

 ４ 年 次 
 
兼学生相談担当教員 

  
  尾 関

 
   東 

 
    東 

 
  田 代

 
  横田浩

 
   辻 

 
  藤 芳 

 
  井上凉
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平成 23 年度各種委員会委員等（No.2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※は学部長指名の委員 

 

 

 
委 員 会 等 名  

人 員   
人  

任 期   
年  

 
発 令 日

 
終 了 日

 
シ ス テ ム

 
知 能 ｼ ｽﾃ ﾑ 

共   通   
科 目 担 当  

 

学 科 長  １ ０  ２  2 3 . 4 . 1 25 .  3 .3 1 星  野  星  野 小  澤   

５  ２  2 2 . 4 . 1 24 .  3 .3 1  星  野   
中 期 計画 策 定 ・点 検 評価 委員 会  

４  ２  2 3 . 4 . 1 25 .  3 .3 1     

 
７  

 
２  

 
2 2 . 4 . 1

 
24 .  3 .3 1   

青  島
 

細  川   
 

教 育 改 善 委 員 会  
４  ２  2 3 . 4 . 1 25 .  3 .3 1     

 
７  

 
２  

 
2 2 . 4 . 1

 
24 .  3 .3 1

近  藤  坪  井 平  澤    
教 務 委 員 会   

４  ２  2 3 . 4 . 1 25 .  3 .3 1     

 
５  

 
２  

 
2 2 . 4 . 1

 
24 .  3 .3 1

 
尾  嶌      

学 生 委 員 会   
５  ２  2 3 . 4 . 1 25 .  3 .3 1   

乾    

 
７  

 
２  

 
2 2 . 5 . 1

 
24 .  4 .3 0   

福  岡
 

伊 多 波   
 

入 学 者 選 抜 実 施 委 員 会  
 

４  
 

２  
 

2 3 . 5 . 1
 

25 .  4 .3 0     

５  ２  2 2 . 4 . 1 24 .  3 .3 1     も の づ く り 教 育 研 究 支 援  
ラ ボ 運 営 委 員 会  ４  ２  2 3 . 4 . 1 25 .  3 .3 1  森    

 
就 職 担 当   

Ａ  乾  
 

Ｂ 清  水

Ａ  乾  
 

Ｂ 清  水  
  

前 学 期  
 

後 学 期  
 

Ａ 青  島  
 

Ｂ   森
  

前 学 期  

 
１ 年 次  

 
兼 学 生 相 談 担 当 教 員   

補 助 担 任  後 学 期  
 

Ａ  城
 

Ｂ  原 口
  

２ 年 次  
 

兼 学 生 相 談 担 当 教 員  
  

Ａ 馬  場  
 

Ｂ 鈴 木 智  
  

３ 年 次  
 

兼 学 生 相 談 担 当 教 員  
  

Ａ  楊
 

Ｂ 福  岡  
  

 
 

ク  
 

ラ  
 

ス  
 

担  
 

当  
 

教  
 

員  ４ 年 次  
 

兼 学 生 相 談 担 当 教 員  
 

Ａ  乾  
 

Ｂ  清 水

Ａ  乾
 

Ｂ 清  水  
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 3.2 領域 

 

平成 23 年度 各領域各種委員会委員等 

◎印は委員会委員長 ○印は副委員長                     H23.4.1 現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
委 員 会 等 名 

人員 
人 

任期  
年 

 
発 令 日 

 
終 了 日

 
機  械

 
物  質

 
電気電子

 
ﾒﾃﾞｨｱ通信

 
情  報 

 
都市ｼｽﾃﾑ 

知 能 
システム

 
工学基礎

副 学 部 長 ２ ２ 22. 9. 1 24. 8.31 増 澤  栗 原      

領 域 長 ８ １ 23. 4. 1 24. 3.31 田中伸 阿 部 三 枝 辻 羽 渕 小 柳 星 野 岡 

副 領 域 長 ８ １ 23. 4. 1 24. 3.31 近藤良 小檜山 島 影 杉 田 鎌 田 小峯秀 楊子江 村上雄

（学部長指名） 
工 学 部 長 室 

 
（ 実 務 担 当 者 ） 

 
 

１4

 
 
１ 

 
 

23. 4. 1 

 
 

24. 3.31

増 澤
 

車 田

 
 

西 野 

栗 原
 

鵜 殿

 
 

武 田
塚 元

 
 

外 岡 
佐々木 

 
 

原 田 

 
乾 
周 

中 村

 
 
湊 

（学部長指名） 
 

企 画 立 案 委 員 会 

 
 
９ 

 
 
１ 

 
 

23. 4. 1 

 
 

24. 3.31
増 澤

 
 

木 村 
篠 嶋 

栗 原
 

池 畑

 
 

梅比良
米 倉 

 
 

沼 尾 
馬 場  

（学部長指名） 
 

広 報 委 員 会 

 
 

１０

 
 
１ 

 
 

23. 4. 1 

 
 

24. 3.31

 
 

伊藤伸

 
江 口 
鈴木徹 

 
 

柳 平

 
 

矢 内

 
 

渋 澤 

 
 

藤 田 

◎周 
 

梅 津

 
 

村上雄

（学部長指名） 
 

入学者選抜方法検討委員会 

 
 
７ 

 
 
１ 

 
 

23. 4. 1 

 
 

24. 3.31

 
 

清 水

 
 

榎 本 

 
 

宮島啓

 
 
辻 

 
 

◎加 納 

 
 

村 上 

 
 

城 間
 

（学部長指名） 
 

教 員 評 価 委 員 会 
 
４ 

 
２ 

 
22. 4. 1 

 
24. 3.31

 
増 澤   

栗 原  米 倉  馬 場  

 
 
４ 

 
 
２ 

 
 

22. 4. 1 

 
 

24. 3.31
 

 
 

小林芳 

◎栗 原
 

宮 島
  

 
 

山田稔 

 
 

青 島
 

 
教 育 制 度改 革 委 員 会 

４ ２ 23. 4. 1 25. 3.31 前 川   小山田 上 田   熊 沢

３ ２  
22. 4. 1 

 
24. 3.31  久保田   渋 澤  周  

23. 4. 1 25. 3.31 前 川  木村孝 ◎梅比良  井上凉   
 

国 際 交 流 委 員 会 
４ ２ 

  留学生専門教育教員 村上雄，湊，事務長 

 
５ 

 
２ 

 
22. 4. 1 

 
24. 3.31

 
稲 垣

 
東   ◎米 倉  

信 岡 
 

星 野   
中期計画策定・点検評価委員

会 ４ ２ 23. 4. 1 25. 3.31   祖 田 小山田 岸   植 木

   ◎学部長，事務長，総括技術長 、技術長、技術班長  
 
 
４ 

 
２ 

 
22. 4. 1 

 
24. 3.31

 
道 辻

 
小檜山   

杉 田   
呉    

技 術 部 運 営 委 員 会 

４ ２ 23. 4. 1 25. 3.31   今 井  米 倉  小 貫 伊多波

   ◎分館長 小山田（任期22. 4. 1～24.3.31）  
 
 
４ 

 
２ 

 
22. 4. 1 

 
24. 3.31   

小檜山 
 

木村孝   
荒 木   

井上康   
図 書 委 員 会 

４ ２ 23. 4. 1 25. 3.31 王   出 崎  車 谷  村上雄

 
表 面 処 理運 営 委 員 会 

 
３ 

 
２ 

 
22. 4. 1 

 
24. 3.31

 
道 辻

 
太 田 

 
鵜 殿      

梶 谷 細 谷 垣 本 武 田 大 野 原 田 岩 崎 湊  
宿 舎 委 員 会 

 
８ 

 
１ 

 
23. 4. 1 

 
24. 3.31 総務係長，会計第一係長 

 
互 親 会 理 事 

 
１ 

 
1 

 
23. 4. 1 

 
24. 3.31

 
鴻 巣        

 
互 親 会 役 員 

 
８ 

 
1 

 
23. 4. 1 

 
24. 3.31

 
鴻 巣

 
細 谷 

 
鈴木健

 
中村真

 
大 野 

 
信 岡 

 
関 根

 
岡 
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（日 立 地 区） 
 

博士後期課程 
専 攻長会 議 

 
博士前期課程 
専攻 長会議 

 
運 営委員 会

 
博士後期課程
委 員 会

 
点検・ 評価
委 員 会

 
運 営 調 整
委 員 会

博士前期課程
入 学者選 考
委 員 会

博士前期課程 
大 学 院 
教 務委員 会 

 
博士後期課程
入学 者選考
実施 委員会

自 23. 4. 1 
至  24. 3.31 

自 23. 4. 1 
至  24. 3.31 

自 23. 4. 1
至  24. 3.31

自 23. 4. 1
至  24. 3.31

自 23. 4. 1
至  25. 3.31

自 23. 4. 1
至  24. 3.31

自 23. 4. 1
至  24. 3.31

自 23.4. 1 
至  24.3.31 

自 23. 4. 1
至  24. 3.31

 
 

委員会等名 
（任 期） 

 
 
 
 
 

専攻等名 
研究科長 １ 
副研究科長１ 

研究科長 １ 
副研究科長１ 

研究科長 １
副研究科長１

      

 
物 質 科 学 

 
伊 藤 吾 朗 

 
伊 藤 吾 朗 

 
伊 藤 吾 朗

 
熊 沢 紀 之     

伊 藤 吾 朗

 
生 産 科 学 

 
関 東 康 祐   

関 東 康 祐
 

関 東 康 祐
 

青 島 伸 一
 

関 東 康 祐    
関 東 康 祐

情報・ 
 

システム科学 
 

小 峯 秀 雄   
小 峯 秀 雄

 
小 峯 秀 雄

 
鎌 田 賢     

小 峯 秀 雄

宇 宙 地 球 
 

システム科学 
 

福 井 隆 裕   
福 井 隆 裕

 
福 井 隆 裕

 
吉 田 龍 生

 
福 井 隆 裕    

福 井 隆 裕

 
 

環境機能科学 

 
小 島 純 一 

 
三 村 信 男

 
小 島 純 一 

 
三 村 信 男

小 島 純 一
 

三 村 信 男

 
小 島 純 一    

 
小 島 純 一

 
三 村 信 男

 
 
 
博 
 
 
士 
 
 
後 
 
 
期 
 
 
課 
 
 
程 応用 

粒子線科学 
高 妻 孝 光 
池 畑 隆 

 高 妻 孝 光
池 畑 隆

高 妻 孝 光
池 畑 隆

 
桑原慶 太郎

   高 妻 孝 光
池 畑 隆

 
理    学   

折 山 剛 

折 山 剛
 

市 村 文 男
 

折 山 剛
 

安 藤 寿 男

小 島 純 一
市 村 文 男
野 口 高 明

  
折 山 剛
市 村 文 男
野 口 高 明

 
機 械 工 学   

田 中 伸 厚 
田 中 伸 厚

 
近 藤 良

 
関 東 康 祐

 
関 東 康 祐   

車 田 亮
 

田 中 伸 厚  

 
物 質 工 学   

阿 部 修 実 

阿 部 修 実
 

小 檜 山 守
 

小 林 芳 男
 

稲 見 隆
 

◎小 檜 山 守
 

小 林 芳 男
 

阿 部 修 実 
 

阿 部 修 実

 
電気電子工学   

三 枝 幹 雄 
三 枝 幹 雄

 
山 中 一 雄

 
山 中 一 雄

 
祖 田 直 也   

青 野 友 祐
 

◎ 三枝幹雄 
 

三 枝 幹 雄

 
メディア通信 

工学 
  

辻 龍 介 

辻 龍 介
 

鹿 子 嶋 憲 一
 

鹿 子嶋憲 一
 

赤 羽 秀 郎
 

鹿 子嶋 憲一
 

赤 羽 秀 郎
 

辻 龍 介 
 

辻 龍 介

 
情 報 工 学   

鎌 田 賢 
鎌 田 賢

 
仙 波 一 郎

 
羽 渕 裕 真

 
黒 澤 馨   

岸 義 樹
 

鎌 田 賢 
 

鎌 田 賢

 
都市ｼｽﾃﾑ工学   

小 柳 武 和 
小 柳 武 和

 
金 利 昭

 
小 峯 秀 雄

 
村 上 哲   

○ 沼尾達 弥
 

小 柳 武 和  

 
知能ｼｽﾃﾑ工学   

星 野 修 

星 野 修
 

楊 子 江
 

坪 井 一 洋
 

尾 嶌 裕 隆
 

楊 子 江
 

◎原 口 忠 男
 

星 野 修 
 

星 野 修

 
 
博 
 
 
 
士 
 
 
 
前 
 
 
 
期 
 
 
 
課 
 
 
 
程 

応用 

粒子線科学 
 

高 妻 孝 光 

池 畑 隆 

（高妻孝光）

（ 池 畑 隆 ）

（高妻孝光）

（ 池畑隆 ）

 

湊 淳
 高 橋 東 之 池 畑 隆  

後期課程委員長   増 澤 徹 増 澤 徹     増 澤 徹

研究科長が指定 

した者 
  野 口 高 明

○ 百瀬宗 武

市 村 文 男

野 口 高 明

     

計 １０ １２ ２８ ２０ １５ ８ ８ ８ １７ 

 

 3.3 大学院理工学研究科 

 

平成 23 年度 理工学研究科各種委員会委員一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（   ）は兼務者、◎印委員長、○印副委員長 
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4．教育研究施設  

4.1 産学官連携イノベーション創成機構 

 

１）産学官連携イノベーション創成機構の概要 

 イノベーション創成機構は、平成元年に設置された共同研究開発センターと平成 8 年に設置されたサ

テライト・ベンチャー・ビジネス・ラボラトリーを平成 21 年 5 月に統合、設立した。「地域に支えられ、

地域から頼りにされる大学」を目標に地域との連携活動を展開し、総合大学の利点を活かして地域企業

等との共同研究及び研究交流を推進することにより、地域社会における技術開発及び技術教育の振興に

資すると共に、ベンチャービジネスの萌芽となるべき独創的な研究開発を推進し、高度な専門的職業能

力を持った独創的人材の育成を図って、地域の産業や文化の知的拠点として社会に貢献することを目指

している。活動の推進に当たっては学外との連携体制を構築して産学官連携活動を行っている。 

 平成 23 年度における機構の組織・配置人材・業務を図 4-1 に示す。機構は機構長、副機構長の下に 5

つの部門を設けて、各部門に部門長を置いて、業務の責任体制を明確にしている。  

 産学連携室は機構の組織ではないが、同一の建物に配置され、イノベーション創成機構と一体となっ

て共同研究・受託研究及び種々の外部資金の受け入れ、さらに機構全般の事務業務を行っている。 

 平成 23 年度は文部科学省の自立化促進プログラムとして、首都圏北部 4 大学連合産学官連携戦略展開

事業を受託して産学連携の広域展開活動（4u）の継続、同様に文部科学省の大学等産学官連携自立化促

進プログラム（コーディネータ支援型）の支援を受けて産学連携コーディネート活動の強化を図った。 

 また、各部門に配置されている産学連携コーディネータは、企業・自治体・支援機関・官公庁等との

連携活動の推進、知的財産の創生・管理・技術移転活動を推進した。なお、文部科学省の自立化促進プ

ログラム推進コーディネータ以外は全員非常勤である。 

 また、機構の管理運営に関しては、機構運営委員会を設置し、中期計画及び年度計画の実施に関する

事項、規則、規程等の制定及び改廃に関する事項、その他運営に関する重要事項を審議し、運営管理を

適正に行っている。なお、茨城大学はにキャンパスが 3 箇所にあるために各キャンパスにイノベーショ

ン創成機構の運営委員を配置している。 

なお、上記の体制によりイノベーション創成機構では産学官連携活動を推進しているが、産学官連携

の活動主体は全学の教職員である。平成 23 年度には工学部の教員を中心に全教職員の約 3割が共同研究

推進や人材育成支援などに参画している。 
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事務局：産学連携室

産学官連携自立化
促進プログラム

専任教員：中澤哲夫

副機構長：池畑隆

運営委員会

機 構 長：前川克廣

人材育成支援部門
部門長：周立波

インキュベーション部門

部門長：中澤哲夫

ベンチャービジネス部門

部門長：杉田龍二

知的財産部門
部門長：稲垣照美

共同研究推進部門
部門長：池畑隆

【配置人材】
産学連携コーディネータ
高木宣輔
宇都木勲
太田秀夫
石川正美
萩谷真一☆

地域連携共同研究員
冨長博（県）

【業務】
＊技術相談
＊企業等との相談
窓口

＊外部研究資金
獲得支援

＊学内外機関との
連携

☆：部門兼任

【配置人材】
産学連携コーディネータ

片上浩三
阿萬三司
岩田正彦
高松秀一

【業務】
＊ 知的財産の

創出・管理
＊ 技術移転への

取組
＊ 契約管理

【配置人材】
産学連携コーディネータ

萩谷真一

【業務】
＊ベンチャーマインドの

育成
＊ 研究成果の具体化
（企業化、特許、
技術移転など）を
目指したプロジェ
クトの運用

＊ 新規事業を創成で
きる人材の育成

【配置人材】

【業務】
＊大学発ベンチャー
育成支援

＊ 小規模ベンチャー
企業との連携支援

＊ インキュベー
ションスペース
の管理・運用

【配置人材】
産学連携コーディネータ

鈴木茂
高木宣輔☆
石川正美☆

【業務】
＊ 社会人教育支援
＊ 学生の実学教育

支援

【配置人材】
産学連携コーディネータ
園部浩
友田和美

【業務】
＊ 大学シーズの

データベース化
推進

＊ ４大学連合
（4U）事業推進

☆：部門兼任

 
図 4-1 組織と活動内容 

 

２）大学シーズの広報 

 産学官連携イノベーション創成機構の拠点は工学部構内のＮ５棟にあり、大学のシーズ広報等は工学

部と密に連携して推進している。本年度に実施した工学部関連の主なイベントを以下に示す。 

平成 23 年 5 月 17 日（火）  

第 12 回 首都圏北部 4大学 新技術説明会（キャラバン隊）  

場所：新都心ビジネス交流プラザ（埼玉県さいたま市） 

本学から１件の研究成果の発表を行った。  

 

平成 23 年 5 月 19 日（木）、5 月 20 日（金） 

技術提案型展示商談会 in NISSAN「いばらき圏 技術なう」 

場所：ニッサン厚木テクニカルセンター 

常陽銀行が主催し、茨城成長産業が共催の展示会が開催され、茨城大学工学部の研究シーズ２件と茨

城大学大学の産学官連携活動状況を展示・紹介した。 

 

平成 23 年 6 月 1 日（水）、6 月 2 日（木） 

首都圏北部 4 大学発 新技術説明会 

場所：科学技術振興機構 JST ホール（東京・市ヶ谷） 

 茨城大学、宇都宮大学、群馬大学、埼玉大学の 4 大学から、特許出願をベースにした研究シーズをプ

レゼンした。発表テーマは、ライフサイエンス分野 9件（茨城大学からは 2件） 、ナノテク・材料、も

のづくり技術関連 11 件（茨城大学からは 3件）報告した。 

 

平成 23 年 6 月 14 日（火） 

首都圏北部 4 大学 知財管理研究会 
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場所：茨城大学 

知財管理や契約の進め方などについて、４大学間で定期的な研究会を開催し、対応法を共有化する等

により、より良い業務の進め方に資する研究会を茨城大学において実施した。 

 

平成 23 年 9 月 5 日（月）  

ものづくり経営革新講演会（イノベーション創成機構後援） 

場所：ホテル テラス・ザ・スクエア日立 

 景気低迷が続く中、不況を克服した鍛造メーカ経営者の経営手法を紹介していただいた。 

 

平成 23 年 9 月 21 日（水）、22 日（木） 

イノベーション・ジャパン 2011  

場所：東京国際フォーラム（東京・有楽町） 

 第 8 回目の今回は「知を結ぶ。-未来の芽を育てよう-」をテーマに、産が必要とする「知」と、学が

生み出す「知」をより積極的に結ぶ展示会と各種プレゼンテーションの場として開催された。 

茨城大学からは 1件の研究成果ならびに、製品や試作機を出展した。 

 

平成 23 年 10 月 19 日（水） 

ひたちものづくりサロン（ＨＭＳ）総会 

場所：茨城大学工学部 Ｅ５棟８階(イノベーションルーム) 

 ひたちものづくり協議会では、産学官連携による地域活性化を目的とした「出会いと連携の場」とし

てひたちものづくりサロン（ＨＭＳ)を開設してきたが、平成 23 年の 10 月より新たな出会いを求めて装

いを新たに再出発することとし、第 1回総会を開催した。 

 

平成 23 年 10 月 19 日（水） 

茨城大学工学部 研究室訪問交流会 

場所：茨城大学工学部 Ｅ５棟８階(イノベーションルーム) 

茨城産業会議は、茨城大学との産学連携事業として、例年茨城大学工学部の研究室訪問交流会を行っ

ている。本交流会は、大学の有するシーズの提供や、情報交換を通じ産業経済界の活性化に資すること

を目的にしているもので、参加者は 111 名であった。 

 

平成 23 年 11 月 4 日（金）  

第 13 回 首都圏北部 4大学 新技術説明会（キャラバン隊） 

場所：桐生市市民会館 4 階 

 本学から研究成果 1件の発表を行った。 

 

平成 23 年 11 月 15 日（火）  

第 4 回 首都圏北部 4大学連合（4u） 知財実践セミナー 

場所：群馬大学太田キャンパス 

 中小企業が陥り易い職務発明規定の制定等、社内の知的財産体制の法的意義に関する問題や契約交渉

の考え方、特許権の効力の範囲等、研究開発を志向される企業の方にとって必ず知っておかなければな

らない重要なポイントをわかりやすく事例を交えて解説した。 

 

平成 23 年 11 月 16 日（金）  

みとしんビジネスマッチングフェア 2011 

場所：水戸プラザホテル 

茨城大学の産学連携活動状況を紹介した。88 社、約 1000 名の来場者があった。 
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平成 23 年 11 月 22 日（火） 13:00～17:00 

平成 23 年度 ＥＣＯシーズ発表会 

場所：栃木県研修館 講堂 

 本学から工学部の研究成果 1件の発表を行った。 

 

平成 23 年 12 月 6 日(火) 

いばらき産業大県創造基金～活用成果発表会・事業説明会～ 

場所：茨城県工業技術センター 

茨城大学の産学官連携事業を紹介した。 

 

平成 23 年１2 月 9 日（金）、10 日（土） 

第 8 回 全国 VBL フォーラム 

場所：大阪大学 豊中キャンパス 

「VBL 原点からの飛躍」をテーマにして大阪大学 豊中キャンパスにて開催され参加した。 

 

平成 23 年 12 月 14 日(水) 

「シンガポール、インドネシアにおける産学連携」（併催） 

「次世代先進半導体加工・システム実装・高集積複合 MEMS 技術開発」 

場所：（財）日立地区産業支援センター（HITS) 大研修室 

 茨城大学は産学連携による地域貢献に注力しているが、今年度は地域企業の海外展開支援を目的とし

た国際産学連携プロジェクトを立ち上げた。   

本セミナーでは、本プロジェクトの事業としてシンガポールおよびインドネシアから講師をお招きし、

現地での産学連携や日系企業の動向、人材育成などについて、経済発展が著しい両国の「今」を紹介し

ていただいた。    

 

平成 23 年 12 月 15 日（木） 

第４回 常陽ものづくり企業フォーラム in つくば 

場所：常陽つくばビル  

フォーラムに先立って産総研つくばセンターにてラボ見学会を実施。 

その後常陽つくばビルにて県内外の実力あるものづくり企業の技術プレゼンテーションやパネルセッシ

ョンを実施した。本フォーラムには工学部の学生も参加して、企業参加者との交流を図った。 

 

平成 24 年 1 月 25 日(水) 

JST「新技術説明会 in 浜松」 

場所：浜松商工会議所 

輸送用機器業界関連の新技術説明会が開催された。 

茨城大学からは工学部の研究成果 1件を紹介した。 

 

平成 24 年１月 25 日(水)、26 日（木） 

彩の国ビジネスアリーナ 2012  

場所：さいたまスーパーアリーナ 

彩の国ビジネスアリーナ 2012 が開催され、茨城大学から工学部の研究成果 2件を出展した。また、首

都圏北部 4大学連合（4u）でも、連携事業の成果を出展した。  
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平成 24 年 2 月 15 日(水) 

県内金融機関連携による茨城ものづくり企業交流会 2012 

場所：水戸京成ホテル 

茨城県経営者協会主催で開催され、茨城大学の産学連携相談コーナーを設置し、活動状況を紹介した。 

 

平成 24 年 2 月 15 日(水)、16 日（木） 

茨城県産学官連携成果発表会 

場所：茨城県工業技術センター 

県内の研究機関、支援機関が一堂に会して産学官連携活動の成果を紹介した。 

本学からは理学部、工学部、農学部から各 1件の研究成果を紹介した。 

     

平成 24 年 3 月 7 日(水) 

外部資金獲得塾 

場所：茨城大学工学部 

外部資金獲得に対する勉強会。今回は第２回目として大学-JST 意見交換会の内容を紹介した。 

 

平成 24 年 3 月 7 日(水) 

科学技術振興機構 A-STEP【研究成果最適展開支援事業】事業説明会 
場所：主会場は茨城大学工学部（VCS により水戸キャンパス、阿見キャンパスも参加） 

科学技術振興機構の担当者が来校されて、事業内容、応募手続きについて説明をしていただいた。 

 

平成 24 年 3 月 7 日(水) 

中小企業振興公社 ビジネス情報交換会 in つくば 

場所：ホテルグランド東雲 

東日本大震災の影響に加え、タイの洪水、円高問題等景気の下振れリスクが依然存在し、産業の空洞

化が叫ばれる厳しい状況にある中、主に製造業の皆様を対象にした「ビジネス情報交換会」を開催した。 

 

平成 24 年 3 月 15 日(木) 

中小企業振興公社～茨城大工学部 知財シーズ検討会 

場所：茨城大学工学部 

工学部電気電子工学領域の栗原教授のシーズを対象として検討会を関連する企業関係者の参加を得て

実施した。 

 

平成 24 年 3 月 16 日(金) 

イノベーション創成プロジェクト発表審査会 

場所：茨城大学工学部 

平成 23 年度から始ったイノベーション創成プロジェクトの発表審査会を行った。 

審査会には２名の外部審査員にも参加していただいた。 

 

 

３）イノベーション創成プロジェクト・特別推進プロジェクト 

３）-１ イノベーション創成プロジェクト 

（１）目的 

茨城大学は、「地域に支えられ、地域から頼りにされる大学」を目標に、本来の教育と研究のミッショ

ンのほかに、本学の教育及び研究資産を地域の経済産業界に還元する連携活動を展開している。ここで
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は、共同研究や受託研究による研究開発や実践的な人材育成支援事業にとどまらず、産学官が連携して

技術革新を担い、地域経済の底上げにつなげることができるような、さらに踏み込んだ活動が必要であ

る。 

産学官連携イノベーション創成プロジェクトは、このことを踏まえ、科学技術イノベーションや本学

発ベンチャーを育成・支援することにより、本学から産業界への技術移転や新規起業を目指した革新的

研究活動を促進するとともに、学生を巻き込んだ実践的教育効果を増大させることを目的とする。 

 

（２）産学官連携イノベーション創成プロジェクトの内容と実施方法 

(Ａ) プロジェクトの内容 

産学官連携イノベーション創成プロジェクトは、上記の目的を達成するために、企業との共同研究や

技術移転を促進するための研究開発や教育活動に対する支援を行い、将来のベンチャー創出や企業内で

の事業化を目指すものであり、以下の二つのプロジェクトから成る。 

(I) ベンチャープロジェクト 

 本学の技術シーズの移転を目的とした研究開発、又は企業の技術ニーズに基づく研究開発であって、

学生のベンチャーマインド発揚に資する研究を対象とする。 

 ベンチャープロジェクトは、ベンチャー企業の立ち上げや将来企業内での事業化につながることが望

ましく、その可能性の高いものが優先して採択される。 

 採択されたベンチャープロジェクトの研究代表者は、採択後速やかに国等の研究開発費の申請等を行

うなど、積極的に研究遂行のための外部資金の確保に努めるものとする。 

(II) インキュベートプロジェクト 

 本学の技術シーズをもとに革新的技術に発展させ、ベンチャーの設立あるいは事業化（技術移転を含

む）するための研究であって、本学の教員等が研究を行うものを対象とする。 

 採択されたインキュベートプロジェクトは、プロジェクト遂行期間内に事業化につながる技術移転、

あるいはベンチャー企業の創設を目標とする。 

 採択されたインキュベートプロジェクトの研究代表者は、採択後速やかに国等の研究開発費の申請等

を行うなど、積極的に研究遂行のための外部資金の確保や、技術移転先あるいは大学発ベンチャー創設

への協力先の確保に努めるものとする。 

 すでに認定を受けている「本学発ベンチャー」が行う本学教員との共同研究、または本学教員の技術

指導を受けて行う研究開発も対象とする。 

 「本学発ベンチャー」の場合は、本学の技術シーズの新たな事業化のために本学イノベーション創成

機構の施設を使用して研究開発を行う必要性があり、かつ、その成果が 3 年以内に事業化できる可能性

の高いものが優先して採択される。 

 採択された「本学発ベンチャー」は、別途本学との間でイノベーション創成機構が管理する施設の使

用その他所要の事項に関して契約を締結する。（契約内容については、インキュベートプロジェクト申請

の前に別途本学産学連携室において確認すること） 

(Ｂ) プロジェクトの実施方法 

 本プロジェクトについては、学内からの申請に基づいて採択されたプロジェクトチームに、研究経費

等の支援、本学イノベーション創成機構が管理する部屋の優先的貸与、さらに、ソフト面での支援、例
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えば、外部の研究開発費の獲得の支援や共同研究者の紹介、研究成果の権利化の支援などをサポートす

る。 

 本プロジェクトの選考のための審査等、プロジェクト遂行の支援及び審査発表会等は、主として、本

学産学官連携イノベーション創成機構に委嘱して行う。 

(Ｃ) 研究・教育成果の報告等 

各プロジェクトの代表者は、年度毎に研究成果報告書をイノベーション創成機構を通じて学長あてに

提出しなければならない。 

各プロジェクトの代表者は、特許等の知的財産の確保に努めるとともに、公開できる研究成果はでき

る限り速やかに公表するものとする。 

 

 

（３）平成２３年度 イノベーション創成プロジェクト採択テーマ 

 表 4-1、表 4-2 に各プロジェクトのテーマを示す。 

 

表 4-1 ベンチャープロジェクト 

№ プロジェクト名 代表者 研究の概要 

1 

磁気転写法によるハード

デイスクへのサーボ信号

超高速記録技術の開発 

教授  杉田龍二

出荷前に書き込むサーボ信号を磁気転写法

により従来（１時間以上）より高速（数秒）

で記録する技術の開発。 

2 

インターネットにおける

安全な情報伝達・処理に関

する研究 

教授  黒澤  馨

１．ネットワークにおける安全な暗号伝送

方式 

２．カラー化された視覚型秘密分散共有法

３．P2P 型のファイルストレージ 

3 

シアノバクテリア用異種

遺伝子発現制御システム

の開発 

教授  木村成伸

シアノバクテリアに、NADPH やＮＡＤＨを電

子供給体補酵素として利用する異種生物の

有用生体内代謝系遺伝子を導入し、シアノ

バクテリア特有の異種遺伝子の効率的発現

制御機構の開発。 

4 

新規高機能含フッ素モノ

マー・ポリマー・有機半導

体の開発およびそれらの

機能性超微粒子への応用 

教授 久保田俊夫

取得済の新規含フッ素ポリマー合成関連特

許を基盤として高機能化指向の検討を行

い、実用化を目指す。 

5 

複雑なフレキシブルマル

チボデイを対象とするモ

デリングと最適設計の実

用化研究 

准教授 道辻洋平

１．フレキシブルマルチボデイ(柔軟多体

系）にもとづく機構のモデリング 

２．メデリング手法の厳密性評価実験 

３．フレキシブルマルチボデイにもとづく

機構の最適設計の実用化研究 

6 

食の安全安心に貢献する

食品中残留農薬の迅速分

析法の開発 

教授  池畑  隆

従来の GC-MS 法、LC-MS 法とは異なる、レー

ザーイオン化質量分析法に迅速資料導入法

を組み合わせた分析装置を開発し、より迅

速・高感度な（半日程度の分析時間と検出

限界 1ppb 未満）分析法を確立する。 
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7 

シリサイド系熱電材料の

高性能化と簡易合成技術

の開発 

准教授 鵜殿治彦
高い熱電性能を持つ、シリサイド半導体熱

電材料の簡易に合成する方法を開発する。

8 

超微細インクジェットプ

リンター製作技術による

テラヘルツ波放射・検出用

新規光伝導アンテナの設

計・開発 

助教  鈴木健仁

テラヘルツ波帯で電磁界解析による設計技

術を確立し、高効率で広帯域な高機能光伝

導アンテナを開発する。 

9 
創形創質による新規機能

部品の開発 
准教授 鈴木徹也

創形（鍛造、伸展、摩擦攪拌、溶接、ﾌﾟﾚｽ）

を経た材料を多角的に評価し、データを揃

えていく。最適形状、マテリアルフローに

関するシュミレーションを行い設計をサポ

ート。 

接合技術の調査。プレス製品の高性能化の

検討。 

 

 表 4-2 インキュベートプロジェクト 

№ プロジェクト名 代表者 研究の概要 

1 

低エネルギー複合化によ

る新しい生体組織接合技

術の確立 

教授 増澤 徹 
低レベル量の熱・振動・圧力の複合化によ

る生体組織接合技術の確立、実用化を行う。

2 

極限高純度めっきプロセ

スおよび希小金属フリー

バリア材料の開発による

低抵抗率 Cu 配線材料の形

成と次世代超高速 LSI へ

の展開 

教授 大貫 仁 

超高純度めっき材料の開発と添加剤フリー

めっき技術の開発による低抵抗率Cu配線形

成技術の確立と評価。低抵抗率バリア 

材料の開発の為の指導原理の確立とこれに

よる希小金属フリーバリア材料の探索。 

3 

金属ナノ粒子レーザー焼

結技術のマイクロ電子デ

バイス応用に関する研究 

講師 山崎和彦 

銅リードフレーム上への銀機能成膜形成技

術の確立（WB サンプルの温度サイクル信頼

性検証、レーザー照射時の温度条件、焼結

雰囲気条件、金属ナノ粒子の焼結メカニズ

ム解明）と発展を目指す。又、周辺技術移

転を行う。更にレーザー焼結技術の新応用

分野への提案を行う。 
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３）-２ 特別推進プロジェクト 

（１）特別推進プロジェクトの目的 

 茨城大学は、「地域に支えられ、地域から頼りにされる大学」を目標に、本来の教育と研究のミ

ッションのほかに、本学の教育及び研究資産を地域の経済産業界に還元する連携活動を展開してい

る。ここでは、共同研究や受託研究による研究開発や実践的な人材育成支援事業にとどまらず、産

学官が連携して技術革新を担い、地域経済の底上げにつなげることができるような、さらに踏み込

んだ活動が必要である。 

 一方、産学官連携に関して、緊急かつ重要な地域ニーズに迅速かつ組織的に対処する必要性も出

てきた。例えば、東日本大震災、概算要求、大型産学官連携、国際産学連携などの案件である。こ

の目的を達成するために、イノベーション創成機構がイニシアチブをとって「産学官連携特別推進

プロジェクト」を実施することにした。プロジェクト形式による活動内容の見える化、産学官連携

機能の強化、産学官連携拠点形成に資するものと考えられる。平成 23 年度は下記の４テーマにつ

いて実施した。 

（Ａ）東日本大震災対応プロジェクト 

（Ｂ）塑性加工の科学的展開プロジェクト 

（Ｃ）いばらきパーソナルモビリティプロジェクト 

（Ｄ）国際産学連携プロジェクト 

 

（２）特別推進プロジェクトの実施概要 

（Ａ）東日本大震災対応プロジェクト 

ⅰ 目的                       

 東日本大震災により甚大な被害を受け、また、その後に頻発している余震や福島第一原発事故の影響

によって、県内の多くの地域・企業では深刻な状況が続いている。この状況の中で、これまで想定して

いなかった新たなニーズが生じている。 

 茨城大学は、先進的で多面的な研究の展開によって、人類が直面する諸々の課題を総合的に解決しう

る新しい文化・科学的方策を提示することを目標として掲げて研究・教育・地域貢献を推進してきてお

り、豊富なシーズを蓄積してきている。茨城大学産学官連携イノベーション創成機構では学内の機関と

連携しながら、現在直面している未曾有の危機の克服に向けて、被災地域にある国立大学として、震災

によって生じた新たなニーズを把握し、復興に取り組むことを目的として本プロジェクトを実施するこ

とにした。 

 

ⅱ 経緯 

 東日本大震災によって県内企業の施設・設備は大きく損壊し、生産活動の停止に追い込まれた。金融

機関、産業支援機関はいち早く企業訪問を実施し、即応的支援を進めた。 

 茨城大学産学官連携イノベーション創成機構は、茨城大学の産学官連携活動を担う組織として、企業

訪問、技術相談、共同研究をコーディネートし、地域企業との連携協力を進めてきている。その中で今

回の震災後に大学が担うべき科学技術分野の貢献について検討を重ねてきた。その結果、震災によって
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新たに発生するニーズ、産業を展望し、学内の、例えばフロンティア応用原子科学研究センター等の機

関と連携して、本学の人材、研究シーズを整理して、ニーズ・シーズマッチング、共同研究を推進し、

震災後の新産業を中長期的に育成することを目指すこととした。そしてこの取り組みを「東日本大震災

対応プロジェクト」と名付けた。 

 

ⅲ 活動内容とスケジュール 

活動期間は、当面 23 年度として以下の事項を実施した。 

実 施 項 目 

１）災後の新たなニーズ、新産業の展望 

２）1)に対応する本学の人材、研究シーズの分析・整理(震災対応研究シーズデータベースの作

成) 

３）訪問対象地域企業のリストアップ(主として技術相談、共同研究の実績企業から選択) 

４）企業訪問チームの編成と訪問スケジュールの決定(チームメンバー：イノベ機構コーディネ

ータ、関係教員。金融機関、産業支援機関に連携協力を依頼)  

５）企業訪問開始—企業ニーズの聴取、大学シーズの提供 

６）技術相談・共同研究等の実施 

７）プロジェクトの総括 

 

ⅳ 活動結果 

１）震災対応企業訪問：45 件   

２）震災対応技術相談：49 件 

３）茨城県及び県内支援機関等との交流会：7回 

４）震災対応共同研究実施：19 件（表 4-3 震災対応共同研究一覧参照） 

５）震災対応競争的外部資金獲得   

 

表 4-3 震災対応共同研究一覧 

No テーマ名 

1  キクイモに含まれる機能性成分の研究 

2  昇降機の軽量化研究 

3  電動アシスト運搬車の電動部に係る研究 

4  一般住宅用簡易免振機構の開発 

5  配管閉塞部位の検知システム 

6  道路工事の安全確保策の研究 

7  マイクロ水力発電用水車 

8  水素吸蔵材料の構造 

9  環境放射線分析の為の計測装置 
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10  高品質たんぱく質結晶生成 

11  農業分野の ICT 活用 

12  冷却フィンの開発 

13  農作物のセシウム量低減と土壌改良 

14  連続画像を用いた日射量の変動予測 

15 昇降機かご構造材の軽量化に係る研究 

16 海水中の放射線分析のための計測装置開発 

17 放射性粉塵の挙動シミュレーション 

18 PVA 割繊維不織布をベースとした放射能除染シートの実用化研究 

19 共同研究加速(震災復興） 

 

 

（Ｂ）塑性加工の科学的展開プロジェクト 

本プロジェクトでは、下記 2点をミッションとして平成 23 年度の活動を行った。 

ア．塑性加工企業の地域性、茨城大学の学術面・人材面での強みを活かし、産学連携機能の高度化を目

指した塑性加工の科学的展開を図る。 

イ．平成２４年度概算要求に向けた準備を進める。 

平成 22 年度にスタートした茨城大学フロンティア原子科学研究センター「塑性加工を科学するフォー

ラム」および平成 24 年 1 月に発足した茨城大学工学部附属塑性加工科学教育研究センターの活動とオー

バーラップすることが多いが、それだけ茨城大学の特徴を生かし、かつ地域貢献・産学連携を進めるこ

とができる数少ない分野であるといえる。これまでのピンポイント的な連携には限界があることを踏ま

え、産学連携の新しい制度構築を訴え、活動を行ってきた。その具体的内容は以下のとおりである。 

 

(ⅰ)企業巡回：32 社を訪問し、長期的な問題点等をヒアリングする、基礎学理の重要性を訴えるなど、

新しい連携を提案した。 

(ⅱ)工場見学：10 工場を場合により（教育的効果を考え）学生、大学院生とともに、見学し、現場ニ

ーズを教員が直接視察した。 

(ⅲ)共同研究：6件獲得した。 

(ⅳ)外部資金：サポインを 1件獲得した。 

(ⅴ)概算要求として、イノベーション創成機構を代表部局とし、「産学連携機能の高度化を目指した塑

性加工の科学的展開」候補事業として学内提案した。 

 

（Ｃ）いばらきパーソナルモビリティプロジェクト 

ⅰ 概要 

 パーソナルモビリティとは、「自転車以上軽自動車未満となる電動機を動力とした車両で、まちなか等

の近距離の移動手段を提供する乗物＊）」であり、高齢者等の利用、CO２削減への寄与等が期待されている。

本プロジェクトは、茨城大学と筑波大学が協力して、理想とするパーソナルモビリティのコンセプトや

その開発手法の検討、技術課題の抽出を行い、競争的資金獲得や企業との共同研究を目的として、平成
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23 年度から実施した。 

ⅱ 参加機関 

 今年度は、茨城大学、筑波大学及び茨城県が中心メンバーとなり、その他県内企業、㈱ひたちなかテ

クノセンター（以下 HTC という）が参加した。 

ⅲ 活動結果 

 今年度は、パーソナルモビリティに関する情報提供、開発コンセプトについての議論、利用場面の検

討を行った。主な活動の結果を以下に示す。 

(ⅰ)プレ会議 

平成 23 年 6 月 16 日(月) 県庁 

参加者：茨城大学 2名、筑波大学 3名、茨城県 1名  

パーソナルモビリティを取り巻く状況や国・研究機関の情報を報告し、モビリティワーキンググル

ープの活動案を話し合った。 

(ⅱ)第１回モビリティワーキンググループ 

平成 23 年 6 月 28 日(火) 県庁 

参加者：茨城大学 4名、筑波大学 2名、茨城県 7名、HTC2 名                 

本活動の趣旨説明、各機関の取組状況等の報告、及び今後の活動について議論した。 

(ⅲ)第 2回モビリティワーキンググループ 

平成 23 年 7 月 25 日(月) HTC 

参加者：茨城大学 5名、筑波大学 3名、茨城県 3名、HTC2 名  

 パーソナルモビリティの現況等の情報提供、大学からの技術課題案について議論した。 

(ⅳ)第 3回モビリティワーキンググループ 

平成 23 年 8 月 23 日(火) 筑波大学 

参加者：茨城大学 4名、筑波大学 5名、茨城県 2名  

パーソナルモビリティのコンセプト等について議論し、利用地域として日立市の高台住宅地を想定

することとした。会議終了後、つくばモビリティ特区見学会に参加した。 

(ⅴ)第 4回モビリティワーキンググループ 

平成 23 年 10 月 5 日(水) 茨城大学 

参加者：茨城大学 6名、筑波大学 4名、茨城県 5名、HTC1 名、県内企業 5社 

パーソナルモビリティに興味のある県内企業を交え、各大学の先生から関連研究紹介、ワーキング

グループの趣旨説明を行った。 

(ⅵ)第 5回モビリティワーキンググループ 

平成 23 年 11 月 10 日(木) 県庁 

参加者：茨城大学 5名、筑波大学 4名、茨城県 6名、HTC1 名、県内企業 6社 

日立市役所の宮内副参事に、日立市の住宅状況についてご講演いただき、今後の方向性について議

論した。 

ⅳ 総括 

  今年度は、パーソナルモビリティの現状を把握し、コンセプトについて議論し、日立市の高台住宅

地を利用想定地域として検討した。コンセプト作りが途上である等課題はあるが、課題解決と目標達
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成に向けて次年度も本プロジェクトを推進する予定である。 

*)国土交通省が提案している超小型モビリティ（パーソナルモビリティ） 

 

（Ｄ）国際産学連携プロジェクト 

本プロジェクトは、中小企業の海外展開支援を目的として、海外の大学・機関との連携を強化するた

め、海外から研究員を招聘し、国際産学連携ネットワーク作りを進める。 

平成 23 年 12 月 12 日～17 日の期間に、経済発展が著しいシンガポール及びインドネシアから下記 2名

の学者を招聘し、学術交流、セミナー及び企業訪問などの活動を行った。 

●シンガポール国立大学 Mustafizur Rahman 教授 

●インドネシアバタム国際大学 榎本 真三 教授 

ⅰ 学術交流 

両教授が工学部に滞在期間中、機械工学科及び知能システム工学科の教員と学生と学術交流を精力的

に行った。特に専門分野が近い生産技術関連の研究室（機械工学科の前川研究室、王研究室、山崎研究

室および知能システム工学科の周・尾嶌研究室、清水研究室、小貫研究室）を見学し、開発技術の実用

化や企業化についてのアドバイスを行い、また学生の国際交流についても意見交換を行った。 

ⅱ セミナー 

セミナーは、（財）日立地区産業支援センター（HITS）とひたちものづくり協議会の後援を得て、2 部構

成で開催した。茨城県自治体、茨城大学及び地域企業から 89 名が参加した。 

                                                   

  

        研究室見学の様子             セミナーの様子 

                           

第 1 部：シンガポール、インドネシアにおける産学連携 

（1）「私の研究とそのビジネス展開」     

シンガポール国立大学 教授 M.ラーマン 氏 

（2）「バタムにおける国際産学連携における大学の役割」  

インドネシア・バタム国際大学 教授 榎本眞三 氏 

  



158 
 

第 1 部では、両教授より、経済発展が著しい両国の「今」における産学連携や日系企業の動向、人材育

成について紹介していただいた。 

 

   

第 2 部：次世代先進半導体加工・システム実装・高集積複合 MEMS 技術開発 

（3）「プローブ顕微鏡を用いた微細加工とその評価」  

産業技術総合研究所 グループ長  時崎高志 氏 

（4）「次世代半導体超精密加工における光計測・検査技術」  

茨城大学 准教授 小貫哲平 氏 

（5）「ワイヤボンディングパッド応用に向けた銀ナノ粒子レーザ焼結膜の形成」 

茨城大学 講師 山崎和彦 氏 

（6）「MEMS（微小電気機械システム）のオープンコラボレーション」 

茨城大学 准教授 王 東方 氏 

第 2部では、上記招待講演を含む、茨城大学推進研究プロジェクト報告会として開催した。 

 

ⅲ 企業訪問 

両教授が日立地区の中小企業を中心に、日立製作所日立事業所、アート科学、スターエンジニアリン

グおよび大貫工業所を見学し、事業の海外展開などについて、意見交換及びアドバイスを行った。 

 

 

４）共同研究の展開 

・平成 23 年度における企業、自治体他との共同研究は 200 件であった。共同研究受け入れ件数の推移を

図 4-2 に示した。約 60％が茨城県内企業等との共同研究である。茨城大学の共同研究の特徴は中小企業

との共同研究が他大学と比べて多い点である。 

図 4-2 共同研究実施件数の推移 
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５）外部資金の獲得支援 

 茨城大学では、教員の研究シーズを発展させて、実用化あるいはイノベーション創出に結実させるた

め、文部科学省、経済産業省、独立行政法人科学技術振興機榊（JST）、独立行政法人 新エネルギー・

産業技術総合開発機構（NEDO）他が実施している各種の競争的資金に応募し、研究に必要な外部資金

を導入しつつ、研究レベルのステップアップと、スピード感のある研究開発活動を積極的に進めている。 

 イノベーション創成機構においては、関東経済産業局や、JST などの協力を得て、各種競争的資金の

公募に関する最新情報をイノベーション創成機構のホームページ、学内教員のメーリングリストなどに

よってタイムリーに発信するとともに、関係深いと思われる教員へ個別に情報提供を行っている。 

 応募案件に対しては、機構の産学連携コーデイネータが分担して支援を行った。具体的には、応募申

請に際しては、コーデイネータから教員に対し、記載ポイントや作成方法などのアドバイスを実施、ま

たコメントを行うことで提案書のブラシュアップを図った。事業によっては、コーディネータが推薦所

見を書いて直接応募するものもあった。 

 採択案件に関しては、コーデイネータが教員に対しフオローアップを実施するとともに、不採択の案

件についても、当該事業または他事業の応募への再挑戦に向けて、応募内容の充実についてのアドバイ

スや公募に関する情報提供などを行った。 

 平成 23 年度における競争的資金獲得のための支援活動は以下のとおりである。 

 

１）ＪＳＴ Ａ-ＳＴＥＰ   

  探索タイプ：３５件応募、９件採択 

  シーズ顕在化タイプ：４件応募、１件採択 

  起業検証タイプ：1 件応募、採択なし 

  ハイリスク挑戦タイプ：１件応募、採択なし 

  シーズ育成タイプ：１件応募、採択なし 

２）震災地域を対象としたＪＳＴ「研究シーズ探索プログラム」：１１件応募、４件採択 

３）内閣府「地域活性化交付金」申請支援 

    茨城県商工労働部産業技術課経由の案件の応募支援：４件応募。採択なし 

４）（財）ＪＫＡ 東日本大震災復興支援補助事業：１件採択 

５）いばらき産業大県創造基金 継続含めて 8 件活用中 

６）茨城県北臨海地域産業活性化推進事業受託（人材育成事業） 

７）平成２４年度成長産業人材養成等支援事業受託決定（人材育成事業） 

８）ＪＳＴ知財ハイウエー：４件応募、１件採択 
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６）人材育成支援活動 

 人材育成として茨城県の県北臨海地域産業活性化推進事業（茨城県委託事業）と大学からの支援を受

けて実践力を身につける社会人対象のものづくり中核人材育成による地域イノベーションの推進事業及

び学生を対象とする実学的産業特論について支援活動をした。 

 

（１）ものづくり中核人材育成 

（Ａ）事業の背景・必要性 

 情報家電、自動車、産業機械等は、機械、電子、ＩＴ等、多様な要素技術を融合したメカトロニクス

システムである。その製品開発・設計に携わる現場技術者には複数の技術を統合し、システム視点から

全体の活性化を図る能力が必要とされており、そのような能力を有する技術者の育成が求められていた。

しかし、教育システムがある程度整っている大企業に比べ、中小企業における社員教育には限界がある。 

そこで、茨城大学は(社)日本機械学会と連携して、地域自治体、産業支援機関、地域企業とともに平

成 18 年度から平成 20 年度までの３年間、地域製造業に勤務するメカトロニクス関連技術者の人材育成

事業を展開した。 

また、平成 20 年度からは県北臨海地域産業活性化推進事業に採択されたのを機会に、企業ニーズを考

慮した講座体系にし、「ものづくり中核人材育成事業」として内容を拡大し展開している。 

（Ｂ）平成 23 年度の実施結果 

 平成 23 年度は、制御・回路設計コースから制御技術基礎、電気回路設計基礎、電子回路設計基礎の３

講座、材料・加工技術コースから安全設計・保守管理のための基礎、加工技術基礎の２講座、メカトロ

ニクス・ＩＴコースから画像処理基礎の計６講座と、三次元造形技術研修会を実施した。 

平成 23 年度は 6講座および 1研修会で受講者は 75 名であった。 

 

 

 

 

 

 

 

講　　座　　名
実　施　期　間

（総時数）
講　　　　師 受講人数

 ①制御技術基礎
 8/25～9/8の昼間３日間

（１５時間）
前副学長　白石　昌武 9

 ②電気回路設計基礎
 8/23～ 9/7の夜間６日間

（１８時間）
茨大准教授　柳平　丈志 4

 ③電子回路設計基礎
 9/14～9/28の午後３日間

（９時間）
茨大准教授　堀井　龍夫 17

 ④安全設計・保守管理のための
　　基礎

 8/19～9/8の昼間３日間
（１５時間）

茨大教授　鴻巣　眞二
　　　　　　　堀辺　忠志

9

 ⑤加工技術基礎
 9/12～9/14の昼間３日間

 （１８時間）
茨大准教授　清水　淳 14

 ⑥画像処理基礎
 9/5～9/7の昼間３日間

（１５時間）
茨大教授　馬場　充 7

合　　　　計 60

名　　　　　称 実　　施　　日 講　　　　　師 参加人数

三次元造形技術研修会 9/20（火）9:30～16:30 茨城大学教授　前川　克廣
学外：８
学内：７
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（２）実学的産業特論 

 本講座は大学院理工学研究科博士課程前期１年の各専攻科の学生を対象とした産学官連携の人材育

成事業である。内容的には中小企業経営者の考え方に触れる、あるいは製造現場での体験などを通じ

て、地域の歴史やがんばる企業を知ってもらい、地域産業に対する関心と興味を呼び起こし、ベンチ

ャーマインドを持った企業人の育成をめざすことなどを目的としている。 授業では、茨城大学との

共同研究による成果を企業に発表していただく等、企業経営者等の登壇する機会を多くしたカリキュ

ラムとして、開催した。開講当初機械工学領域に特化した講座であったため、これまで機械工学の学

生が主であったが、近年他領域の学生が増えてきている。今年度は、機械工学 10 名、知能システム 6

名、物質工学 8 名、電気電子工学 9 名、メディア通信工学 7 名、都市システム工学 5 名、情報工学 1

名など幅広い領域の学生が合計 46 名受講した。年々、本講座が茨城大学大学院特に理工学研究科内部

に認知され、受講生の幅が広がってきている。 
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Ⅴ 社会における活動  

1．教員の学外活動 

1.1 東日本大震災に係る地域貢献  

 

（1）茨城大学復興支援プロジェクト 

 

 平成２３年３月１１日に発生した東日本大震災は、特に東北３県ならびに茨城県に甚大な被害をも

たらした。茨城大学では、震災と放射能汚染から地域が復興することを大学を挙げて支援するため、

平成２３年５月に、大震災・放射能汚染復興支援会議を立ち上げ、被害状況の調査、放射能被害に対

する知識の啓蒙と安心への取り組み、地方自治体等との連携協力を実施した。また、放射能汚染災害

と地震・津波被害および対策に関する教員の調査・研究活動を支援するため、事業提案公募を行い、

合計３６件のプロジェクトを採択した。平成２４年３月２８日に、プロジェクトの今年度の成果を広

く学外にも報告するために、一般公開の茨城大学復興支援プロジェクト調査・研究報告会を開催した。

以下に工学部関係のプロジェクト一覧を掲載する。 

 

茨城大学復興支援プロジェクト 調査・研究課題名（工学部関係のみ抜粋） 

調査・研究課題名 代表者 

東北地方太平洋沖地震における茨城県の地盤災害情報アーカイブ 村上  哲 

平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震における液状化発生状況と

地歴を含めた地盤特性との関連性に関する空間分析 
村上  哲 

茨城県及び福島県南部沿岸の津波防災の基礎資料作成 信岡  尚道 

北茨城市大津港周辺を対象とした震災関連情報のアーカイブスを用い

た街づくり構築へ向けて 
小柳  武和 

平成 23 年(2011 年)東北地方・太平洋沖地震に伴い発生した災害破棄

物・津波堆積物の塩分除去方法の検討と一時利用方策の提案 
小峰  秀雄 

地震津波発生時における緊急警報同報通信モデルの構築 金谷  範一 

軽量ブロック構造を用いた災害時仮設住宅の開発及び構造強度解析 堀辺  忠志 

誰でも簡単に操作できる遠隔操作型復旧支援ロボット 福岡  泰宏 

アパタイトを用いた放射性物質除去に関する基礎的評価 尾関  和秀 
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（2）東日本大震災に係る地域貢献の実績 

 （工学部教員が行っている地域貢献活動の実績・平成２３年６月３０日工学部調べ） 

 

 １．内容：  

津波による浸水被害が発生した，茨城県大洗町，北茨城市において，GPS を用いた詳細な標高，浸

水高の調査を行い，浸水被害に強い町づくりに向けた対策を検討している．（調査・研究は続行中） 

調査の状況や茨城大学で開催された報告会での様子は，NHK ニュースで報道された． 

主な担当者： 

・工学部： 横木裕宗，小柳武和，寺内美紀子，藤田昌史 

・広域水圏環境センター： 桑原祐史，三村信男 

・応用粒子線科学専攻： 湊淳 

・産学官連携研究員： 佐藤大作 

 

 ２．内容： 

   共同研究先の筑波設計と協力して作成した軽量ブロック構造緊急避難住宅が，  

震災後，筑西市下館総合体育館にて約３週間，その後に筑西市いきがいセンター  

にて３週間利用され，避難民の方々のプライバシー保護に役立った． 

   現場写真 

 

  担当者：機械工学科・堀辺忠志 

 

 ３．内容： 

  衛星熱赤外センサによる夜間観測画像を使用して、宮城～福島の津波浸水域の抽出、  

福島県沖の津波漂流物の検出、福島第一原発の温排水評価、仙台平野の火災検出、  

などを行っている（近日中に発行される日本リモートセンシング学会誌 31 巻 3 号に掲載） 

 担当者：情報工学科・外岡秀行 

 

 ４．内容： 

   飯舘除染活動に参加しました。除染用のポリイオン溶液の開発を行った。  

 地域貢献としての除染活動は  

 5 月 19 日、20 日 飯舘村長泥 民家除染活動 と農地の除染実験  

 5 月 26 日    飯舘村長泥 農地の除染活動 
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 担当者：生体分子機能工学科・熊沢紀之 

 

 ５．内容： 

① NHK 水戸支局の要請に応じ，涸沼川の河川堤防の被災状況を調査し，地方自治体への情報提供

を行うとともに，住民への注意喚起を，NHK の番組を通じて行った．  

② 茨城県生活環境部環境対策課からの要請に応じ，次のような技術指導を行った．東日本震災後

の茨城県内の海水浴場の開設にあたり，茨城県が近海の海水中の水質を検査したところ，化学的

酸素要求量（COD）の増加が多少ではあるが発生しており，昨年よりも悪化していた．その原因

について，技術的アドバイスを行い，茨城県内海水浴場開設に貢献した．  

③ 茨城県内の地盤に関する被災状況を詳細に調査し，地盤工学会を通じた情報提供を行った．特

に，危険個所の指摘などは，茨城県や大洗町などの地方自治体の担当部署に助言した． 

  担当：都市システム工学科・小峯秀雄 

 

 ６．内容： 

    震災時の情報収集手段について広く地域住民の意見を収集しています。現在茨城県内の地域住民

から４５０名程度のアンケートを回収しています。  

http://yard.cis.ibaraki.ac.jp/~yui/  

これらはデータ分析した後、広く自治体や市民に情報提供 してまいります。 

  担当：情報工学科・米倉達広 

 

 ７．内容： 

   空間放射線量計と表面放射線量計を駆使して，県北地区や日立市内を中心とした箇所 

の放射線量計測を独自に実施している．センサが入手できた 4 月 28 日より長期間に亘りデイリーで継続

している．なお，一連のデータは，まだ公開していない． 

  また，放射能の拡散に関する公開資料を収集・整理し，一般市民向け解説資料を現作 

製している．なお，まだ公開していない． 

担当：機械工学科・稲垣照美 

 

 ８．内容： 

  茨城県商工労働観光審議会（副会長：岸）の労働部会（部会長：岸）にて，「被災者等に対する職業

訓練」を盛り込んだ「第 9 次茨城県職業能力  

開発計画（答申案）」をまとめ，6 月 23 日，県知事に答申した。 

担当：情報工学科・岸義樹 

 

 ９．内容： 

   研究課題 

「放射性物質による環境影響への対策基盤の確立」のため、福島における放射性物質の巻き上げ

の観測。 
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    支援先：理学部 北 和之 教授 

支援内容 

１．日立キャンパスにおける「放射性微粒子の採取」および空間線量の測定 

２．福島県川俣町における観測機器の設置および試料採取 

   担当：技術部 

 

 10.内容： 

  「地域高齢者コミュニティの訪問と交流」  

 

  これまで高齢者の動作の研究でお世話になってきた『日立市かしま老人の家』を、 

5 月に訪問し交流した。民謡と囲碁のサークルは 4 月から活動を再開し、クロケットのサークルは 5 月

の連休明けから活動を再開した。高齢者の一人は、地域の小学校に 1 週間避難していたが、市の水道

が使えなかったため、不自由したことを話してくれた。高齢者の皆さんは、できるだけ早く以前のよ

うな日常を取り戻したいと望んでいる。このような活動を、地域高齢者の安心安全な日常生活を支援

する研究の基礎にしたいと考えている。  

 担当：情報工学科・澁澤進 

 

 

（3）東日本大震災対応プロジェクト（産学官連携イノベーション創成機構） 

 東日本大震災対応プロジェクトについては p.153 を参照されたい。 
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1.2 学外教育 

 

[機械工学領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 

1. 前川 克廣, 三次元造形技術研修会, 産学官連携イノベーション創成機構, 茨城大学主体の社会教育

(公開講座以外), 2011 

2. 増澤 徹, 高校生科学体験教室, 茨城県, その他, 2011 

3. 塩幡 宏規, 実務機械設計法, ㈱日立製作所 総合教育ｾﾝﾀ 技術研修所, その他, 2011 

 

[物質工学領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 

1. 木村 成伸, 平成 23 年度 第 2回 日北セミナー総合版（2学年理系対象・話題提供）「環境汚染物質

を分解する光合成微生物をつくる」, 茨城県立日立北高等学校, 出前授業, 2011 

2. 木村 成伸, 平成 23 年度未来の科学者育成プロジェクト事業「高校生科学体験教室」大腸菌を用いた

遺伝子組換え型タンパク質の合成, 茨城県教育庁, 自治体での社会教育, 2011 

3. 山内 智, 半導体の世界, , 出前授業, 2011 

4. 江口 美佳, 高大連携講座「次世代エネルギー 電池のはなし」, 日立第一高等学校, 出前授業, 2011 

5. 江口 美佳, 小学校理科教育推進事業「茨城大学教員による理科研修講座」\n「物質と変化」に関す

る実験の基本操作, 茨城県, その他, 2011 

6. 江口 美佳, 茨城県立勝田高等学校「次世代エネルギー 電池のはなし」, , 出前授業, 2011 

7. 江口 美佳, 福島県立安積黎明高等学校『次世代エネルギー ~電池のはなし～」, 福島県立安積黎明

高等学校, 出前授業, 2011 

8. 江口 美佳, 茨城県立太田第一高等学校「次世代エネルギー 電池のはなし」, 茨城県立太田第一高

等学校, 出前授業, 2011 

9. 江口 美佳, 栃木県立鹿沼高等学校「次世代エネルギー 電池のはなし」, 栃木県立鹿沼高等学校, 出

前授業, 2011 

10. 永野 隆敏, 材料強度学と塑性加工学に関連する社会人向け講義, , その他, 2011 

 

[電気電子工学領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 

1. 小林 正典, トマトを永久磁石で動かす実験とその学問, 福島県立磐城高等学校, 出前授業, 2011 

2. 小林 正典, 平成 23 年度茨城県弘道館アカデミー県民大学\n 講座名：「生命と電気磁気学入門」, 茨

城県県北生涯学習センター, 自治体での社会教育, 2011 

3. 小林 正典, 1 万数千個の実を成らせたトマトの巨木, 茨城県立鉾田第一高等学校, 出前授業, 2011 

4. 小林 正典, 1 万数千個の実を成らせたトマトの巨木と高校での勉学, 茨城大学, 公開講座, 2011 

5. 山中 一雄, 平成２３年度教員免許状更新講習・新課題講習, 茨城大学, 茨城大学主体の社会教育(公

開講座以外), 2011 
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6. 栗原 和美, 第 2 回 電気機器の基本技術, , その他, 2011 

7. 横田 浩久, 光ファイバ通信入門, , 出前授業, 2011 

8. 柳平 丈志, ものづくり中核人材育成講座 「電気回路設計基礎」, 茨城大学産学官連携イノベーシ

ョン創成機構, 茨城大学主体の社会教育(公開講座以外), 2011 

 

[メディア通信工学領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 

1. 梅比良 正弘, 第４回 子供ラジオ作りチャレンジ教室, 主催 茨城大学工学部、共催 電子情報通

信学会東京支部, その他, 2011 

2. 矢内 浩文, 青少年のための科学の祭典・日立大会にて「ゆらゆらお絵かき?バランス・ピクチャー?」, , 

自治体での社会教育, 2011 

3. 矢内 浩文, 茨城県立水海道第一高等学校 模擬授業「脳・感情・コンピューター」, 茨城県立水海道

第一高等学校, 出前授業, 2011 

4. 矢内 浩文, 茨城県立日立第一高等学校 日立一高と茨城大学工学部の高大連携講座「人がついしてし

まう行動の科学」, , 出前授業, 2011 

5. 矢内 浩文, 福島県立磐城高等学校 模擬授業「人がついしてしまう行動の科学」, 福島県立磐城高等

学校, 出前授業, 2011 

 

[情報工学領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 

1. 仙波 一郎, 教員免許状更新講習 数理パズルを解いて考える力を磨こう, 茨城大学, 茨城大学主体

の社会教育(公開講座以外), 2011 

2. 仙波 一郎, 数理パズルを解いて、考える力を磨こう, 日立一高, 出前授業, 2011 

3. 仙波 一郎, 寄せ鍋講座 「数学」学び直し編, 茨城大学生涯学習教育研究センター, 公開講座, 2011 

4. 鎌田 賢, 自動機械と論理的思考 テレビゲームを例にして, 茨城県立石岡第一高等学校, 出前授業, 

2011 

5. 鎌田 賢, 自動機械と論理的思考 テレビゲームを例にして, 茨城県立太田第一高等学校, 出前授業, 

2011 

6. 鎌田 賢, 自動機械と論理的思考 テレビゲームを例にして, 茨城県立鉾田第一高等学校, 出前授業, 

2011 

 

[都市システム工学領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 

1. 小峯 秀雄, 放射性廃棄物処分とベントナイト粘土, 茨城県立藤代紫水高等学校, 出前授業, 2011 

2. 山田 稔, 福祉有償運送運転者講習(2 回), 茨城福祉移動サービス団体連絡会, その他, 2011 

 

[知能システム工学領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 
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1. 清水 淳, ものづくり中核人材育成講座「加工技術基礎」, 茨城大学 産学官連携イノベーション創

成機構, 茨城大学主体の社会教育(公開講座以外), 2011 

2. 周 立波, マイクロナノシステム, 高校生 5名の受け入れ, 公開講座, 2011 

3. 鈴木 智也, Scilab(数値計算ソフト)を用いた統計解析, 日本テクニカルアナリスト協会, 出前授業, 

2011 

4. 梅津 信幸, 情報を「見せる」「探す」技術, 茨城県立水海道第一高校, 出前授業, 2011 

5. 梅津 信幸, 信州大学入試問題に著書が引用, 信州大学, その他, 2011 

 

[工学基礎領域] 

氏名, 講義・講演名, 実施主体, 種別, 年度 

1. 湊 淳, 高校生の科学体験教室, 茨城県, 公開講座, 2011 

2. 湊 淳, 日立一高白亜セミナー, , 公開講座, 2011 

3. 菊地 賢司, 福島県における放射線フィールドワーク, 主事業者東工大、茨城大学他連携, その他, 

2011 

4. 菊地 賢司, 大学連携型核安全セキュリティ・グローバルプロフェショナルコース、核セキュリテイ

実習（文科省公募事業、機関連携型人材育成、主事業者東大、茨城大学他連携）, JAEA、東大、茨城

大学, その他, 2011 

 

1.3 兼業・兼職 

 

[機械工学領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 前川 克廣, 兼業, 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構, NEDO 技術委員, 2010/05, 

2012/03 

2. 前川 克廣, 兼業, 財団法人茨城県中小企業振興公社, 運営委員, 2009/04, 2012/03 

3. 稲垣 照美, 兼業, 茨城県日立市, 環境を創る日立市民会議委員，監事，理事, 2004/04, 2012/03 

4. 金野 満, その他, ㈱日立エンジニアリング・アンド・サービス, 出張講師, 2012/03, 2012/03 

5. 金野 満, 兼業, DME 自動車製造に関する構造取扱基準策定検討委員会, 委員, 2011/09, 2012/03 

6. 金野 満, 兼業, 東アジア・ASEAN経済研究センター（ERIA）バイオ燃料標準化WG, WGメンバー, 2009/04, 

2013/03 

7. 塩幡 宏規, 兼業, 日本機械学会, ISO/TC108 機械振動と衝撃国内委員会委員長, 2006/04, 2013/03 

8. 塩幡 宏規, 兼業, （財）茨城県中小企業振興公社, 評議員, 2004/04, 2011/06 

9. 塩幡 宏規, 兼業, （財）茨城県中小企業振興公社, テクノエキスパート, 2004/02, 2015/05 

10. 田中 伸厚, 兼業, 日本原子力研究開発機構, 博士研究員研究業績評価委員会委員, 2012/03, 

2012/03 

11. 田中 伸厚, 兼業, 日本原子力研究開発機構, 職員採用試験研究業績評価委員会委員, 2011/12, 

2012/03 
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12. 田中 伸厚, 兼業, 日本原子力研究開発機構, 安全研究委員会 委員, 2011/09, 2012/03 

13. 田中 伸厚, 非常勤講師, 金沢大学, 招聘講師, 2011/04, 2012/03 

14. 田中 伸厚, 非常勤講師, 日本大学大学院, 講師, 2011/04, 2011/09 

15. 田中 伸厚, 兼業, 日本原子力研究開発機構, OECD/ROSA－2 計画専門部会専門委員会 委員, 

2011/04, 2012/03 

16. 田中 伸厚, 兼業, 日本学術振興会, 科学研究費委員会専門委員, 2010/12, 2011/11 

17. 田中 伸厚, 兼業, 原子力安全基盤機構, 発電炉安全解析評価検討委員, 2010/09, 2012/03 

18. 関東 康祐, 兼業, 独立行政法人日本原子力研究開発機構, 任期付研究員研究業績評価委員, 

2012/03, 2012/03 

19. 伊藤 伸英, 兼業, 茨城県県北生涯学習センター 運営員, , 2011/04, 2013/03 

20. 清水 年美, 非常勤講師, 岐阜大学, , 2011/04, 2012/03 

21. 西 泰行, 兼業, 財団法人茨城県中小企業振興公社, テクノエキスパート, 2012/02, 2012/03 

22. 西 泰行, 兼業, 財団法人茨城県中小企業振興公社, テクノエキスパート, 2011/08, 2011/10 

 

[物質工学領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 友田 陽, 兼業, 総合科学研究機構, 開発課題審査委員会委員, 2012/02, 2013/03 

2. 友田 陽, 兼業, （独）日本原子力研究開発機構 J-PARC センター, JAEA 研究課題諮問委員会委員, 

2011/09, 2014/03 

3. 友田 陽, 兼業, 日立地区産業支援センター, 理事, 2011/04, 2013/03 

4. 友田 陽, 兼業, 日本原子力研究開発機構, 客員研究員, 2011/04, 2013/03 

5. 友田 陽, 兼業, 日立第一高等学校, 学校評議員, 2010/09, 2012/08 

6. 友田 陽, 兼業, 日立北高等学校, 学校評議員, 2010/09, 2012/08 

7. 友田 陽, 兼業, 福島工業高等専門学校, 参与, 2010/09, 2012/08 

8. 友田 陽, 兼業, 日本鉄鋼協会, 会長, 2010/04, 2012/03 

9. 久保田 俊夫, 兼業, 厚生労働省, 粉じん等対策指導委員, 2011/04, 2013/03 

10. 久保田 俊夫, 兼業, 日本技術士会, 技術士試験委員, 2011/04, 2012/03 

11. 久保田 俊夫, 兼業, 日本学術振興会産学協力委員会フッ素化学第１５５委員会, 幹事（事務局）、

運営委員, 2010/04, 2014/03 

12. 榎本 正人, その他, 武漢科技大学, 客員教授(guest professor), 2011/11, 2014/10 

13. 五十嵐 淑郎, 兼業, 独立行政法人 物質・材料研究機構, リサーチアドバイザー, 2006/04, 

2012/03 

14. 五十嵐 淑郎, 兼業, 日本分析化学会関東支部茨城地区研究交流会, 実行委員, 2005/04, 2012/03 

15. 田中 伊知朗, 兼業, 日本学術振興会第 169 委員会, ISDSB2013 実行委員, 2010/11, 2013/06 

16. 田中 伊知朗, 兼業, 茨城県立日立第一高等学校, 高大連携公開講座講師, 2011/08, 2011/08 

17. 田中 伊知朗, その他, 新世代研究所, 水和ナノ構造研究会委員長, 2009/04, 2012/03 

18. 木村 成伸, 兼業, 独立行政法人日本原子力研究開発機構, 任期付研究員研究業績評価委員会委員, 

2012/02, 2012/03 
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19. 木村 成伸, 兼業, 日立市, 日立市環境審議会委員, 2012/02, 2014/01 

20. 木村 成伸, 出前授業, 茨城県立日立北高等学校, 日北セミナー総合版講師, 2011/10, 2011/10 

21. 山内 智, 兼業, （株）日本造水社, 取締役, 2006/05, 2011/11 

22. 田代 優, 兼業, 山梨大学教育人間科学部, 講師, 2012/02, 2012/02 

23. 田代 優, その他, 茨城大学工学部 茨城県教育委員会, 小学校理科教育推進事業「科学自由研究の

指導」助言者, 2011/07, 2011/08 

24. 永野 隆敏, 出前授業, 東京チタニウム, , 2012/02,  

 

[電気電子工学領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 栗原 和美, 兼業, (株)日立製作所 総合教育センタ 技術研修所, 研修講師, 2011/08, 2011/09 

 

[メディア通信工学領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 杉田 龍二, 兼業, 独立行政法人 日本学術振興会, 特別研究員等審査会専門委員及び国際事業委員

会書面審査員, 2010/08, 2011/07 

2. 梅比良 正弘, 兼業, 総務省, 「情報通信技術の研究開発の評価に関する会合」評価検討会 委員, 

2012/02, 2012/12 

3. 梅比良 正弘, 兼業, 独立行政法人 情報通信研究機構, 地上／衛星共用携帯電話システム技術の研

究開発運営委員会 委員, 2011/08, 2012/03 

4. 梅比良 正弘, 兼業, 総務省 独立行政法人評価委員会, 委員, 2011/07, 2013/06 

5. 梅比良 正弘, 兼業, 独立行政法人 日本学術振興会, 科学研究費委員会専門委員, 2010/12, 

2011/11 

6. 矢内 浩文, 非常勤講師, 玉川大学, 非常勤講師, 1999/04, 2012/03 

 

[情報工学領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 上田 賀一, 非常勤講師, 茨城キリスト教大学, 非常勤講師, 1996/04, 2013/03 

2. 米倉 達広, 兼業, 日立市企画部, ＩＣＴ研究会委員長, 2011/04, 2012/03 

3. 米倉 達広, 兼業, 有限会社ラーニングアイ, 取締役, 2011/04, 2012/03 

4. 米倉 達広, 兼業, 放送大学, 客員教授, 2011/04, 2012/03 

5. 羽渕 裕真, 兼業, 防衛省情報本部, , 2011/09, 2011/09 

6. 岸 義樹, 兼業, 茨城県商工労働観光審議会, 副会長, 2012/03, 2014/03 

7. 岸 義樹, 兼業, 茨城県商工労働部, 産業技術専門学院あり方検討委員会 委員長, 2011/06, 

2012/03 

8. 岸 義樹, 兼業, 茨城県商工労働観光審議会, 副会長，及び労働部会部会長, 2010/03, 2012/03 

9. 外岡 秀行, 兼業, 財団法人 資源・環境観測解析センター, ASTER データ利用委員会, 2011/04, 

2012/03 
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10. 外岡 秀行, 兼業, 財団法人 資源探査用観測システム研究開発機構, ASTER センサ委員会委員, 

2001/04, 2012/03 

11. 外岡 秀行, 兼業, 財団法人 資源・環境観測解析センター, 衛星データ利用委員会委員, 1995/04, 

2012/03 

12. 外岡 秀行, 兼業, 財団法人 資源・環境観測解析センター, 次世代地球観測衛星利用委員会委員, 

2010/07, 2012/03 

13. 外岡 秀行, 兼業, (社)日本リモートセンシング学会, 編集委員, 2009/07, 2012/03 

14. 外岡 秀行, 兼業, (社)日本リモートセンシング学会, 事務局員, 2009/04, 2012/03 

15. 佐々木 稔, 非常勤講師, 日立製作所 日立工業専門学院, 非常勤講師, 2011/05, 2011/11 

16. 加納 幹雄, 鎌田 賢, 兼業, 有限会社ラーニングアイ, 取締役, 2005/03- 

17. 鎌田 賢, 非常勤講師, 常磐大学, 1998/04- 

 

[都市システム工学領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 小栁 武和, 兼業, ひたちなか市, ひたちなか市総合企画審議会委員（会長）, 2012/03, 2014/03 

2. 小栁 武和, 兼業, 茨城県, 景観審議会副会長, 2012/03, 2014/02 

3. 小栁 武和, 兼業, 日本学術振興会, 科学研究費委員会専門委員, 2011/12, 2012/11 

4. 小栁 武和, 兼業, 茨城県, 偕楽園公園魅力向上懇談会委員, 2011/11, 2012/11 

5. 小栁 武和, 兼業, 香川県, 内海ダム景観環境検討委員会委員, 2011/11, 2012/03 

6. 小栁 武和, 兼業, （社）茨城建築士事務所協会, 茨城建築文化賞審査委員会委員, 2011/10, 2012/03 

7. 小栁 武和, 兼業, 茨城県, 新公共事業執行管理システム開発業務総合評価審査委員会特別委員, 

2011/08, 2011/12 

8. 小栁 武和, 兼業, 東日本高速道路株式会社, 茨城地域技術懇談会委員, 2011/08, 2012/08 

9. 小栁 武和, 兼業, 日立市, 都市計画審議会委員, 2011/08, 2012/07 

10. 小栁 武和, 兼業, 日立市, 大甕駅周辺地区整備計画策定委員会委員長, 2011/07, 2012/03 

11. 小栁 武和, 兼業, 茨城県, まちつくり顕彰事業表彰審査委員会委員, 2011/05, 2012/05 

12. 小栁 武和, 兼業, 茨城県, 総合評価委員会委員, 2011/04, 2012/03 

13. 小栁 武和, 兼業, 日立市, 日立市都市環境デザイン委員会委員（会長）, 2011/04, 2012/03 

14. 小栁 武和, 兼業, 日立市, 日立市建築審査会会長, 2010/11, 2012/12 

15. 小栁 武和, 兼業, 常陸大宮市, 浪漫文化街並みづくり検討委員会委員長, 2010/09, 2012/03 

16. 小栁 武和, 兼業, 桜川市, 桜川市景観審議会委員（会長）, 2010/08, 2011/08 

17. 三村 信男, 兼業, 文部科学省, 「気候変動適応研究推進プログラム」PD, 2010/06, 2015/03 

18. 三村 信男, 兼業, （財）国際エメックスセンター, 科学・政策委員, 1998/06, 2012/03 

19. 金 利昭, 兼業, 日本道路協会, 日本道路協会交通安全施設小委員会自転車ワーキング部会委員, 

2011/11, 2012/05 

20. 金 利昭, 兼業, 文部科学省科学技術政策研究所科学技術動向研究センター, 専門調査員, 2011/04, 

2013/03 

21. 金 利昭, 兼業, つくば市役所, 自転車のまちつくば推進委員会 委員・委員長, 2011/04, 2012/03 
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22. 金 利昭, 兼業, 国土交通省, 超小型モビリティ実証実験検討委員会 座長, 2010/11, 2012/03 

23. 金 利昭, 兼業, 水戸市, 水戸市環境審議会 委員・委員長, 2010/10, 2012/10 

24. 金 利昭, 兼業, 日立市, 日立市総合計画策定委員会 委員・都市産業部会長, 2010/07, 2012/03 

25. 金 利昭, 兼業, 国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所, アドバイザー, 2008/09, 2012/03 

26. 金 利昭, その他, 地域科学研究会, 自転車まちづくりフォーラム実行委員会委員, 2008/04, 

2013/03 

27. 横木 裕宗, 兼業, パシフィックコンサルタンツ株式会社, 「平成 23 年度アジア太平洋地域におけ

る気候変動に対する適応技術の技術移転促進業務 技術支援グループ」メンバー, 2011/11, 2012/03 

28. 横木 裕宗, 非常勤講師, 中央大学, 兼任講師, 2011/10, 2012/03 

29. 横木 裕宗, 兼業, （財）地球環境産業技術研究機構, モデル構築・評価 WG 委員会委員, 2011/07, 

2012/03 

30. 横木 裕宗, 非常勤講師, 国土交通大学校, 平成 23年度専門課程海岸研修 講師, 2011/06, 2011/06 

31. 横木 裕宗, 非常勤講師, （財）省エネルギーセンター, 平成 23 年度（集団研修）「省エネルギー政

策立案」にかかる研修講師, 2011/06, 2011/06 

32. 横木 裕宗, 兼業, 国土交通省関東地方整備局, 関東地方河川技術懇談会委員, 2011/04, 2013/03 

33. 原田 隆郎, 兼業, 国土交通省関東地方整備局常陸海浜公園事務所, 総合評価審査分科会委員, 

2010/04, 2012/03 

34. 原田 隆郎, 兼業, 国土交通省関東地方整備局常陸河川国道事務所, 総合評価審査分科会委員, 

2010/04, 2012/03 

35. 村上 哲, 兼業, 福島県道路防災ドクター, 委員, 2010/04, 2014/03 

36. 藤田 昌史, 兼業, 土木学会調査研究部門環境工学委員会下水道関連震災調査小委員会, 委員, 

2012/03, 2013/03 

37. 藤田 昌史, 兼業, 茨城県企業局, 経営懇談会会長, 2012/02, 2013/02 

38. 藤田 昌史, 兼業, 土木学会技術推進機構土木技術者資格委員会2級土木技術者資格小委委員会, 委

員, 2012/02, 2014/01 

39. 藤田 昌史, 兼業, （財）茨城県建設技術管理センター, 委員, 2011/12, 2012/03 

40. 藤田 昌史, 兼業, 茨城県企業公社, 委員, 2011/09, 2012/03 

41. 藤田 昌史, 兼業, 独立行政法人国際協力機構, 水環境モニタリング集団研修講師, 2011/08, 

2012/03 

42. 藤田 昌史, 兼業, 教員免許状更新講習, 講師, 2011/08, 2011/08 

43. 藤田 昌史, 出前授業, 茨城キリスト教学園高等学校, , 2011/07, 2011/07 

44. 藤田 昌史, 兼業, 埼玉県環境科学国際センター, 客員研究員, 2011/06, 2012/03 

45. 藤田 昌史, 兼業, 土木学会, 環境工学委員会委員, 2011/04, 2013/03 

46. 藤田 昌史, 兼業, 日本技術士会, 技術士試験委員（第二次試験）, 2011/04, 2012/03 

47. 藤田 昌史, 兼業, 日本水環境学会, 編集企画部会委員, 2010/08, 2011/06 

48. 藤田 昌史, 兼業, 土木学会関東支部, 学術研究部会幹事, 2009/05, 2011/05 
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[知能システム工学領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 乾 正知, 兼業, 精密工学会, 理事（出版部会長）, 2012/03, 2014/03 

2. 乾 正知, 兼業, 精密工学会, 理事（学会誌編集委員長）, 2010/04, 2012/03 

3. 周 立波, 兼業, 日本学術振興会, 専門委員, 2011/12, 2012/11 

4. 周 立波, 兼業, 茨城県工業技術研究会, 顧問, 2008/04, 2013/03 

5. 坪井 一洋, 非常勤講師, 茨城キリスト教大学, 兼任講師, 2011/04, 2012/03 

6. 森 善一, その他, 茨城県立日立第一高等学校, 非常勤講師, 2011/04, 2011/08 

7. 森 善一, 兼業, 財団法人茨城県中小企業振興公社, 中小企業テクノエキスパート, 2009/04, 

2015/05 

 

[工学基礎領域] 

氏名, 種別, 事業先・主催, 役職名, 開始年/月, 終了年/月 

1. 岡 裕和, 兼業, 千葉大学工学部, 調査研究委員, 2010/04, 2012/03 

2. 菊地 賢司, 兼業, 日本原子力研究開発機構, 研究嘱託, 2010/04, 2013/03 

 

 

2．セミナー  

茨城大学社会公開セミナー               （主催 茨城大学大学院理工学研究科） 

  講        師     主                             題    所      属   開催日 

 北 野   誉  血液型遺伝子の進化 

 －系統ネットワークを用いた遺伝子の系統解析
－ 

茨城大学大学院理工学研究
科 准教授  H23. 5.12

 佐 藤 友 美 超微量化学物質のリアルタイム分析チップ 

－OLP/FAIMSによる分析技術革新から革命へ
－ 

 アトナープ（株） 

 代表取締役 

 H23. 5.19

 龍 岡 文 夫 強い盛土と安定な擁壁の建設 

－地震から社会を護るため－ 

東京理科大学理工学部土木
工学科 教授 

  

 H23. 6. 2

 本 多   敏  ネットワークセンシングシステムの展開 
  

慶應大学理工学部 教授 
 

 H23. 6. 9
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 川 嶋 紘一郎  非線形超音波を用いた非破壊材料評価・検査 

 

 （有）超音波材料診断研究
所 代表取締役 

 H23. 6.16

 小 林 雅 律  農業と省エネルギー 

－ハウス暖房を中心に－ 

  
出光エンジニアリング（株）
エンジニアリング  部 設
計総括グループ 

 H23. 6.23

 宮 田 健 治  磁界解析における最近の進展 

－辺要素有限要素法と高速高精度化のための周辺
技術－ 

 （株）日立製作所日立研究
所モーターシステム研究部
 主任研究員 
  

 H23. 6.30

 鹿子嶋 憲 一 

  

 法則と定理で学ぶアンテナ工学 

  
  

茨城大学大学院理工学研究
科 教授  H23. 7. 7
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Ⅵ 国際交流 

 

 

1. 国際交流実績 

 

 平成 23 年度の教員の海外渡航者、外国人研究者等の受入数の実績を下の表に示す。 

 

 国際交流の実績 

 

 項        目      経   費   区   分    人数 

  （１）国立大学法人 
  （２）科学研究費補助金 

（３）委任経理金 
  （４）学術振興会 
  （５）その他 

    １５

    ２７

    １８

０

１９

 Ⅰ 教員の海外渡航者数 

 計    ７９

  （１）日本学術振興会 
  （２）外国政府機関等 
  （３）公益法人 
  （４）私費 
  （５）その他 

      ０ 
      ０ 
      ０ 
      ４ 
      ０ 

 Ⅱ 外国人研究者等受入数 

 計       ４ 
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2. 留学生の受入れと支援 

 

 所属と出身国に分けた留学生の受入状況を下の表に示す． 

 

 国費留学生の受入状況     

（平成 2３年４月 1 日付け） 

0 0

0

0 0

0

1 1 1

0

0 0

0

0 0

0

0 0

0

0 1

1 1

0 0

0

0 0

0

1 1 2

1 1

1 1 1

0

0 0

0

1 1 1

0

0 0

0

0 0

0

0 0

0

0 0

0

0 0

0

0 0 2 0 0 0 0 1 0 0 0 1 4 6

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

１年次

 ２年次

 ３年次

 ４年次

 留年生

前
期
課
程

後
期
課
程

 １年次

 ２年次

（学部)

特別聴講学生

（大学院)

 小         計

 （学部)

科目等履修生

（大学院)

特別聴講学生

 （学部)

研究生

（大学院)

科目等履修生

　国　　　　　籍

研究生

 留年生

 １年次

 ２年次

 ３年次

学

部

国　　　　費　　　　留　　　　学　　　　生
バーレーン フィジー 中国 韓国 ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｨｼｭ ナイジェリア  合  計ポーランドエジプト インドネシア  小  計

大

学

院

コスタリカ サモア独立国 ﾏﾚｲｼｱ  区        分

 留年生

 

（上欄：男性、下欄：女性） 
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私費留学生の受入状況 

（平成 2３年４月 1 日付け） 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上欄：男性、下欄：女性、(  )内は休学者数の内訳） 

 

１年次 7 7 2 16 23

2 1 3 1 7

学  ２年次 9 5 2 1 2 19 24

2 2 1 5

 ３年次 4 1 6 2 1 14 22

部 4 4 8

 ４年次 3 1 4 1 9 12

3 3

 留年生 3 1 (1) 1 (1) 5 (1) 5

0

 １年次 11 1 2 14 18

3 1 4

 ２年次 7 1 1 1 1 11 13

大 2 2

 留年生 0 1

学 1 1

 １年次 4 1 5 7

院 1 1 2

 ２年次 2 2 4

2 2

 ３年次 2 1 3 4

1 1

 留年生 1 1 1

0

10 10 11

1 1

0 0

0

0 0

0

0 0

0

1 1 1

0

0 0

0

61 2 1 24 10 4 1 0 1 0 (1) 5 0 0 1 0 (1) 110 (1) 146

19 1 0 9 4 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 36

80 3 1 33 14 5 1 1 1 0 (1) 6 0 0 1 0 (1) 146 (1) 146

 （学部)

（大学院)

研究生

研究生

台湾 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ ｶﾝﾎ゙ ｼﾞｱ 韓国 エジプト  合  計コートジボアール バングラディシュ ポーランド  小　計

私　　費　　留　　学　　生

  区  分 

　国　籍

中  国 インドネシア フィリピン ﾏﾚｲｼｱ ベトナム スリランカ ミャンマー

 合    計

科目等履修生

 （学部)

科目等履修生

（大学院)

特別聴講学生

（学部)

特別聴講学生

（大学院)

 小    計
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 奨学金受給者の一覧を下の表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チューターの実績 

平成 23 年度は以下の 31 名の留学生に対してチューターが付けられた。 

（学部生１１名、博士前期課程学生６名、博士後期課程学生１名、研究生６名、特別聴講生７名） 

 

 

 

 

            

国

 
費

マレーシア

政府派遣 

学習 

奨励費  

茨城大学

国際交流

育英 

奨学金 

アクモス

株式会社

ロータリー

米山 

関東 

つくば
銀行 

神 林留 学 生

奨学金 

実吉 

奨学会 

朝鮮奨学

金 

短期留学

推進制度 

エジプト

政府派遣

区分 

                     

合

 
計

 

   7  2         9

  
1 年 次 

        1    1

学  4 2          6

  
２ 年 次 

 2  1       1  4

  1 6 1          8

部 
３ 年 次 

 4   1        5

   5 1  1      1  8

  
４ 年 次 

 3           3

  前    1         1

  期 
1 年次 

            0

大 課   2 1  2       5

  程 
2 年次 

1     1       2

学           1    1

  後 
1 年次 

   1         1

院 期 1            1

  課 
2 年次 

  2          2

  程 1            1

    
3 年次 

1            1

研  究  生 2            2

（学    部）             0

研  究  生             0

（大   学  院）             0

            0特 別 聴 講 学 生 

（学    部）             0

            0特 別 聴 講 学 生 

（大  学   院）             0

5 22 8 4 1 2 0 0 1 0 1 0 44
 小      計 

2 9 0   2 1 1   0 0 1 0 1   0 17

 合       計 7 31 8 6   2 3 0 0 2 0 2 0 61
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3. 国際交流会館の概要と実績 

 

国際交流会館の概要と実績を表に示す。 

国際交流会館の概要 

棟 区      分 部 屋 数 

単  身  棟 留 学 生 用 14 部屋 

  チューター用 1 部屋 

  研 究 者 用 0 部屋 

家  族  棟 夫   婦   室 留 学 生 用 2 部屋 

  〃 研 究 者 用 1 部屋 

  家   族   室 留 学 生 用 1 部屋 

  〃 研 究 者 用 1 部屋 

   合               計 20 部屋 

所在地：〒３１６－００３６   日立市鮎川町６－１０－３（単身棟） 

    〒３１６－００３６   日立市鮎川町６－１０－４（家族棟） 

 

国際交流会館の 23 年度の実績（留学生のみ) 

 入居希望応募者数 許可者数（留学生） 居住者総数 部屋別 

２ 年 次 5 1 1 
学 部 生 

３ 年 次 以 上 3 0 0 

前 期 課 程 4 3 3 
大 学 院 生 

後 期 課 程 4 4 4 

学術交流協定大学留学生 4 4 4 

研 究 生 等 留 学 生 1 1 1 

単 身 室 

学部生 1 1 2 

大学院生 1 1 2 

研究生等 0 0 0 

夫 婦 室 

学部生 0 0 0 

大学院生 1 1 2 

研究生等 0 0 0 

家 族 室 

合       計 24 16 19  
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4. 大学間および学部間学術交流協定 

 

大学間および学部間学術交流協定の状況を下表に示す。 
 

大学名、国名、協定締結日 
 

大 学 名 国 名 協 定 締 結 日 備     考

アラバマ大学バーミングハム校 アメリカ合衆国 1984 年11月12日 大学間 

復旦大学 中華人民共和国 1988 年 3月27 日 大学間 

忠北大学校 大韓民国 1991 年 5月  8日 大学間 

デ・ラ・サール大学 フィリピン 1997 年 6月  2 日 大学間 

淅江農業大学 中華人民共和国 1997 年11月10 日 大学間 

イースタン・ワシントン大学 アメリカ合衆国 1999 年 2月16 日 大学間 

ポーランド日本情報工科大学 ポーランド 2000 年 5月 1 日 学部間 

武漢科技大学 中華人民共和国 2006 年 1月 1 日 学部間 
 
 
 

 

 



あとがき 

 

 工学部年報２０１２をお届けします。お忙しい中で快く原稿をご提供下さっ

た総務係・学務第一係・学務第二係・事務長・事務長補佐（学務）・評価室・

IT基盤センター・産学官連携イノベーション創成機構・学務部学生生活課生活

支援係・ならびに各領域の方々に感謝いたします。 

 

工学部広報委員 年報担当 柳平丈志・車谷麻緒 
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